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「あっ、すみません」

　正面から向かってきた通行人にぶつかってしまい、すぐに謝罪する。

　ＧＷはどこへ行っても混んでいると言うが、この見慣れた秋あき葉は原ばらという街も例外ではなかった。

　休日の秋葉原はものすごい人が行き交かっているが、今日の人口密度はそれ以上だ。

「カッシー、大だい丈じよう夫ぶ？　なんか今日人にぶつかってばっかりじゃない？」

　隣となりを歩く、俺の親友兼けんオタク仲間である鈴すず木き爽そう太たが、心配そうに俺の顔を見た。

　鈴木の言う通り、今日俺は秋葉原中央通りの歩道を歩きながら考えごとばかりしてしまい、人にぶつかってばかりいた。

「やっぱり、恋こいヶが崎さきさんが北海道に帰っちゃったから落ち込んでるの？」

　今日は、ＧＷ最終日。

　俺柏かしわ田だ直なお輝きは、鈴木と共に秋葉原に買いものに来ていた。

　鈴木の言う通り、つい四日ほど前、俺と遠えん距きよ離り恋れん愛あい中の彼女である恋ヶ崎桃ももは、自分が住んでいる北海道の地へと飛び立っていった。

　せっかく東京に来たのだからＧＷ中ずっとこっちにいれば良かったのに、ＧＷ後半は北海道で家族や向こうの友人との予定が入っているとのことだった。

　口にはしなかったが、ＧＷ中ずっと俺の家に泊とまるのは俺の家族に悪いと遠えん慮りよしていたところもあったようだ。

　二ヶ月ぶりにせっかく会えたのに、びっくりする程ほどあっという間に時間は過ぎていった。

　恋ヶ崎と一いつ緒しよにいた時間が幸せだったからこそ、別れた後の寂さびしさは思っていた以上だった。次に会える予定も立っていないので尚なお更さらだ。

「まあな……」

　確かに俺は、鈴木の言う通り恋ヶ崎と再び離はなればなれになってしまったことが寂しく、ついボーッとしてしまっていた。

　だが、気分が落ち込んでいる理由はそれだけではなかった。

　恋ヶ崎が俺の家に泊まった最後の夜。せっかく俺の家族が旅行に出かけ、恋ヶ崎と二人きりの夜を過ごせたというのに、俺と恋ヶ崎は一晩中手を握にぎり合っていただけだった。

　それは俺が恋ヶ崎のことを考えてそれがいいと思い、そうしたことだ。

　恋ヶ崎のことを考えて、というのは勿もち論ろん一番の理由だが、がっついて恋ヶ崎に嫌きらわれたくない、恋ヶ崎に『身体からだ目的で付き合っている』と思われたくない、なんて俺の気持ちが大きかったことも理由だった。

　それに、もし失敗したらどうする？　なんて不安もあった。

　結局俺は、怖おじ気けづいたのだ。恋ヶ崎の方は、不安な気持ちを抱いだきながらも、俺を拒きよ絶ぜつせずにいてくれたのに……。

　ああ、俺、なんで変にかっこつけて余よ裕ゆうのあるフリなんかしたんだろう？　あのとき、自分の気持ちに正直になっていれば、も、もしかしたら……。

　自分で決めたことなのに、そんな後こう悔かいが恋ヶ崎が帰った後のＧＷ中、何度も俺の頭の中を駆かけ巡めぐっていた。

　何度後悔したって、恋ヶ崎は、もう俺のそばにいない。

「はあ……」

「遠えん恋こいが辛つらいのは分かるけどさ、今日はせっかくアキバに来たんだから楽しもうよ！」

　思わずため息をついた俺を、鈴木が肩かたを叩たたいて励はげました。

「！　あ、ああ、そうだな！」

　そうだよな、今日くらいうじうじ考えるのはやめて、オタ充じゆうしないとな。

　なんといっても、今日は俺と鈴木にとってちょっとした特別な日なんだ。

「今日は、俺とカッシーが十八禁解禁してから初めてアキバに来られた日なんだからさ！」

　爽さわやかな笑え顔がおで堂々と阿あ呆ほうなことを言う鈴木を、俺は清すが々すがしい気持ちで見ていた。

　そう、十八禁解禁、である。

　正確にはもうとっくに十八歳にはなっていたのだが、基本的に高校を卒業しないと十八禁の商品は買えないことが多い。

　何を隠かくそう俺と鈴木は十八歳未満の高校生のときからエロゲや十八禁同人誌などを買ってはいた。

　だが、年ねん齢れい確かく認にんをされない店でバレないかハラハラしながら買う、という非常に心臓に悪い購こう入にゆうスタイルが基本となっていた。年齢確認を求められ、あっすみませんと小声で呟つぶやいて走り去ったという恥はずかしい思いも何度経験したことか。

　だが、もうそんな窮きゆう屈くつな思いはしなくていい。

　大学生になった今、これからは堂々と、店てん舗ぽ特典がつくような大手オタクショップでエロゲが買える。年齢確認を求められたら、堂々と学生証を出せばいい。

　オタクではない人間からしたら、本当に些さ細さいな、くだらないことかもしれない。だが、俺にとっても鈴木にとっても、それはとても喜ばしい、特別なことだった。

　四月は忙いそがしかったり金がなかったり、またＧＷに恋ヶ崎が遊びに来るということでそんなときに俺の部屋にエロゲが増えていることがバレたら気まずいので、エロゲの購入を見送っていたが、恋ヶ崎が北海道へ帰ってしまった今、そんな後ろめたさもなくなった。

　むしろ、この鬱うつ々うつと、悶もん々もんとした、行き場のない感情を、もうエロゲにぶつけるしかない。どうしたって、また暫しばらくは恋ヶ崎と会えないのだから。




　それから俺たちは『とらのあな』Ａ店へと入り、階段を降りてＰＣゲーム売り場がある地下一階に移動する。

　とらのあな地下一階は過去に何度か来たことがあるが、本来十八歳未満は入ってはいけないフロアのため、来る度たびいつバレて怒おこられるかと常に内心びくびくしていた。

　しかし、もう堂々としていていいのだ。

　真っ直すぐエロゲコーナーへ向かい、平積みされている今月発売されたばかりの新作エロゲ『祝福の鐘かねは、桜の花びらと共に』を手に取り、レジへと向かう。

「こちら成年向けの商品になりますので、年齢確認できるものをお出し頂けますか？」

「あっ、は、はい！」

　俺は慌あわてて財さい布ふから大学の学生証を出し、店員へと差し出す。

「……はい、ありがとうございます」

　店員は学生証を確認してから、そのまま俺に返した。無事に商品の会計へと移る。

「こちら、とらのあな限定特典ご一緒に入れさせて頂きます」

「は、はい！」

　会計を終えた俺は鈴木の元へと戻もどる。

「いや～ついに店舗特典ゲットだぜぇ！　夢だったんだよなぁ～、特典もらえるの……」

　俺は今買った袋ふくろの中を覗のぞき込みながら言う。店舗限定特典は、イラストレーターによる描かき下ろしＢ２タペストリー。

　今までは特典のつかない店でしか買ったことがなかったので、この店舗特典をもらえることにめちゃくちゃ憧あこがれていた。

「あぁ～分かるよ！　俺も特典って夢だったから、先月初めてアキバのとらのあなでエロゲ買って特典もらえたときはめっちゃ感動したもん！」

「同じ金額なのにこんな豪ごう華かな特典がもらえる、って、本当に素す晴ばらしいよな！」

　エロゲが堂々と買えたこと、そして店舗特典がもらえたことに大げさなくらいテンションが上がりつつ、それから俺たちはエレベーターで七階へ移動した。

　そこでは成年向け同人誌を物色する。

　それぞれ欲ほしい分の同人誌を手にレジへと向かった。ここでも当然年齢確認を求められたが、学生証を見せ無事購入することができた。

「いや～、エロ同人を堂々と買えるのも、ほんと気分いいな！」

「だよねだよね！　カッシー、この後うち来て戦利品見る？　互たがいの本見せ合えるし！」

「マジで！　いいのか!?　行く行く！」

　もはやさっきまでの憂ゆう鬱うつな気分はどこかへ消え、この後これらの戦利品を楽しめるという喜びでいっぱいになる。

　テンション上がった状態で、そのまま鈴木の家へと向かった。




「お邪じや魔ましまーす……」

「あ、カッシー君！　久しぶり～！」

「み、実み月つきさん！　ご無ぶ沙さ汰たしてます！」

　鈴木の家のリビングに入ると、鈴木の姉の実月さんがソファーに座っており、笑顔で出で迎むかえてくれた。相変わらず奇き抜ばつな髪かみ色いろ、ファッションだが、可愛かわいらしい外見のままだ。

「桃ちゃんとはうまくやってるー？」

「あ、はい！」

　そういえば実月さん、恋ヶ崎とも交流あるんだよなあ。北海道に行ってからもたまに連れん絡らくは取ってるみたいだし。

「カッシー君、違ちがう大学になっちゃったけど、これからも爽ちゃんと仲良くしてあげてね!?　爽ちゃん、大学で友達はできてるみたいだけど、カッシーほど仲良くなれそうな人はまだいない、って嘆なげいてたから！」

　実月さんは両手で俺の手を握り、そんなことを訴うつたえてくる。突とつ然ぜん手を握られたので思わず動どう揺ようしてしまう。

「え!?　あ、は、はい、勿論です！」

　鈴木、そんなこと言ってたのか……。

「あーもう姉貴、カッシーが困ってんじゃん。離れて。カッシー、もう俺の部屋行こ」

　飲み物とお菓か子しを準備し終えたらしき鈴木は、すぐにリビングを出ようと歩き出す。

「あーはいはい。二人はこれからお楽しみだもんね～！」

　同人誌を読むのでお楽しみはお楽しみで間違いないが、ニヤニヤしながら言う実月さんの言葉には別の変な意味を含ふくんでいそうで恐おそろしい。

　この人も、うちの妹や小豆あずきちゃんと同じで濃こい腐ふ女じよ子しなんだよなあ。しかも、三次元もイケる方の口の。

「よし！　じゃあ早さつ速そく戦利品を堪たん能のうしよう!!」

「ああ、そうだな!!」

　鈴木の部屋に来た俺たちは、興奮を押さえきれないままそう言い合った。

　エロゲと同人誌を堂々と買えた喜び、そしてこれからその同人誌を読むことができるということに、互いにめちゃくちゃテンションが上がっている。

「ん？　何これ……」

　しかしそこで、鈴木が自分の部屋のベッドを見て反応した。

　鈴木の部屋のベッドの上には、何やら既すでに同人誌が綺き麗れいに並べられていた。

「何これ、って、お前の同人誌じゃないのか？」

　同人誌をよく見ると、何やら様子がおかしいことに気付いた。並べられているそれらの表紙には、美少女ではなくイケメンの絵が描かれている。これ、ＢＬ系同人誌か？

「これ……姉貴の仕し業わざだな!?　カッシーが来るって聞いてこんなことしたんか!?」

　鈴木がＢＬ同人誌なんか持ってるわけないし、やっぱり実月さんのいたずらか。俺が来るからこんなことしたなんて、一体あの人は俺と鈴木をどうしようとしてるんだ……。

「もう、何考えてんだよあのババア！」

　いつも物もの腰ごしの柔やわらかい鈴木が汚きたない言葉を放ったので噴ふき出しそうになった。

「ババアって……そんな年じゃないだろ」

　戦利品を読もうとテンションが高まっていたときにとんでもなく萎なえることをされて頭にきたのは分かるが、あんな若くて可愛い人にババア、はないだろ……。

「もう二十三歳なんだから立派なババアでしょ！」

　鈴木はベッドの上の同人誌を片付ける。

　しかもよく見ると同人誌の表紙は、裸はだかの筋肉質の男性が卑ひ猥わいなポーズを取っていたりと、表紙からしてＢＬの中でもアレなものが多かった。むしろこれ、女性向けのＢＬじゃなくてゲイ向けなんじゃ……？

　鈴木は同人誌を抱かかえて部屋を出て行った。そのうち下の階から、

「ごめんって～！」

「軽いおふざけじゃん、そんなに怒んないでよ～！」

　という、実月さんの声が聞こえてきた。

　う、ううん……実月さん、久々に会ったけど、相変わらず恐ろしい腐女子っぷりだな……。行動がイカレてやがる。

　すっかり俺も、この人や小豆ちゃんやあかりのせいで、腐女子に対する耐たい性せいできたよなあ。もう、ちょっとやそっとのＢＬじゃ引かない自信がある。
















　それから俺と鈴木は今度こそ平和に同人誌の読書大会を始めた。

　読み終えた後は、適当にお菓子を食べながら会話したり鈴木の部屋の雑誌を見たりする。

「そういえば俺、バイトすることにしたんだ」

「え、バイト？　何の？」

「ギャルソンライブカフェ＆バーって店。店にライブステージがあって、ギャルソンスタッフがライブステージもやったりするみたいで。バイトで歌も歌えるなら勉強にもなるかな、って。レコード会社の人もいいんじゃないかって言ってたし」

「へぇー。鈴木にはぴったりだな」

　鈴木は先日バンドコンテストでレコード会社に声を掛かけられたが、そこから順調に話が進んでいるというわけではなく、新しく曲ができたら聴きいてもらったりアドバイスをもらったりしている、という状じよう況きようらしい。

「バイトかー、俺もそろそろ本格的に探さないとな」

　大学に入ってからバイトしたいとは思いつつも、適当に探したりするだけでまだ応おう募ぼするまでに至っていない。せっかくだから何か面おも白しろい、自分が興味を持てるバイトがしてみたいなんて考えたのだが、探していても未いまだにピンとくるものがないのだ。

　でも恋ヶ崎に会いに行くにもオタク活動するにも金がかかるので、そんな悠ゆう長ちようなことも言っていられなくなってきたな。

　このままじゃ今まで貯ためてきた貯金が尽つきてしまう。そろそろ本気で探さないと。




　やがて鈴木の家から帰宅し、その日の夜。

　俺は一人自室でエロゲのパッケージを開かい封ふうした。恋ヶ崎に対して後ろめたさがないわけではないが……今だけは気にしないようにしよう。

　ＰＣを起動して、ＣＤ－ＲＯＭをドライブに入れる。さあ、いざレッツエロゲ──

　と意気込んだところで、携けい帯たいが鳴った。ラインの電話の着信音。

「！　こ、恋ヶ崎……」

　一いつ瞬しゆんドキッとする。なんというジャストタイミングなんだ。エロゲなんかしてんじゃねえってことか？　一いつ旦たん心を落ち着かせてから、電話に出る。

「もしもし柏田？　もう鈴木君ちから帰ってきたんだ？」

「あ、ああ」

　さっきまでラインでやり取りをしており、今日のことは軽く話していた。

「あ、そうだ、実月さんとも久々に会ったよ。桃ちゃんとどう？　って」

「え、マジ!?　いいな～！　実月さん、久々に会いたい！　ってか、今日は鈴木君とアキバで何してきたの？」

「えっ!?　い、いや……」

　恋ヶ崎は、何かを疑っているのだろうか。思わず冷や冷やしてくる。

「何よ、もしかしてメイド喫きつ茶さでも行ってたわけ～？　ま、べ、別にいいけど……」

「……！　い、行ってないって。いつも通り買いものしてただけだよ」

「あ、そーなんだ」

　恋ヶ崎の声が心なしか明るくなった。なんだ、そんなことを気にしていたのか。

　それから、ＧＷ中の互いの出来事などを話す。

「そういえばあたしさ、免めん許きよ取ろうかと思って」

「えっ……免許!?」

　唐とう突とつな恋ヶ崎の言葉に、俺は驚おどろいた。

「こっちは車で移動しないとマジ大変なんだよね。毎朝大学までお母さんに送ってもらってるしさ。自分で免許取れたら、お父さんがあたし専用の車買ってくれるって言ってるから、毎日それで登校できるし」

「マ、マジで!?」

　さすが金持ちは違うな……。でも、車がないと不便な場所なんだったら、一人一台車持つっていうのも案外普ふ通つうなのだろうか。

「うん、元々十八歳になったら取ろうと思ってたし」

「へぇ～。免許か。俺も、大学在学中には取りたいな、とはなんとなく思ってるけど……」

　東京ではまだそんなに不便はないが、北海道に行ったとき、彼女に車の運転させるなんて男としてかっこ悪いよな。

「俺も、取ろっかな」

　同じ取るなら、早い方がいいよな。問題は、免許取るのにも結構な金がかかることだが。

「え、ほんと!?　じゃ、じゃあ、あんたが本当に免許取るなら、関東の方の免許合宿とかでもいいけど……」

「免許合宿？」

「うん、普通に取るより安いから合宿も考えてんの。でも、親に一人で免許合宿行くのは危ないからやめなさい、って言われてて。誰だれか知り合いと一いつ緒しよならいいみたいなんだけど」

「へー、免許合宿、ね……」

　そういえばそういう方法もあるのか。恋ヶ崎と免許合宿……。なんか、旅行気分で楽しそうだ。恋ヶ崎が関東の方の合宿に来てくれるなら現実的だしな。

「じゃ、俺も免許合宿行けるよう金貯めとくわ！」

「……！　マ、マジで？　ってか、本当に免許合宿でいいの？　あたしはすぐ免許欲ほしいって思ってるけど、あんたは別にまだ必要に迫せまられてないんじゃないの？」

「大学生のうちに取りたいとは思ってたから、取れるときに取っておいた方がいいだろ」

「ふ、ふーん……」

　再び、恋ヶ崎の声こわ色いろが心なしか明るくなったような気がした。

「あー、まずは金貯めないとな」

「え、そこからー？　早く貯めてよね！　あたしなるべく早く免許取りたいし」

　そんな会話で電話は終わった。エロゲや同人誌について言げん及きゆうされなくて良かった……とホッとした。

　それにしても、免許合宿か。

　免許はどっちにしろそのうち取りたいと思ってたし、恋ヶ崎と一緒に合宿に行けるなら楽しみだ。二人きりで旅行って、まだしたことなかったし。

　これは一刻も早く、バイトを決めないとな。




　それから俺は、風ふ呂ろに入るために準備をして部屋から出る。

「おわっ!?」

　部屋の扉とびらを開けてすぐ、妹のあかりに扉がぶつかりそうになった。

「な、なんでお前こんなところに!?」

　あかりは長いＴシャツを着ていて、下は恐おそらく下着しか穿はいていないという格好だった。

　この春から女子高生になったってのに見た目も中身も未だにガキで、よくこんな格好で家の中をうろうろしている。

「あ、あのさ、えっと……な、直輝に聞きたいことあんだけどっ」

　あかりは俺と目を合わせずにもじもじして言う。

「そ、その、桃さんが帰る前日、二人きりだったわけじゃん……？」

「ああ、それがどうした？」

　恋ヶ崎が帰る日の前日、か……。その日は俺の家族が旅行へ出かけ、恋ヶ崎と二人きりで俺の部屋で過ごした。

「そ、それで、ふ、ふふ、二人はやっぱ、そういうこと……したわけ!?」

「えっ、えぇ!?」

　あかりの言葉に俺は思わず声を上げる。こいつ、なんてこと聞くんだよ!?

「んなっ、お前、何言って……!?」

「ど、どうなの!?」

「い、いや別に、何もないって！」

「！　そ、そんな風にあかりに隠かくそうとしたって無む駄だだし！」

「隠すってなんだよ!?　ほんとに何もしてないんだって！」

「…………。ふ、ふーん……。そっかあ～。直輝はやっぱヘタレだったか～！」

「なっ!?」

　あかりはバカにしたように言ってから、なぜかご機き嫌げんな様子になって自分の部屋へと戻もどっていった。

　なんなんだよあいつ……。




　にしても、ヘタレ、か……。ムカつくけど、結局、その通りだよな。

　俺はあかりの言葉に凹へこみつつ、今度こそ風呂へと向かった。







　　　２







　翌日。

　ＧＷが終わってしまったことを残念に思いつつ、約一週間ぶりに大学へ行った。

　午前の授業と午後の授業を受けてから、サークル棟とうに移動し、漫まん研けんの部室へと向かう。




「あ、長は谷せ川がわ！」

　部室に向かう途と中ちゆう、廊ろう下かで長谷川の背中を見かけたので声をかける。

「長谷川も、これからサークル？」

「ええ、そうよ」

　長谷川は俺の声に振ふり向いて、いつも通り淡たん々たんと答えた。

「あ、そうだ。その、ＧＷ中ほんと色々ありがとう。迷めい惑わくもかけちゃって……」

　ＧＷ中、恋こいヶが崎さきと喧けん嘩かした件で、長谷川も巻き込んでしまったことを思い出す。

　ラインでは謝ったが、この間恋ヶ崎を空港までみんなで見送りに行ったときは、二人で話す時間がなくきちんと礼を言えなかった、やっと面と向かって言うことができた。

「いえ、別に私は何もしていないわ。それより柏かしわ田だ君、彼女のこと、どうするつもりなの？」

　長谷川は淡々と答える。

「え？」

　長谷川の言う彼女、というのがなんのことか分からず、聞き返した。

「佐さ倉くらさんよ。あんなラインをよこしたくらいだから、今日からサークル中もアプローチしてくるんじゃない？」

「えっ!?　は、ははは……どうだろね。あのライン、冗じよう談だんかもしれないし」

　笑って言う俺を、長谷川はジト目で見る。

　そう、同じサークルのオタサーの姫ひめ──こと佐倉真ま彩あやさんから、恋ヶ崎を北海道へ送り出す日、俺宛あてに電話が来た。

　その電話になぜか恋ヶ崎が出て『柏田直なお輝きはあたしの彼氏だから』とはっきり告げたのだが、その後佐倉さんから『彼女さんにああ言われたけど、簡単には諦あきらめ切れそうにない』なんて内容のラインが来たのだ。

　本気なんだかからかわれてるだけなんだか分からず、俺は正直戸と惑まどっている。もし本気だとしても、俺には恋ヶ崎がいるわけだから、佐倉さんの思いには応こたえられない。

「そんな心構えだとまたつけ込まれるわよ」

「え!?　つけ込まれるって、そんな大げさな……」

　そこまで話して、俺たちは部室に到とう着ちやくした。

「こんにちはー」

「あっ柏田！」

　俺が部室の扉を開けて挨あい拶さつすると、数人の部員が一いつ斉せいに俺の方を見た。その中には佐倉さんもいる。一体何だろう。

「柏田、この間は悪かった！」

　部室に入るなり、勢いよく先せん輩ぱいたちに謝られた。俺は驚いて啞あ然ぜんとしてしまう。

「この間、って？」

「だからほら、サークルのカラオケで、お前に酒飲ませて潰つぶしちまったじゃん。いくらなんでも悪ふざけがすぎたよな。あの後岩いわ本もとさんに怒おこられてさ……」

「！　あ、ああ、いえそんな……気にしないで下さい」

　まさかあのことでそんな風に謝られるとは思っていなかったので、驚いた。

「ウ、ウチも……改めて、ほんとごめんね。柏田君」

　佐倉さんも、申し訳なさそうな目で俺を見た。先ほどの長谷川の言葉を思い出して、少し動どう揺ようしてしまう。

「いや、ほんと気にしないで。ってか、色々面めん倒どう見てくれたみたいで……ありがとう」

　電話では礼を言ったが、あれ以降顔を顔を合わせたのは初めてだったので、改めて礼を言う。

「柏田君……。柏田君って優やさしいんだね！　あ、それと……」

　次の瞬しゆん間かん、佐倉さんが俺の頰ほおに顔を近づけた。一瞬、頰にキスでもされるのかとドキッとした。佐倉さんは俺の耳元に口を近づけて、

「ラインで送ったこと、本気だから」

「……!?」

　俺は思わず佐倉さんから顔を離はなして彼女の顔を見た。佐倉さんは頰を赤らめて恥はずかしそうな笑え顔がおを浮うかべている。その表情に、不覚にも少しドキッとしてしまう。

「おいおい、内ない緒しよ話ばなしかあ～？　お熱いねえ二人とも～」

　俺たちの様子を見て、岩本さんが俺たちをからかうように肩かたを叩たたいて言ってきた。

　気付けば、他ほかのサークルメンバーも俺たちのことを見ている。長谷川も……呆あきれたような表情で俺を見ていた。

「柏田、羨うらやましい奴やつだな～！　あんな可愛かわいい彼女がいんのに早さつ速そく浮うわ気きかー？」

　岩本さんが適当なことを言ってからかってくるせいで、他のサークルメンバーたちからの視線が痛い。みんな佐倉さんのこと気に入ってるだろうからな……。

「ち、違ちがいます！　そういうんじゃないですからっ！」

　俺は思わず立ち上がってみんなに向かって否定した。

「あ、っていうか岩本さんも、この間は泊とめてくれてありがとうございました」

「ああ、いや。あの後、彼女とは無事仲直りできたのか？　なんか大変そうだったが……」

「はいまあ、なんとか」

　俺が岩本さんにそう答えた瞬間、部室の扉が開いた。

「はぁー、お疲つかれー……」

　部室に入ってきたのは、二に階かい堂どうさんだった。二階堂さんがサークルに来るなんて珍めずらしい。っていうか、お疲れって言ってる自分が一番疲れてそうだけど……。

「二階堂さん、お疲れ様です」

「姉あね御ご、お疲れッス。なんかぐったりしてますね」

「ふっ、そう見える？　実はまた……」

「また面接に落ちたんすか？」

「ちょっと岩本！　私が言う前に言うんじゃないわよ！」

「あ、やっぱり……」

　二階堂さんは現在就活中だが、内定をまだ一つももらえずに困っているらしい。どうやらまた落ちて凹へこんでいるみたいだ。

「まったく、どうしてこの優ゆう秀しゆうな私がこんなに苦労しなきゃならないっていうの……」

　二階堂さんはパイプ椅い子すにドカッと座って足を組むと、ブツブツと愚ぐ痴ちり始める。

「二階堂さんって、大学院まで行くくらいだから頭いいんですよね？　なんでそんなに内定もらえないんでしょうかね？」

　俺は二階堂さんに聞こえないように、岩本さんに小声で話しかけた。

「ああ、確かに頭はいいけど、あの性格だからな。面接官相手にも毎回強気で接して落ちてるみたいだ。その場だけでも猫ねこ被かぶった方がいいんじゃないかと思うんだけどなあ」

「ちょっと岩本ぉ！　聞こえてるわよ！　勝手なこと言ってんじゃないわよ！」

　二階堂さんが身を乗り出して声を荒あららげる。岩本さんも声を落としてはいたが、すごく小さい声というわけではなかったため、聞かれてしまったようだ。

「ひっ！　あ、違うんすか？」

「た、確かにそれで落とされたとこもあるけど……今回受けたのは総合職で営業だったから、むしろあなたみたいな勝ち気な女性は営業に向いてる、って言われたんだから！」

「え？　なのにどうして……」

　思わず俺は口を挟はさんだ。

「私が、運転免めん許きよを持ってないからよ……。面接中、営業なのに免許ないのはねえ、って言われたからそれが原因で間違いないと思うわ。卒業までに免許取りますって言ったのに、取れる保証はないですよね？　って……。あなたたち、就活前に免許は絶対取っといた方がいいわよ！　男子は特に！　絶対就職に有利だから！」

　二階堂さんが必死な様子で俺たちに訴うつたえかける。説得力あるな……。

　にしても、運転免許か。確かに就職に免許があった方が有利だという話は聞いたことがあるけど、本当だったんだな。

「確かに俺も、就活始まる前に免許取りたいって思ってたんだよな～」

「ウチも、大学生になったからお金出してあげるから免許取りなさいって親に言われてるんですよねぇ」

　岩本さんに続いて佐倉さんも言う。

「あ、そうなんですね。実は俺も、免許合宿行こうとしてて……」

「免許合宿かあ……。そっちの方が普ふ通つうに取るより楽しそうだな！　俺も合宿で免許取ろうかな。他にも免許取りたい奴いたら、みんなで免許合宿に行かないか!?」

　俺の言葉に、岩本さんが突とつ然ぜん決意して、サークルメンバーに向かってそんなことを言い出した。え!?　み、みんなで免許合宿、だと……!?

「それいいですね！　免許合宿の方が安いし、みんなで行ったら旅行みたいで楽しそ～！」

　佐倉さんが目を輝かがやかせて岩本さんの意見に賛同する。言ってから、なぜか俺の方を見た。

「あーいいっすね～！　俺も免許取りたいって思ってたし！」

　佐倉さんがそう言った途と端たん、サークルのメンバーたちも食いついた。

「俺も行きたかったけど、もう免許持ってるからなー……。長谷川ちゃんも行くの？」

　川かわ北きたさんが、長谷川の肩をポンと叩いて声をかけた。相変わらず馴なれ馴れしいな。

　先日のカラオケのとき、俺の目を盗ぬすんで恋ヶ崎にまで話しかけてたみたいだしな。でも、免許合宿には来ないみたいでとりあえず一安心だ。

「……そうですね、免許は取っておいて損はないので、考えておきます」

　長谷川は無表情で答える。

　しかし、やばい流れだぞ。恋ヶ崎と二人旅行気分で免許合宿に行こうと思ってたのに、皆みんなで行くだなんて。

　それはそれで楽しそうなんだけど、貴重な二人きりの時間が……。

「柏田、もう行く場所とか決まってんのか？」

「えっと、まだなんですけど、彼女と行こうって話してるから、彼女の都合も聞いてみないと分かんなくて。でもみんなに合わせてもらうことになったら悪いですし……」

　恋ヶ崎の許可も取ってないし、どうにか皆とは別々に行く方向に持って行こうとする。

「ああ、そうだったのか？　彼女と行くなら、俺たちが行ったら邪じや魔まじゃないか？」

　おお、岩本さん、意外とこういうところ空気読んでくれる人だな。

「！　彼女さんと……!?」

　佐倉さんが俺の言葉に反応する。

「……じゃあ、尚なお更さらみんなで行こうよ～！　ウチ、柏田君の彼女さんとも仲良くなりたいし、みんなで行った方が楽しいよっ！」

　え!?　さ、佐倉さん!?　佐倉さんの言葉にみんなが同意する。

　そんな流れで、サークルメンバーの何人かで免許合宿へ行こう、という話になってしまった。

　さすがにサークルメンバー全員が免許合宿に行きたいというわけではなかったので、俺、佐倉さん、岩本さんは確実に行くことになり、長谷川、近こん藤どうさん、佐さ藤とうさん、林はやし田ださんは様々な事情で保留中ということになった。

　ああ、なんてことだ……。

　恋ヶ崎と二人きりで行けないのは俺にとっても残念だし、それに、恋ヶ崎にもなんて言ったらいいんだ。




「え？　みんなで免許合宿？」

　その日の夜。俺は恋ヶ崎に電話で免許合宿のことを話した。

「なんかそういう流れになっちゃってさ……。でも！　恋ヶ崎が嫌いやだったら、彼女が嫌がってるんでって断ることも全然できるから！」

　流石さすがに彼女が嫌がってるって言えば、皆も諦あきらめてくれるんじゃないかと思う。

「ふ、ふーん……。あんたは、あたしと二人で行くよりみんなで行く方が楽しいってわけ」

　恋ヶ崎は低い声でボソボソと言う。

「な!?　お、俺は！　恋ヶ崎と二人きりで行きたいって思ってるよ！」

「……。ふん、どうだか……」

　焦あせりつつも、恋ヶ崎が不ふ機き嫌げんになっていることを内心少し嬉うれしく思っている自分がいた。

　やっぱり恋ヶ崎だって二人きりで行きたいと思ってるんだな！　よし、やっぱりここは潔いさぎよくサークルメンバーに断って……。

「それって、あの子……佐倉さんも来んの？」

「あ、うん。むしろ佐倉さんが恋ヶ崎と仲良くなりたいからみんなで行きたい～みたいに言い始めて……」

「！　何よそれ、あたしがいるのに邪魔する気マンマンってわけ？　あわよくば奪うばおうとしてるんじゃ……」

　恋ヶ崎が受話器越ごしにボソボソと小声で何か言ってるが、途と中ちゆうからうまく聞き取れない。

「こ、恋ヶ崎？」

「い、いや……その、その合宿って、長谷川さんとか二階堂さんも来るの？」

「ああ、二階堂さんは就活の面接の予定に依よるからまだ未定で、長谷川も保留中だってさ」

「ふーん……長谷川さんと二階堂さんには会いたいし、それに……。うん、分かった。免許合宿、みんなで行くってことでいいよ」

「え、えぇ!?」

　恋ヶ崎が承しよう諾だくしたので、俺は驚おどろいた。

　ヤケになってオーケーした、ってわけでもないみたいだよな？　恋ヶ崎、どういうつもりなんだろう。




　それから、恋ヶ崎の免許合宿に行ける日程や場所や予算の希望を聞いて、後はサークルのメンバーの予定や都合を聞いてお互たがいに調べておくということになった。

　とりあえず大学も休みになる七月終わりから八月頭あたりがいいんじゃないかという話になる。




　それにしても、免許合宿に行くことが本格的に決まったことだし、これは本気でアルバイトを探さないとな。

　ＰＣを立ち上げてバイトの情報サイトを見る。とりあえずは合宿のための金を稼かせがないといけないから、短期バイトで時給がいいのとかでもいいよな。




「……！」

　俺はサイトを見始めて五分も経たたないうちに、とある募ぼ集しゆう記事に強く興味を持った。

　五月中ちゆう旬じゆんから七月頭頃までの一ヶ月半程度の短期バイトで、時給は千二百円と他ほかのアルバイトと比べて非常に高い。

　何より、俺がものすごく興味のある分野のバイトだった。

　調べ始めてすぐにこの記事を見つけられたことに運命さえ感じつつ、俺は興奮気味にそのアルバイトにＷＥＢ履り歴れき書しよを送った。




　二日後。

　俺は大学の授業の後、今日はサークルに顔を出さずにとある建物の前まで来ていた。

　今日は、バイトの面接日だった。応おう募ぼ先からすぐに返事が来て、書類選考に通ったのでなるべく早く面接に来て欲しい、と言われた。

　都合がいい日を送り、面接が今日に決まったのだ。

　俺が受けたバイトは、ずばり『ライトノベルの編集補助作業』というものだった。

　俺がよく読んでいるライトノベルのレーベル『ＦＵＪＩファンタジー文庫』の編集部が、その募集記事を出していた。

　それは、ライトノベルが好きでそのレーベルも好きである俺にとって、非常に興味深いバイトだった。

　一体どういうことをするのかは想像もつかないが、ラノベが好きな人大募集！　との文字に、これはまさに俺のことだ！　と思って、すぐに応募した。




　面接会場は出版社である『富ふ士じ見み社』だった。

　いつも読んでいるライトノベルを作っている出版社に行くことが出来るなんて、それだけでテンションが上がってしまう。

『富士見社』のビルは大きな建物で、アニメ化もしている人気ライトノベルの大きなイラストの看板が目印だった。

　到とう着ちやくしたら受付で面接の担当者の名前を言うようにと言われていたので、出版社の中へ入ると、俺は受付に向かう。

「こんにちは」

　受付の綺き麗れいな女性に笑え顔がおで挨あい拶さつをされ、それだけで緊きん張ちようしてしまう。

「こ、こんにちは！　柏田と申します！　今日四時から、『ＦＵＪＩファンタジー文庫』編集部の新あら井いさんとアルバイトの面接のお約束をしているのですが……！」

「はい、少々お待ち下さい」

　受付の女性は電話をかけ始める。どうやら編集者を呼び出してくれているようだ。

「では今から参りますので、そちらの椅い子すでお待ち下さい」

　受付の女性は俺に固いカードのような何かを渡わたしながら言う。

「は、はい！」

　緊張が解けないまま、受付の女性に指示された待合室と思おぼしいスペースの椅子へと腰こしかけた。渡されたものに目をやると、それは入館証だった。

　既すでにこんなに緊張しているだなんて、俺、面接大だい丈じよう夫ぶだろうか。高一の時受けたカラオケのアルバイトの面接のときはこんなに緊張しなかったのに。

　いつも読んでるラノベの出版社だってこともあるし、出版社で面接っていうのが、まるで就活の面接みたいで緊張するんだよなあ。

　二階堂さんはこれを毎回やっているのか。大変だなあ。それも、バイトより本格的な面接だろうし。

「お待たせしました。アルバイトの面接の柏田さんですか？」

「……！　あっ、はい！」

　少しして、待合スペースに現れた男性の姿を見て、俺は少し動どう揺ようしつつ立ち上がった。

　なんだろう、編集者ってこう、文系の真ま面じ目めそうな人がなるようなイメージだったんだが、目の前に現れた人物は俺のイメージと大きく違ちがっていた。

　少し茶色く染めた髪かみをバッチリセットしており、服装もラフで派手目、編集者というにはあまりにチャラそうな外見の、二十代後半くらいのイケメンが俺に声を掛かけた。

　想像していたよりずっと若くて派手だ。こんな人が編集者だなんて……。

「担当の新井です。詳くわしくは移動してから話しましょう」

「は、はい！　宜よろしくお願いします！」

　新井さんは笑顔で俺に言う。彼の後に付いていき、エレベーターで二階へと移動した。

　二階の一室へと案内され、中へと入る。

「そちらへお掛け下さい。もう少ししたら編集長の高たか木ぎが参りますので」

「!?　あ、は、はい……」

　バイトの面接なのに、編集長まで来るのか……。やばい、益ます々ます緊張してきたぞ！

　ジャケットを脱ぬいで、指示された通り長いテーブルを挟はさんだ向こう側の席に着席した。

「僕は面接担当の新井と申します。宜しくお願いします」

　編集者は、俺の目の前に名めい刺しを差し出して挨拶した。

「あ、ありがとうございます！　柏田と申します！　宜しくお願いします！」

　慌あわてて立ち上がって名刺を受け取ってから、頭を下げて俺も挨拶をした。

　そんなに経たないうちに、もう一名の編集者が部屋の中へと入ってきた。

「お待たせしました。編集長の高木と申します。宜しくお願いします」

　俺に名刺を渡して丁てい寧ねいに挨拶をする。

　これが編集長……。編集長と言うからには四十代くらいの中年男性を想像していたのだが、こちらも思っていたよりずっと若い。三十歳くらいだろうか。

　チャラい雰ふん囲い気きの新井さんと違って、眼鏡に黒髪、少しフォーマルな格好で、いかにも真面目な編集者、という感じだ。

「か、柏田と申します！　こちらこそ宜しくお願いします！」

　既に緊張がマックスに達しそうになりながらも、俺は必死で挨拶した。

「どうぞお座り下さい」

「はい！」

　言われるままに着席する。ああ、まだ挨拶の時点でこんなに緊張してどうするよ、俺。勝負はこれからだってのに！

「えーと、では早さつ速そくですが志望動機から伺うかがっていいですか？」

　新井さんが俺の目を見て爽さわやかな笑顔で質問した。

　一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になる。あれ、バイトの面接ってこんなに緊張感あるもんだっけ？　これじゃ大学入試のときの面接みたいだ。自分が履歴書に書いたことを必死に思い出す。

「はい！　ぼ、僕自身、ライトノベルがとても好きで、『ＦＵＪＩファンタジー文庫』さんの本もよく読んでまして、好きなものに関かかわる仕事ができたらと思い志望しました！」

「なるほど。特に好きなラノベはなんですか？」

　新井さんがそんな質問をしてきた。

「え!?　あ、えっと……最近ですと、『デート・ア・デッド』、『ハイスクールＢ×Ｂ』、『甘あま城ぎブリリアントランド』、『冴さえてる彼女ヒロインの育てかた』、……とかですね！」

　思いつく限りの、最近この会社が出していて俺が読んでいるラノベのタイトルを挙げた。

「じゃ、その中の嫁よめキャラは誰だれですか？」

　よ、嫁キャラ!?　って、当然好きなキャラ、って意味でいいんだよな？

　新井さんの質問に、まさかそんな質問をされるとは思っていなかったので、頭が真っ白になる。

　勿もち論ろん好きなキャラはたくさんいるが、正直に言っていいものか……。

「えっと、『ハイスクールＢ×Ｂ』のリアンとか、『冴えてる彼女ヒロインの育てかた』の詩し葉は先せん輩ぱいとか……」

「なるほど～。僕も詩葉先輩は大好きなんですよね。一見才さい色しよく兼けん備びのクールビューティーなのに、あの口を開くと手に負えない感じが！　あと僕、ヤンデレなくらいにベタ惚ぼれしてくれる女性が二次元でも三次元でも大好きで～！」

　突とつ然ぜん新井さんがテンション高く語り出したので、俺は驚いた。

　正直、新井さんは外見的にあまりオタクっぽくない雰囲気だったので、オタクじゃないのにラノベの編集者をやっているのかとなんとなく思っていたのだが、今の話の内容、また早口で萌もえについて熱く語るこの感じとか、思いっきりオタクなんだな。
















「新井君、君の特とく殊しゆ性せい癖へきについて熱く語るのはその辺にしておきなさい」

　編集長が、引いている様子で新井さんに突つっ込んだ。

「特殊性癖!?　そんなことないですよ！　男だったら誰しも、女性に依い存ぞんされるくらいデレ状態になって欲しいって思うじゃないですか！」

「ああ、もう分かったから、とりあえず先に進めて下さい」

　二人のやり取りに戸と惑まどいを隠かくせない。なんだこの漫まん才ざいみたいなやり取りは？　編集長も、真面目な堅かた物ぶつっぽい人だと思ってたのに、案外そうでもないのだろうか。

「あーえっと、じゃあ柏田君は、どういうタイプのキャラが好きなんですか？」

　新井さんがやっと話を先に進めて、俺に尋たずねた。

「え!?　えっと、その……ど、どちらかといえば年上キャラが好きで、優やさしいお姉さんタイプのキャラ……でしょうか」

　しどろもどろになりながら、必死に答える。

「なるほど、さっき挙げてたキャラといい、柏田君は年上おっぱい系が好きなんですね！」

　なっ!?　新井さんに図星を突かれて、何も言えなくなる。

「僕も若い頃ころ……十代の頃はそうでしたよ。胸は大きければ大きいほどいい、それが僕にとってのロマンでした。でもある程度大人になってくると大きすぎるのはあんまり好きじゃなくなってきまして……あ、決して飽あきたってわけじゃないんですよ？」

「新井君、君は何の話をしているんだ？」

「え？　何の話でしたっけ？　ああ、好きなキャラでしたね。柏田君は年上おっぱい系が好き、と……」

　新井さんは手元の紙にメモを取る。って、そんなことメモってどうするつもりだよ!?

「もういい、私が進行します。実は、うちの作品でこの七月クールのアニメの原作のものがあって、今人手不足で大変なんです。今何名か学生のバイト希望の方の面接をしておりまして、もし決まったらすぐにでも来てもらうことになりますが、大丈夫ですか？」

　今度は編集長の高木さんに質問された。

「……！　は、はい！　大丈夫です」

　七月クールのアニメの仕事……。もしかして、アニメ関係の仕事を手伝うことができたりするのだろうか？　期待してしまう。

「もしうちで仕事してもらうことになったら、主にそのアニメ化作品の仕事を手伝ってもらうことになるんですが……柏田さんは、アニメは好きですか？」

「！　あ、はい、好きです！」

　やっぱりアニメ関係の仕事が手伝えるのか。当然俺はアニメも大好きなので、その話を聞いて益々この仕事をやってみたいという気持ちが強くなる。

「では、最近見たアニメの中で一番面おも白しろかったアニメは？」

「え、えっと……『甘城ブリリアントランド』です！」

「具体的には、どんなところが面白かったと感じました？」

「えっと、原作ファンだからっていうのも勿論あるんですけど、作画は素す晴ばらしかったし、声もイメージ通りでしたし、そ、それから……敢あえてワンクールで綺麗にまとめるために原作をアレンジしたのが、良かったなと思いました！」

　思いつくがままに語ってみたが、なんだか一視し聴ちよう者しやなのに上から目線気味だとか、『富士見社』の作品ばかり挙げて面接に合格したいから媚こびてるんじゃないかとか、思われてないだろうか。そんな不安でいっぱいになる。

「なるほど。……はい。僕からはまあ、以上ですかね」

　高木編集長はにこりともせずそう言って、背もたれにもたれかかる。

　も、もう終わり、なのか？

　自分の回答を思い返してみる。俺なりに一いつ生しよう懸けん命めい答えたが、はっきりと手て応ごたえのある回答はできていない。緊きん張ちようもしていたし、無難な回答ばかりになってしまった気がする。

「新井君、何かある？」

　高木編集長は新井さんの方を見て尋ねた。

　新井さんは、ペンをくるくると回して悩なやむ。

「……あ、そうだ。これは大体の人に聞いてるんですけど、もし柏田さんが新たにラノベ、またはアニメを作るとしたら、どんなキャラクターをメインヒロインにしますか？」

　新井さんの質問に思い切り狼狽うろたえてしまう。

　俺がラノベかアニメを作るとしたら……？　今までで一番想定外で、難しい質問だ。

「ちなみに僕だったら、出てくるヒロイン全員がメインヒロイン！　ってラノベを一度やりたいんですよね！」

　ぜ、全員がメインヒロイン？

　それはどういうことだろう。新井さんの言葉に混乱する。

「メインヒロインを決めちゃうと、どうしても最後誰とくっつくかってのが想像できちゃってつまんないじゃないですか。だから、全ヒロインを同列として扱あつかうんです。文庫の表紙や挿さし絵も全員同じ回数登場させて。ラストも、個人的にはハーレムエンド希望ですね。それも曖あい昧まいな和わ気き藹あい々あいエンドじゃなくて、ガチなハーレムエンドです！」

　またしても新井さんは最後まで早口気味に熱く語りきった。よっぽどその作品をやってみたいんだなあという気持ちが伝わってくる。

　全員がメインヒロイン、か……。確かにそれは面白そうかもしれない。

　俺はラノベなどで好きなキャラができても、そのキャラがサブヒロインだったり、別に物語の中心となっているメインヒロインがいたりして、俺の好きなキャラが主人公とくっつくことはないんだろう、と早々に察してガッカリしてしまうことがよくある。

　特に俺の好きな年上・巨きよ乳にゆうキャラがメインヒロインであることはなかなかに少ないため、そのような悔くやしい思いをすることはしょっちゅうだ。

　だからこそ、新井さんが言ったような『全ヒロインを同列に扱い、最後まで誰とくっつくのか本気で分からない』というラノベがあったなら、是ぜ非ひ読んでみたいと思った。

「まあ、それは色々と難しいでしょうね」

　高木さんが、冷静に新井さんに突っ込んだ。

「まあそうですけど、本物のハーレムって男の夢じゃないですかっ！　……と、僕の話はまあいいとして、柏田さんはどんなキャラをメインヒロインにしたいか、って話でした」

「あ、はい。えっと……」

　再び俺に話が振ふられ、言葉に詰つまる。

　おそらく、これがラストチャンスだ。

　今の新井さんみたいに、本気で『こんな作品があったらいいのに』と思えるレベルの話をしなければ、俺のラノベへの愛は伝わらないのではないだろうか。

　ここまでの回答で手応えを感じられなかったのだからこそ、ここで頑がん張ばらなくては。

　俺が本気でこんなキャラがメインヒロインだったらいいのに、と思うのはどんなキャラだろ。やっぱり、俺の大好きな、主人公を甘やかしてくれるおっとりおっぱいお姉さんキャラ？

　でも正直、そんなキャラは今までラノベにもアニメにも五万といる。

　もっとこう、他ほかにはない個性があり、尚なお且かつ俺が本当に好きになれるヒロイン……って、それってどんなだよ!?

　ラノベやアニメの女キャラなんて男の理想なんだから、ある程度被かぶってしまうと思う。この質問、めちゃくちゃ難しいな……。

「えーと、柏田君？」

「は、はい！」

　新井さんに声を掛かけられて、びくっとして返事をした。

　早く回答しなければ。

　今までいなかったけど、こんなヒロインいたらいいな、と俺が本気で思えるキャラ。俺にとっての理想のキャラ。俺が一番萌える、理想の女性……。

「ギャ、ギャル……ですかね」

「……え？　ギャル？」

　極限まで悩んだ挙げ句、俺の口からは自分でも思いも寄らぬ言葉が出て来た。

「はい……え、えっと、可愛かわいくて従順なちょっとイマドキの女の子～……、みたいな感じではなくて、もっとこう、リアルなギャルです。同じクラスにいそうな。同じクラスにいるけど、絶対に関かかわらないような。むしろ陰かげで自分のことバカにしてそうなギャル」

「……。なるほど」

　新井さんが少し興味ありげに相あい槌づちを打つ。

「何かのきっかけで偶ぐう然ぜん関わることになるんですけど、それで性格を知ってみても、やっぱりイケメンが大好きな脳内お花畑なスイーツ（笑）で、恋れん愛あいとファッションのことしか頭にないようなゆるふわ女で、性格もわがままで口が悪くて、主人公にはオタクキモいとかうざいとか、そういうことばっかり言ってくるんです！　そういう実際にいそうな、オタクの敵でしかないような女を、敢えてメインヒロインにしてみたらどうかな、って……」

　気付いたら俺は、一気に語っていた。

「なるほど。確かにそれがメインヒロインというのはあまりないので、目新しいかもしれませんね。しかし……」

　今度は編集長の高木さんが口を挟はさんだ。

「ライトノベルのヒロインというのは、常に男性から見た理想の女性像でなければなりません。そのようなヒロインだと読者にストレスを与あたえてしまいます。あなたが先ほど挙げていた好きなヒロイン、好きなキャラのタイプも、男性が好む女性キャラクターでしたよね。それとは別ベクトルになることで、読者への間口が狭せまくなると思いませんか？」

「えっ……!?」

　ここまで厳しい口調で突っ込まれるとは思っていなかったため、俺は怯ひるんでしまう。

　確かに言われてみれば、ギャル、という時点で読者の幅はばを狭せばめてしまうかもしれない。いや、でも……！

「で、でも！　例えばですけど……もしそのヒロインのギャルが、実は処女で！　中身も純じゆん粋すいで超ちよう真ま面じ目めで優しくて！　濃こいメイクを落としても正しよう真しん正しよう銘めいの美少女で！　……っていう、オタクの男性が好むような要素をたくさん持っていたとしたらどうですか!?　一種のギャップ萌もえ、っていうか……」

　俺は思わず、編集長の言葉にそんな風に言い返していた。編集長と新井さんは少し驚おどろいた様子で俺の話をじっと聞いていた。

「なるほど、それは……」

　俺の言葉の後、新井さんが何かを言おうとする。しかしそこで、どこからか携けい帯たいのバイブ音が鳴った。

「あ……時間ですね」

　編集長が胸ポケットから携帯を取り出して言う。

　面接終しゆう了りよう時間、か……。

「中ちゆう途と半はん端ぱになってしまいすみませんが、この後の予定が押しているので、これにて面接は終わりになります。お疲つかれ様でした」

「は、はい！　ありがとうございました！」

　俺は二人に向かって頭を下げた。




　途と中ちゆうまで、緊張しすぎて無難な回答しかできなかったからと言って、最後編集長にあんな風に言い返してしまうなんて、いくらなんでもやり過ぎたんじゃないだろうか。

　面接を終えて、なんとも言えないやりきれない気持ちでいっぱいになる。

　過ぎてしまったことは悩んだって仕方がないのだが、せっかくだからやっぱり合格したい。結果が今から気になって仕方がない。

　せっかく見つけられた、俺にとっての理想のバイトなんだ。







　　　３







　バイトの合否は、もし受かっている場合、翌日中に電話が来ることになっていた。

　その日は土曜日で特に何も予定がなかったが、一日中ゲームをしながらも携帯ばかり気にしてしまい、気が気じゃなかった。

　あんな風に言い返してしまったのだから、生意気だと思われて落とされるかもしれない。そう思って一日中ハラハラしていたのだが──その日、俺の携帯に富士見社から電話がかかってくることはなかった。

　ああ、ダメだ。やっぱり落とされたんだ！

　落ちたとなると、一層あの仕事をしたかったという気持ちが強くなる。他にも志望者がいるって言ってたしな……。

　恋こいヶが崎さきにも『編集部でバイトできるかも！』なんて既すでに伝えていたのに、落ちたなんて情けないから言いたくない……。




　さらに翌日の日曜日。

　落ち込んだ気分のまま、俺はあかりとリビングでゲームをしていた。

「また直なお輝きの負けーっ！　もう、今日の直輝ふぬけすぎて弱すぎてつまんないっ！」

　あかりにゲームで負けた瞬しゆん間かん、俺の携帯の着信音が鳴った。電話だ。

　誰だれだろう、恋ヶ崎か？　なんて思って携帯を見ると、未登録の番号からの着信だった。

　も、もしかして……。

「もしもし、富士見社の新あら井いです」

「！　は、はい！　柏かしわ田だです！」

　出た瞬間、編集者の新井さんの声が携帯から聞こえてきて、俺は驚いた。

「柏田さん、この度たびは弊へい社しや採用面接にお忙いそがしい中お越こし頂きありがとうございます。厳正なる審しん査さの結果……」

　心臓が鷲わし摑づかみにされたかのような感覚に陥おちいる。別に電話が来たからと言って合格の連れん絡らくとは限らない。不合格の場合も五日以内には連絡が来ると言われていた。

　ああ、神様──！

「柏田さんは採用となりました」

「……えっ!?」

　俺は携帯から聞こえてきた言葉を、思わず聞き返した。

「ですから、合格です。早さつ速そく、可能であれば明日の月曜日から来て欲しいのですが」

「ほっ……本当ですか!?」

　再び聞こえてきた新井さんのその言葉を確かく認にんして、驚きのあまり声を荒あららげてしまう。

　合格？　本当に!?　未いまだに信じられない。

　最後ペラペラ語ったのが、熱い思いが伝わって良かったのか？　もしくは、俺以外の志望者があまりに酷ひどかったとか？

　何にせよ、嬉うれしいことには変わりない。あんなに好きだったレーベルの編集部で、ラノベに関わる仕事ができるんだ……！

「ありがとうございます！　えっと、明日の月曜日ですね、大だい丈じよう夫ぶです！」

「何時から来られますか？」

「その日は大学の授業が午前中で終わりなので、一時には行けると思います！」

「分かりました。では、月曜日一時に富士見社に来て下さい。受付で僕の名前を告げてもらうようお願いします。今後の予定も決めたいので、スケジュール帳も持って来て下さい」

「は、はい！　分かりました！」

　電話を終えて、緊きん張ちようが解け、一度深いため息をつく。

　早速明日から編集部でバイトが始まるんだ。せっかく好きなものに関わる仕事ができるんだから、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばろう。




　翌日の月曜日。

　昼までの大学の講義が終わった後、学食で昼食を取り、指定された時間より前に到とう着ちやくするように出版社へ向かう。十分前に到着し、受付で新井さんの名前を出した。

　受付の女性は電話で新井さんを呼び出してから、俺に前回と同じように入館証を渡わたした。

　今回も待合スペースで待つように言われ、椅い子すに座って新井さんが来るのを待つ。

　待っている間にも、期待と不安と緊張感でいっぱいになる。一体どんな仕事をすることになるのだろう。

　俺は物覚えや要領が悪い方だが、果たして無事勤まるのだろうか？

　新井さんは一見チャラい雰ふん囲い気きだけど物もの腰ごしが柔やわらかいし、比ひ較かく的てき話しやすい人だったので、それだけが唯ゆい一いつ少し安心できる点ではあるが……。




　やがて足音が聞こえた。新井さんが来たのだろうか。挨あい拶さつをしようと思わず立ち上がる。

「……！」

　待合スペース姿に現れたのは、新井さんではなかった。

　長めのワンレンヘアに赤あか縁ぶちの眼鏡を掛けた、パンツスーツ姿の知的美女が立っていた。まるで美人秘書、というような風ふう貌ぼうで、クールな大人の色気を放っている。

「あなたが今日からバイトに入る柏田君？」

「え!?　あ、はい！」

　名前を呼ばれ、戸と惑まどいながらも返事をする。笑え顔がおで対応してくれた新井さんと違ちがって、その女性はにこりともせずに、低めの声で事務的に質問する。

「詳くわしい話は編集部でします。一いつ緒しよに来て下さい」

　秘書風の女性に言われるがまま、彼女の後についていく。この女性は、一体何なんだ？　彼女も編集者なのだろうか。




　エレベーターで四階へと上がり、『コミック・ライトノベル事業部』との文字が壁かべにあるフロアへやってくる。

　広いフロアにデスクがずらっと並んでおり、フロア内は雑誌や書類などで全体的に散らかっていた。

　社員の人たちはそれぞれパソコンに向かって仕事をしたり、電話で話していたりと忙せわしない雰囲気だ。

　ここが、『ＦＵＪＩファンタジー文庫』の編集部なのか……。

「あなたのデスクはこっちです」

　秘書風の女性に案内された先には、まだ何も置かれていない綺き麗れいなデスクがあった。俺は単なるバイトだっていうのに、デスクを与えてもらえるのか。

「申し遅おくれたけど私は蓮はす見みです。あなたには主にこれから私の仕事を手伝ってもらうことになります。宜よろしく。これ、一応名めい刺し」

　相変わらず少しも笑わずに彼女……蓮見さんは俺に挨拶をした。彼女の首から下がっている社員証と、もらった名刺には、『蓮見由ゆ紀き』という名前があった。

「は、はい、宜しくお願いします！」

　てっきり新井さんの下で働くことになるのかと思っていたが、違ったのか。

　女性、それもこんな綺麗な人の下で働くことになるなんて、一層緊張するな……。

「新井さんから軽く聞いているかもしれないけど、私は今『ヒキコモリの僕がネトゲで異世界転生したらハーレムを形成した』という作品を担当していて、七月からアニメが始まるんだけど、それに向けての作業があまりに多くて人手が足りなくて。あなたには主にその作業の手伝いをしてもらうことになります」
















「は、はい！　分かりました！」

　七月からのアニメ化作品の作業の手伝い、と言われていたが、それがその作品のことだったんだな。俺も読んでいるので、七月からのアニメ化作品といったらこの作品だろう、と想像はしていたが。

「おいおい蓮見ちゃん、もう少し愛あい想そ良くしてあげてよ」

　そこで、誰かが俺たちの方へやってきて声をかけてきた。

「あ、新井さん！」

　新井さんが、俺たちを見て苦く笑しようしていた。

「……新井さん、彼の教育担当は私なんですから、口を挟はさまないでもらえますか？」

　蓮見さんは新井さんを前にしても冷ややかな態度を崩くずさない。

「柏田君、改めて合格おめでとう。もう聞いてると思うけど、柏田君には蓮見ちゃんの下で働いてもらうことになるから」

「あ、はい！　ありがとうございます。宜しくお願いします！」

「うん、宜しくね。蓮見ちゃん、まあちょっと怖こわいけど、悪い子じゃないからさ」

　新井さんの言葉に、蓮見さんが新井さんをギロリと睨にらんだ。

　ちょっと怖い、か……。確かに、この蓮見さんって怖そうだな。

　新井さんの下の方が働きやすそうだったから、残念だな。これからのバイト生活に不安を覚える。

　そこで、新井さんが別の人に呼ばれ、俺たちの元から去っていった。

「はあ、やっと邪じや魔ま者ものが去ったわ」

　蓮見さんが新井さんが去ったのを確認してから小声で呟つぶやいたので、俺は驚おどろいた。

「ええと、まずはこれ」

　蓮見さんは、俺の机の上に、何か紐ひものついたカードのようなものを置いた。よく見ると、それは蓮見さんが首からぶら下げているのと同じ、社員証らしきものだった。

「これはあなたの社員証よ。次回から、これを首から下げて出社してきて下さい。これがあればそのまま入って来られるから」

「は、はい。分かりました！」

　ということは、次回からは受付で入館証をもらわなくていいということか。

「次回からは会社に来たら、もう直接この『ＦＵＪＩファンタジー文庫』編集部に来て」

　蓮見さんは淡たん々たんと、無愛想に話す。

　説明の後、今度は俺がバイトに入る日の話に移る。

　元々俺はＷＥＢ履り歴れき書しよに、授業が午前中のみで終わる月曜日、火曜日、金曜日にバイトに入れる、と記入していた。

　編集部側もちょうど週に三回程ほど入って欲しかったようなので、一週間の中でその三日間、毎回午後一時からバイトに入ることが決定した。

　サークルにはそれ以外の水曜日と木曜日に顔を出せばいいから、大丈夫だよな。自由参加で、元々毎日行ってたわけじゃないし。

「そうね……とりあえず、最初に話しておくことはこのくらいかしら」

　蓮見さんは気け怠だるげに首を曲げて首の骨をコキコキと鳴らした。

「じゃ、次に早速仕事に入ってもらいます。初日だし、簡単な仕事からやってもらおうかしら。まずは……」

　蓮見さんはフロアの隅すみの棚たなから段ボール箱を運んできた。

「この中にあるのが、今年の『ＦＵＪＩファンタジー大賞』に応おう募ぼしてきた作品に対する、編集部が作った成績表。まあ、これは全体の半分くらいなんだけど。これを、一枚一枚新人賞の選考落ちの応募者に発送する作業をして欲しいの」

「……！　は、はい」

『ＦＵＪＩファンタジー大賞』というのは、その名の通り『ＦＵＪＩファンタジー文庫』が開かい催さいしている、ライトノベルの新人賞だ。

　これだけでもかなりの量なのに、これが全体の半分だなんて……。もしかして『ＦＵＪＩファンタジー大賞』って、応募者全員に成績表を送り返したりしているのだろうか？

　蓮見さんは俺のデスクの上のパソコンを立ち上げて、メモリースティックを読み込ませる。

　中から、『第二十五回ＦＵＪＩファンタジー大賞　選考落ち応募者住所一覧』というタイトルのデータを開いた。

「これが応募者の住所リスト。これを見て、郵便番号、住所、名前を打ち出して、郵送するための宛あて名なを作って欲しいの。一ページ計十人分の宛名の入力が終わったら保存して印刷して、また次の十人分の住所を打ち込んで印刷して下さい」

「えっ!?　……あ、はい」

　蓮見さんのセリフに、一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。そうか、成績表を発送するのって手作業なのか。住所も全すべてパソコンで打ち出さないといけないんだな。なかなか気が遠くなる作業だ。

「じゃあ、私は他ほかに急ぎの仕事があるから、何か分からないことがあったら聞いて下さい」

「え!?　あ、はい！」

　説明が素っ気なさ過ぎて驚いたが、まあ、作業自体は単純だし、大だい丈じよう夫ぶだろう。パソコンで文字を打つのは慣れてるしな。

「あ、あとそれから、電話が鳴ったら出てもらえますか？」

「え!?」

「なるべく３コール以内で。自分の電話が鳴ったときはそのまま出て下さい。他の電話のときはこのピックアップボタンを押せば出られるから、他の人の電話が鳴ったときもなるべく出るようにして下さい」

「あ、は、はい……」

　初日だっていうのに、いきなり電話に出るのか。緊張するな。

「電話に出たら『富士見社、ＦＵＪＩファンタジー文庫編集部です』って言って、あっちが名乗ったらお世話になります、って言って。そしたら向こうが誰だれかに替かわってくれって言うから、ボタンを操作してその人の電話に回して下さい」

　蓮見さんが電話のボタンを指差しながら電話の出方、他の人への回し方を説明した。突とつ然ぜん色々言われて少し混乱しそうだったが、必死に説明を聞きながら紙にメモをした。

　説明が一通り終わったところで、ちょうど編集部の誰かの電話が鳴る。

「じゃあ、早さつ速そく出てみて下さい」

　緊きん張ちようしながらも、受話器をとってピックアップボタンを押した。

「は、はい！　富士見社、ＦＵＪＩファンタジー文庫編集部です！」

「もしもし、山やま川かわです。お世話様です」

「は、はい！」

「沢さわ野のさんいらっしゃいますか？」

「しょ、少々お待ち下さい」

　電話から顔を離はなし、ボタンを押した。

「『保留』ボタン押してどうするのよ。『転送』ボタン押さないと！」

　突とつ然ぜん蓮見さんが俺を注意する。

「あっは、はい！」

　慌あわてたあまりボタンを間ま違ちがえてしまったようだ。慌てて転送ボタンを押すが、なぜか利きかない。

「もう一度保留を押して保留を解除してから転送を押さないと」

　蓮見さんが俺の電話のボタンを操作する。

「誰あてなの？」

「さ、沢野さんです」

「じゃあさっき説明したとおり、沢野さんを呼んで、誰だれ誰さんから電話です、って伝えて」

　先ほど蓮見さんに渡わたされた座席表を見るが、なかなか座席表から沢野さんの名前を見つけられない。

「沢野さんはあの奥の右から二番目の席の人よ」

　その様子を見かねて、蓮見さんが少し離れたところに座る男性を指差して教えてくれた。

「はい！　さ、沢野さん！　お電話です！　えっと、山……山……」

　呼びかけたはいいが、色々しているうちに電話主の名前を忘れてしまった。

「す、すみません！　相手の名前を忘れてしまって……」

　沢野さんは俺の言葉に困った表情をしたが、もう仕方ないので回すことにする。えっと、沢野さんの内線番号は……内線番号一覧表を見るが、またしてもなかなか見つけられない。

「一○四よ」

　蓮見さんが教えてくれたので、そのまま番号を押して受話器を置いた。

「ふう……」

　思わずため息が漏もれてしまう。

「まあ最初だから仕方ないけど、向こうから名乗られたら『お世話になります』って言うこと。それと、あんまり相手を待たせないこと。名前もちゃんとメモして。内線番号と席順もなるべく早く覚えてね」

「は、はい……すみません！」

　それからも、電話が鳴る度たびに俺が出る。相変わらず他の人の席の場所や内線番号が分からず相手を待たせてしまったり、電話のボタンの操作を間違えてしまったりと、何度も失敗を重ねた。

　最初は「仕方ない」と言ってくれた蓮見さんだったが、段々と苛いらついてきているのが分かった。「さっきも言ったけど」「次こそ気をつけて」などと注意される。

　電話を取る一方で、住所入力の作業を進める。電話に出なくてはならないためなかなか作業が進まない。

　編集部の他の社員の人たちが笑いながら楽しそうに仕事をする中、バイトの俺は当然誰とも話すことなどできず、電話に出るとき以外は一人黙もく々もくと作業をした。

　蓮見さんも、向かいのデスクの女性社員と時折雑談を交えながら仕事をしていた。

　やがて、午後六時──終業時間となる。

「ああ、もうこんな時間なの……」

　終業時間を五分程過ぎたあたりで、蓮見さんが時計を見て呟いた。

「どこまで進んだ？」

「あ、今印刷が終わったのはここまでです」

「えっ……まだこれだけ？」

　蓮見さんは驚いた様子で印刷が終わった紙を見てから俺を見る。

「え!?　あ、すみません……」

　蓮見さんにそんな言い方をされて、俺は思わず縮こまった。

　確かに俺は、頼たのまれていた分の半分程度しか、打ち込みと印刷の作業が終わっていなかった。

　電話に出なくてはならなかったからあまり作業に集中できなかったのと、間違えてはいけないと確かく認にんしながら丁てい寧ねいに打ち込んだため、時間が掛かかってしまったのだと思う。

「とにかく時間がないのよ。他にもやって欲しいことはたくさんあるの。次回からはもっとスピードアップして。勿もち論ろん正確に、迅じん速そくに」

「わ、分かりました……すみませんでした」

　もうひたすら謝ることしかできない。

「後は私がやるわ。お疲つかれ様」

「す、すみません。宜よろしくお願いします。それじゃあ……お先に失礼します」

　バイトは必ず終業時間に帰らなければならないが、社員の人は残業できてしまうんだもんな。大変気まずかったが、仕方なくそう言ってバイトを上がった。




　荷物をまとめてエレベーターで下の階へと降りながら、俺は無意識のうちにため息をついていた。

　蓮見さん、他の仕事で忙いそがしそうなのに、俺が終わらせられなかった仕事もやらなくてはいけないことになって、今いま頃ごろさぞかし俺に苛立っているのではないだろうか。

　蓮見さんに、俺は正直既すでに恐きよう怖ふ心しんを抱いだいていた。他の人と話しているときは楽しげに笑っていたりもするのに、俺相手には一いつ切さい笑ってくれない。

　バイトのお守もりをさせられることになって、しかもそのバイトは仕事が遅おそくて、きっと苛立っていることだろう。

　はぁ……今後もあの人の下で仕事しなければならないのか。

　仕事中、他の人は楽しそうに仕事しているのに、俺だけは話せる人がいなくて黙々と仕事しなければならない、ってところも結構辛つらい。

　いきなり電話応対をやらされたことも大変だった。それに、好きな仕事ができると思ったのに、最初だから仕方がないのかもしれないが、電話応対やら住所入力やらライトノベルとは関係のない仕事ばかりだった。

　この職場で、週に三回、一ヶ月半、果たして俺はやっていけるのだろうか？

　バイト一日目にして、不安でいっぱいになった。




　帰りにスマホを見ると、バイト中に恋ヶ崎からラインが来ていた。

　今日がバイト初日だと伝えてあるので、『バイトおつー！　どうだった？』という内容だ。

　俺は少し悩なやんでから、正直に辛かったと答えるのは情けないと思い、『大変そうだけどやっていけそうだ』という内容を返信した。







　翌日。

　今日もバイトに入ることになっているので、大学の後富士見社へと向かった。

　昨日言われた通り社員証を首から下げて、編集部がある四階へと直接向かう。

「お、おはようございます！」

『ＦＵＪＩファンタジー文庫』編集部のフロアの自分のデスクにつく。

　蓮見さんを含ふくんだ他の社員の人たちは、俺が挨あい拶さつをして入ると、こちらを見て軽く挨拶を返してくれた。

　俺の机の上には、宛あて名なが印刷された紙がどさっと置かれており、机の横には昨日の新人賞応おう募ぼ者への成績表が入った段ボール箱が置かれていた。蓮見さんが残りの分の宛名の入力と印刷を全てやってくれたみたいだ。

「昨日の成績表応募先の宛名を全て印刷しておいたから、これをこの裁断機でカットして、一枚一枚封ふう筒とうに貼はり付けて」

　蓮見さんに発送作業の指示をされ、言われた通り作業に入る。

　その間にも編集部宛に電話はかかってくるので、取り次ぎをした。昨日よりは慣れてきたとはいえ、まだ緊張する。

　約一時間半で全ての作業が終わった。

　蓮見さんに終わったことを告げ、蓮見さんの指示で一いつ緒しよに封筒を全て編集部内の宅配便の荷物の集荷場所に置きに行った。

「じゃあ次に、アニメ販はん促そく物のチェックをしてもらうわ」

　蓮見さんはまた別の段ボール箱を持ち出してきた。カッターで中を開ける。

　中には、『ＦＵＪＩファンタジー文庫』のこの七月にアニメ化するライトノベル『ヒキコモリの僕がネトゲで異世界転生したらハーレムを形成した』──通つう称しよう『ヒキネト』の、ポスターやら本屋に並んでいるようなＰＯＰ、栞しおりなどがどっさりと入っていた。

「この販促物に並んでいる文字を見て、情報が間違っていないかチェックして。著者名、イラストレーター名、会社名、とか……ここに全すべて正しい情報があるから、これと販促物を見比べてチェックして」

「分かりました！」

　言われた通り、一つ一つチェックをしていく。

　最初は好きな作品の大量のグッズを前に少しテンションが上がったが、チェックの作業の多さにだんだん疲れてくる。

　やっとそれが終わると、今度は編集部から作家や他ほかの関係者などに送る書類の発送作業などの事務作業を延々とやることになった。

「はい、富士見社です」

　忙しい作業の合間にも、当然電話に出なければならない。今日何度目か分からない電話に出る。

「もしもし、馬ば東とうです。お世話様です」

「……えっ!?」

　受話器の向こうから聞こえた渋しぶいダンディな声と、電話主が名乗った名前を聞いて俺は思わずその場で固まった。

　馬東？　って、もしかして──!?

「……？　あの、蓮見さんいらっしゃいますか？」

「あ、は、はい！　少々お待ち下さい！」

　すぐに転送ボタンを押す。

「蓮見さん、馬東さんからお電話です！」

　蓮見さんに電話を回した。

「もしもし、蓮見です。今の？　ああ、新人です。失礼しました」

　蓮見さんは何食わぬ顔で話している。暫しばらく会話をした後、電話を終えた。

「あの、い、今のってもしかして……」

　俺は思わず、受話器を切ったばかりの蓮見さんに尋たずねた。

「え？　ああ、馬東招しよう二じ先生だけど……」

「……っ！」

　やっぱり、『甘城ブリリアントランド』や『フルモタル・バニック！』の作者、馬東招二先生だったのか！

　ニコ生などでご本人の声も聞いたことがあったので、声を聞いたときもしや、と思った。

　あの馬東先生と電話で話してしまったなんて！　どちらの作品も好きで読んでいた俺にとって、とても衝しよう撃げき的かつ感動的な出来事だった。

「ところで柏田君、電話に出たときは『お世話になります』でしょう？」

　しかし、感動している時間もなく、蓮見さんに注意された。蓮見さんは今いま更さらこんなこともできていないなんて、とでも言いたげな呆あきれた表情だ。

「あっす、す、すみません！」

　確かに、慌あわてていたあまりに電話の出方がめちゃくちゃだった……。

　蓮見さんの小言が終わったあと、再び作業に戻もどる。

　一つ仕事が終わっても一息つく間もなく次の仕事を回される。また、電話応対、細かいミス、仕事が遅い、など今日も昨日以上にたくさんのことを注意された。

　また、今日もみんなが楽しげにしている間一人誰だれとも話せず孤こ独どく感を覚えた。

「ああ、もう六時ね。じゃあ今日はもう帰っていいです」

　沈しずんだ気持ちの中、終業時間を迎むかえた。ああ、やっと終わった……。

「はい。お疲れ様でした……」

「あ、そうだ。次のバイトの日……金曜日なんだけど、『ヒキネト』の第一話のアフレコの日だから、一緒にアフレコに来てもらうわ」

「え!?」

　突とつ然ぜん蓮見さんに言われた言葉を理解できず、混乱する。

「金曜日は編集部じゃなくて、直接スタジオに来て」

　蓮見さんはスタジオの場所が印刷された紙を俺に渡わたした。

　スタジオ!?　アフレコ!?

「そ、それって……声優さんとかも来るんですか？」

「？　当然でしょう。作家さんとイラストレーターさんのアテンドをするんだけど、途と中ちゆうで私は他の仕事のために抜ぬけなくちゃならないから、私が現場を抜けた後を頼みたいの。基本的には一緒にいてもらうだけだけど、何か問題があったら私に連れん絡らくして。名めい刺しに携けい帯たい番号も書いてあったでしょ」

「あ、は、はい！」

「じゃあ、金曜日はそういうことだから、宜しく」




　アニメ化するラノベの作業の手伝い、と聞いて、もしかして……と期待していたところも少しあった。だけど、まさかバイトに入ってすぐにアフレコに連れて行ってもらえるだなんて！

『ヒキネト』は有名声優もたくさん出るし、仕事とはいえ、テンションが上がってしまう。

　それに今日は、ずっとファンだった作家さんと電話で一いつ瞬しゆんとは言え話すことができたし……仕事は辛いけど、好きなことで働いてると、いいこともあるもんだなあ。




　三日後。

　大学が終わって昼食を食べてから、出版社ではなく直接蓮見さんに指示されたスタジオへと向かう。

　スタジオがある駅は行ったことがない駅だった。徒歩十分とあったので、十五分前に駅に到とう着ちやくする。

　先日梅つ雨ゆに入ったようで、さっきまで降っていなかったのに、駅に着くと雨がポツポツと降っていた。

　今朝、あかりに傘かさを持っていけと言われて、念のため持って来たので助かった。傘を差して、もらった地図を見ながらスタジオを目指す。

　スタジオが入っているビルに到着し、エレベーターでスタジオのある三階へ向かう。

「お、お疲つかれ様です」

　スタジオに到着し、扉とびらを開けて挨拶する。既すでに何人か人がおり、蓮見さんを見つける。

「ああ、柏田君」

　蓮見さんの方へと向かう。蓮見さんの横には男性と女性が一人ずつ立っていた。

「こちら、うちで今アルバイトをしている柏田です。すみませんが私が途中抜けなくてはならないので、それ以降は彼にこの場を任せることになります」

　蓮見さんが男性と女性に俺を紹しよう介かいした。この二人が誰なのか分からず戸と惑まどったが、とりあえず「宜よろしくお願いします！」と挨拶する。

「柏田君。こちら、『ヒキコモリの僕がネトゲで異世界転生したらハーレムを形成した』の原作者の金かな森もりワタル先生と、イラストレーターの南みなみ亜あ依い先生です」

「！　よ、宜しくお願いします！」

　この二人が作者とイラストレーターだったのか……。『ヒキネト』読者の俺にとって、作者とイラストレーターにこんな形で会えるだなんて感激だった。

　サインでももらいたいくらいだが、そういうわけにはいかないよな……。

「おはようございまーす」

　そのとき、入り口の方から声が聞こえて振ふり向くと、そこには見覚えのある綺き麗れいな女性とスーツ姿の男性がスタジオへと入ってきた。

　そこにいたのは、人気女性声優の『小お澤ざわ遥はる香か』だった。『ヒキネト』のヒロイン役を務めることになっている。

　最近色んなアニメでヒロイン格の声優を務めており、個人的にＣＤデビューもしていて、今一番勢いがあるといっても過言ではない声優だ。声も可愛かわいく演技も上う手まく、その上ビジュアルもアイドル並みに可愛い。

　うおお、生の小澤遥香見ちゃったよ！　生で見てもテレビで見るのと同じくらい可愛いな！　鈴すず木きに自じ慢まんしないと！

「おはようございます」

「！　お、おはようございます！」

　俺たちに対しても明るく挨拶をしてくれ、一層テンションが高まってしまう。

　それから蓮見さんと小澤遥香のマネージャーの男性が挨拶を交かわし、その後小澤遥香と原作者とイラストレーターも交えて挨拶を交わす。

「原作読ませて頂きました。すっごく面おも白しろかったです！」

　小澤遥香は原作者の金森ワタル先生に告げて、それから二人は会話していた。

　ああ、羨うらやましい。ラノベ作家になるとあんな風に声優と話せるのか……。

　その後も次々と声優がスタジオに入ってくる。

　俺の好きなアニメに出ている声優、好きだったキャラの声優もいて、そんな声優と同じ空間にいるということがなんだか信じられない。

　ああ、やっぱりこのバイトしてみて良かったな……！

「あとは……深ふか瀬せさんだけね」

「……！」

『深瀬愛めぐみ』──昨年デビューしたばかりの女性若手声優で、まだアニメのメインヒロインを演じたことはないが、現役女子高生で抜ばつ群ぐんにビジュアルがいいので話題になっている。今日俺が会ってみたかった声優の一人だ。

　この『ヒキネト』にもサブキャラ役で出るようだが、確かにまだ姿を見ない。

「今深瀬さんから電話があって、駅からここへ来る途中道に迷って遅おくれるとのことです。マネージャーは同行してないみたいで。まだ迷っているようなんですが、迎えに行ける方いませんか？」

　スタッフの一人が、蓮見さんに話しているのが聞こえてきた。

　迷ってるのか、それは大変そうだな。

　確かに駅からここまでの道程は割と遠かったし、分かりにくかった。

　他の声優は全員マネージャーらしき人がいるみたいだが、深瀬愛のような新人声優だとまだマネージャーが同行しないこともあるのか。

「そうですね、私はこの後金森さんと台本の最終チェックを行わないといけないので……柏田君」

　蓮見さんが俺の顔を見て俺を呼んだ。

「あなた、迎えに行ってくれない？」

「えっ……えぇ!?」

　俺が、深瀬愛を迎えに行く!?

　蓮見さんから業務用の携帯を預かり、深瀬愛の携帯番号も教えてもらった。

　現在最も寄より駅まで戻ってもらったとのことなので、そこまで迎えに行くことになる。

「何かあったら私の携帯に電話して。じゃあ、宜しく頼たのむわ」

「は、はい！　分かりました！」

　俺はスタジオを出て、傘を差して、緊きん張ちようしながら駅までの道程を急ぐ。




　駅に近付くと、携帯に電話するまでもなく深瀬愛を発見した。

　遠くから見ても分かるくらい美少女だっていうのに、マスクなどで顔を隠かくす事もなく堂々としている。まだバレたりする心配はないのだろうか？

「深瀬さん……ですよね？」

「あ、はい！」

　俺が声を掛かけると深瀬愛は返事をする。
















　おお、近くで見ると一層美少女だ。そこらのアイドル以上なんじゃないだろうか？　勿もち論ろん、声も可愛い。

「え、えっと、富士見社で働いている柏田と申します。スタジオから迎えに来ました」

「わざわざありがとうございます！　ご迷めい惑わくお掛けしてすみません」

　深瀬愛は申し訳なさそうに俺に謝った。半芸能人だっていうのに、礼れい儀ぎ正しいな。

「い、いえ……。じゃあスタジオまで向かいましょう」

　そこで俺は、あることに気付いた。深瀬愛は、なぜか傘を持っていない。そのせいか、髪かみや服が濡ぬれていた。

「すみません、私今日、傘を忘れてしまって……。でも小降りだったら全然平気なので、私のことは気にしないで下さい！」

「え!?　いや、えっと、じゃあ、僕の傘差して下さい。僕は傘なくても大だい丈じよう夫ぶなので！」

「え、いえ、そんなわけには……。それでは、その……入れていって頂いてもいいですか？」

「え!?　あ、は、はい、勿論！」

　深瀬愛は本当に俺の傘へと入った。

　なんてことだ、美少女ＪＫアイドル声優と相あい合あい傘がさだなんて！

　今日の俺、めちゃくちゃついてるな!?

　恋ヶ崎以外の女性と相合い傘をしてしまったこと、しかもそれに喜んでいることに若じやつ干かん罪悪感を覚えつつ、しかし仕事なので仕方がない、と思い直す。

　隣となりを見ると、まるで天使のように美しい横顔がそこにある。顔を見てしまったことで、緊張感が一層高まった。

「あ、雨の中道に迷ってしまうなんて、大変でしたね！」

　緊張感を隠してなるべく自然に話しかける。おそらく彼女は、雨の中傘もなく迷っていたせいでこんなに濡れているのだろう。

「い、いえ！　本当にご迷惑お掛けしてすみません！」

「いや、そんな……」

　深瀬愛は俺の方を見もせずに謝った。そこで会話が終しゆう了りようしてしまう。

　静まり返ってるのが気まずいので話を振ってみたのだが、今の反応からして、話しかけたのは迷惑だったのだろうか。

　まだ会って数分だが、俺はもう嫌けん悪お感かんを抱いだかれているのか？

「す、すみません、変に緊張してしまって……」

「え！　い、いえ……」

　少しの間沈ちん黙もくが続いた後、深瀬愛は俺と目を合わせることなくそう言った。

　距きよ離りを取って歩いている上、さっきからあまり俺の方を見てくれないし、何も話さないなと思ったが、それは緊張していたからなのか？　俺なんかを相手に、なぜ？

「実は、その……事務所も女性が多いし、学校も女子校なので、男性……と、特に若い男性と接することが全然ないから、慣れてなくて……すみません」

　深瀬愛は固い笑え顔がおを作って俺を一瞬だけチラッと見ると、すぐに視線を逸そらした。

　確かに、なんだか違い和わ感かんを覚えると思ったら、彼女は男性に慣れていなくて緊張しているのか。

　嫌きらわれていないのなら一安心だが、こんなに可愛いのに男性に慣れてないだなんて……。なんだか、出会った頃ころの恋ヶ崎を思い出すな。

　しかし、美少女声優が男性に慣れてないなんて、全オタク男共が知ったら大歓かん喜き間ま違ちがいない。正直、俺も少しテンションが上がっている。

　そこで、俺たちのすぐ横を車がすごいスピードで通った。

「あっ危ない！」

　俺は思わず咄とつ嗟さに深瀬愛の腕うでを引いてこちらに引き寄せる。

　水しぶきが跳はねたが、危き機き一いつ髪ぱつで深瀬愛には掛からなくて済んだ。

「……って、す、すいません！」

　慌あわてて俺は腕を放す。

　咄嗟にしてしまったが、アイドル的存在の彼女の身体からだに触ふれてしまうなんて、なんてことをしてしまったんだ俺は!?

　しかも、本人が男性に慣れていないと言っていたそばから……。

　彼女の顔を見ると、真っ赤になって硬こう直ちよくしていた。

「いえ、とんでもないです！　あ、ありがとうございました……」

　深瀬愛は恥はずかしそうに俺の目を見て、お礼を言ってくれた。

　な、なんだこの子は……天使なのか？　いい子過ぎるだろ。イマドキこんなピュアな女子高生がいていいのか？




　やがてスタジオへ辿たどり着く。

「遅おそくなって本当にすみません！」

　深瀬愛はその場にいる全員に向かって頭を下げた。

「まだ収録開始時間ではないので大丈夫です。早さつ速そくですみませんが準備に入って下さい」

　深瀬愛は収録スタジオのブースへと入っていく。

　収録スタジオのブースの前に『コントロールルーム』という、監かん督とくなどが声優に指示を出したり、音おん響きようスタッフが機材を使って作業をするための部屋があり、そこからブースの中の様子も見ることができる。

　俺たちはその部屋で収録の様子を見学するらしい。監督の指示で、すぐに収録が始まる。

　初めて生で見るアフレコに、俺はとても感動した。

　テレビで見ているより、どの声優もずっと演技に迫はく力りよくがあり、途と中ちゆう鳥とり肌はだが立つほどだった。

　主役級の声優の演技は勿論……深瀬愛の演技も、新人とは思えない程ほど素す晴ばらしいものだった。先ほど、男性に慣れていないと言い、緊張していた彼女とは、まるで別人のようだ。

　改めて、このバイトをしていて本当に良かった、と感じる。




　アフレコが終わった後、スタジオから駅までの道程を原作者の金森先生とイラストレーターの南先生と一いつ緒しよに向かう。

　収録中から、歩いている最中も、その二人とは割と話すことができた。俺が原作のファンだと話すと、金森先生は喜んでくれた。二人とも気さくで話しやすい人だったのでとても助かった。

　それから途中で二人と別れ、富士見社へ戻もどる。

　編集部に戻ってからは、相変わらず仕事や電話番に忙いそがしかったが、戻ってから終業時間までは二時間なので、いつもより楽だった。




　仕事後、駅から家まで帰る途中、俺は恋ヶ崎に電話を掛けた。

「もしもし柏田？　今日もバイトだっけ？　おつかれ～。どうなの？　編集部でのバイト」

「ああ、今日はアニメのアフレコに連れてってもらった！」

「え、マジで!?　いいなー！　今日ってもしかして、その自じ慢まんの電話なわけ!?」

「ははは、まーな。いいだろ。作家さんにも、声優にもめっちゃ会えた！」

　今日ばかりは、バイト後でも明るい気分で恋ヶ崎と話せる。

「へぇ～。なんかバイト、楽しそうじゃん。やっぱあんた、そういう仕事向いてるんだね！」

　恋ヶ崎のセリフに、思わず言葉に詰つまる。

　今日はアフレコだったから楽しかっただけで、俺はこのバイトが楽しくないし、むしろ苦痛だし、決してこのバイトが向いてるとはとても思えないのだが……。

「まあアフレコの日以外は大変だけど、週末には毎週アフレコがあるみたいだし、免めん許きよ合宿の金のためだ、って割り切ればなんとかやっていけるかな」

「か、柏田……。そっか……」

　それから俺と恋ヶ崎は、最近ハマっているアニメの話など、色んな話をした。話しているうちにとっくに家に着き、自室で電話を続ける。

　恋ヶ崎と俺は今、アイドルアニメ『ラビュライブ！』──通つう称しよう『ラビュライ』にハマっている。

　歌にもハマっており、恋ヶ崎が電話越ごしに『ラビュライ』の歌を歌い出した。

「ダンダン！　きも～ち、ダンダン！　熱～く、希望た～くさん叶かなえてみよ～う！　ダンダン！　進め、ダンダン！　はーじけて～♪」

　突とつ如じよ始まった恋ヶ崎リサイタルを、俺は黙だまってぼんやりと聞いていた。

　この歌は、夢に向かって頑がん張ばろう、という内容の歌詞の歌だ。

　もしかしたら恋ヶ崎は、この歌を通して俺が免許合宿のためにバイトを頑張っているのを励はげましてくれているのだろうか。歌詞が今の状じよう況きようにぴったりだ。

　恋ヶ崎の気持ちが嬉うれしかった。

「ちょっと柏田！　ちゃんと合いの手いれてよっ！」

「え!?　あ、ああ……ハイハイ進もう！　まだまだレッツゲット！　ハイハイ……」

　そんなことをしていたら、いつの間にか一時間以上経過していた。恋ヶ崎と電話していると、いつもあっという間に時間が経たってしまう。




　電話を終えて夕飯のために自室からリビングへ降りてくると、ソファーに座っているあかりが俺をガン見していた。

「ちょっと直輝、一人で部屋で『ラビュライ』の歌歌ってなかったぁ!?　うるさいしキモいんだけどー！」

「え!?　ち、違う！　一人で歌ってたわけじゃ……」

「一人じゃなかったら誰だれと歌ってたわけ!?」

　恋ヶ崎と歌っていた、と正直に言うのもそれはそれで恥ずかしいので、言い訳に困り、あかりの文句に対して何も言えなくなる俺だった……。







　　　４







　バイトが楽しいと感じるのはアフレコがある日──金曜日だけで、他の月曜日と火曜日は相変わらず苦難の日々が続いた。

　勿もち論ろん、仕事をしていて楽しいこともある。

　先日、印刷所に行って『冴さえてる彼女ヒロインの育てかた』の色校を取ってきて、と蓮はす見みさんに指示されて、なんだかよく分からないまま言われた通りに印刷所に行くと、それは『冴えてる』のＢＤボックスの表紙の描かき下ろしイラストの原げん稿こうだった。

　印刷所で確かく認にんのために見てぶったまげた。大好きな人気作品の貴重なイラストを、世界最速で見たのが俺だなんて！　と、とても感激した。

　また、馬ば東とうさん以外の好きなラノベ作家さんとも、電話の取り次ぎの際話すことができたり、蓮見さんに『今第二会議室で打ち合わせしてるんだけど、必要な書類が机の上にあるので持って来て欲しい』と言われて持って行ってみたら、俺の好きなラノベの作家さんがそこにいたり……なんてこともあった。

　そんな風に、好きなことに関かかわっている仕事なだけあって、楽しいこと、テンションが高まることも多々ある。

　だけど、相変わらず誰とも打ち解けられないし、電話応対は大変だし、蓮見さんから頼たのまれる仕事は大変だし、蓮見さんは怖こわいし……と、それ以上に辛つらいことがあるのだ。

　こんなに好きなことなのに、その大好きなラノベに関わる仕事のことが嫌いになってしまうなんて、とても辛かった。

　だけど金曜日だけは、毎回声優に会えるし、生のアフレコを聞くことができるし、アフレコ中は作者さんとイラストレーターさんのアテンドをするだけでいいので仕事も楽だし、この日だけはなんて素晴らしいアルバイトなんだろうと思う。

　作者さんとイラストレーターさんとは段々打ち解けてきて、原作ラノベの話で盛り上がったりできるようになってきたし、それに……。

「あ……柏かしわ田ださん、お疲つかれ様です」

「！　ふ、深ふか瀬せさん！　お疲れ様です。さっきの演技、すごかったですね！」

「本当ですか!?　嬉しいです。ありがとうございます」

　休きゆう憩けい時間には、たまに新人声優の深瀬愛めぐみと休憩スペースで会って話せることもある。

　他の声優はさすがに声をかけづらいが、深瀬愛だけは、最初に結構会話したからなのか、気さくに話しかけてくれたりして、とても話しやすかった。

　恋こいヶが崎さきに言った通り、月曜日と火曜日が大変でも、金曜日があるから頑張ろう、という気持ちになれるのだった。……べ、別に、深瀬愛と話せるから、というわけではないが。




　バイトが入っている日は大学の後バイトへ、バイトがない日はサークルに顔を出すという生活を送っていたら、日々は忙しく過ぎていき、あっという間に六月になっていた。




　その日はバイトがないので、いつものように授業が終わった後部室へと向かった。

「こんちわー……」

　俺が部室に入ると、サークルメンバーたちは何やら珍めずらしく真しん剣けんな様子で話し合っていた。その中には二に階かい堂どうさん、岩いわ本もとさん、佐さ倉くらさんの姿もある。

「どうすんすか。うちのサークルで絵が描けるのなんて姉あね御ご以外にいるんすかねえ？」

「え、うちって漫まん研けんなのに絵が描ける人いないの!?」

　主に二階堂さんと岩本さんが何やら軽く揉もめている様子だ。

　そこで岩本さんが俺の姿に気付いた。他のメンバーも俺の方を見る。

「な、何を揉めてるんすか？」

「いやーそれが、去年の冬、姉御が夏コミにサークル参加の申し込みしてて、まあ受かんないだろうと思って舐なめてたんだけど、これがまた受かっちまっててさ～。当の姉御本人は就活と論文で忙しいから、どうしよーってなっててな」

「え、夏コミ!?」

　夏コミといえば、俺からしたら一いつ般ぱん参加がデフォで、サークル参加するなんて考えたこともなかった。

「し、仕方ないじゃない！　去年申し込んだ時点では、今年の夏なんてとっくに就職決まってる予定だったから、私が中心となって同人誌でも作ろうと思ってたのよ！」

　二階堂さんが悔くやしそうに言う。

「うちのサークルって緩ゆるいサークルかと思ってましたけど、そういうことあるんすね」

「いや、初めてだな。毎回うちはコミフェス一般参加だから」

「えぇ!?　じゃあ、なんでまた……」

「……っ！　そ、それは……」

　なぜか、二階堂さんが焦あせったような様子になる。

　そこで、勢いよく部室の扉とびらが開けられた。

「漫研の皆みなさん、ご機き嫌げんいかがです？」

　姿を現したのは、中性的な雰ふん囲い気きの、見知らぬ綺き麗れいな女性だった。

　アシンメトリーなショートヘアにピアスをいくつもつけており、バンドでもやっていそうなファッションだ。なんかやたらとテンションが高いけど、誰これ？

「あ、愛あい島じまぁっ！」

　二階堂さんが、部室に入ってきた女性を見て思いっきり指を差し、声を上げた。

「ハーイ、ミス二階堂、相変わらずお美しいですね」

「あんた、海外かぶれのその喋しやべり方、キャラ作ってて痛いからやめろっていつも言ってんでしょ！　たかだか一年留学しただけのくせに！　一昔前のギャルゲーキャラみたいでオタ臭くさいわよっ!?」

「オー！　エクスキューズミー。二階堂さんはロシア人とのハーフなのにロシア語が全く話せないの気にされてるんでしたよね。配はい慮りよが足りませんでした」

「なっ!?　そ、そんなこと一言も言ってないでしょうが！　で、部外者が何の用!?」

　突とつ然ぜん現れては二階堂さんに絡からんでいる彼女に、俺を含ふくめた漫研メンバーは圧あつ倒とうされる。

「だ……誰ですか？」

　俺は岩本さんに小声で聞いた。

「アニ研……アニメ研究会のサークルの会長の愛島さん。四年で、姉御とは犬けん猿えんの仲だ」

「アニ研？　ああ、そういえば見覚えあるかも……」

　入学式の後のサークル勧かん誘ゆうの際、アニ研のスペースも見に行ったのだが、そのとき姿を見た覚えがある。

　ほとんど会話はしていないが、外見が個性的なので覚えていた。

「そうそう、本題ですが、夏コミの当選結果が出ましたよね。うちは当然当選しましたが、漫研はどうだったんです？　確か今回は漫研も応おう募ぼされたんですよねぇ？」

「ああ、わざわざそんなこと自慢しに来たの？　フンッ、うちだって受かったわよ！」

　二階堂さんはドヤ顔でサークル参加当選結果の紙をアニ研会長に見せつけた。

「姉御、去年愛島さんに『漫研はコミフェスで何の活動もしなくて楽でいいですよね～。うちは毎回サークル参加してるから大変ですよ～』とかイヤミを言われて、悔しがって勢いで夏コミにサークル参加応募しちまったんだよ。自分の個人サークルでさえ就活のために参加自じ粛しゆくしてるっていうのによ」

「あ、な、なるほど……」

　岩本さんの説明に納なつ得とくする。この愛島さんに挑ちよう発はつされて、まんまと乗せられてしまったってわけか。

「えぇ!?　受かっちゃったんですかぁ？　同人誌はもっぱら読む専門の漫研の皆さんに、本なんて作れるんですか？」

「なっ!?　うるさいわね！　うちだって、本気を出せば同人誌くらい出せるわよ！」

「え？　じゃあ本を発行するんですか？」

「そ、それは……ちょっと今、私が忙いそがしいから出せるか分からないけど……。っていうか、あんただってもう四年なんだから同人誌作ってる暇ひまなんてないんじゃないの!?」

　確かに、愛島さんも四年生なら、就職活動に忙しいのではないのだろうか。

「ええ、四年ですよ。やだなあ、四年のこの時期に、内定もらってないわけないじゃないですか～！」

　二階堂さんの言葉に、愛島さんは得意げな笑え顔がおで言う。

「なっ……!?」

　愛島さんのセリフに、二階堂さんは大げさなくらい衝しよう撃げきを受けた。

「二階堂さんだって、もう六年生なんですから内定くらい一つや二つ……いや、優ゆう秀しゆうな二階堂さんのことですから三つや四つもらってるんじゃないんですかぁ～？　あれ～？　まさか二階堂さんに限って、まだ内定ゼロ……なんてこと、ありえないですよねぇ～!?」

　愛島さんはいじわるそうな笑みを浮うかべて二階堂さんの顔を覗のぞき込む。

「～～～っ！」

　二階堂さんは心底悔しそうに二階堂さんを睨にらみ付けた。

「えっ!?　ま、まさかのまさかですかぁ～!?　いやー、信じられないなー！　あの優秀な二階堂さんが未いまだに一つも内定をもらえてないだなんて！　就職氷河期も終わって比ひ較かく的てき内定を取りやすい今のご時世に……!?」

「だああ～～っうるっさいわねぇっ！　わっ私は、あんたと違って受ける企き業ぎようを選びに選んでるのよっ！」

　二階堂さんは顔を真っ赤にして悔しそうに声を荒あららげた。

「もしかして、二階堂さんが漫画を描けないと、他に描ける方がいないんですかぁ？　漫研さんって……。それなら確かに、同人誌の発行なんて夢のまた夢ですよねえ」

　愛島さんは、大げさにやれやれというようなポーズを取ってため息をついた。

　この人は、二階堂さんだけでなく俺たち漫研メンバーをもバカにし出したのか？

「オタク系の部活でありながら何も生み出すことができないだなんて、あまりに残念な方々ですねぇ。せっかくスペースが取れたのに勿もつ体たいない……きちんと発行するものがあったのに落ちてしまったサークルもたくさんあったでしょうに」

「……！」

　さすがに俺も、だんだん愛島さんの言葉に腹が立ってきた。ふと見ると、俺だけでなく他ほかのサークルメンバーもみんなムッとした表情になっている。

「ま、漫研だって、同人誌くらい出せるわよ！　ねえ、あんたたち!?」

「あ、ああ！　勿論っすよ！」

「そうだそうだ！」

　二階堂さんに振ふられて、岩本さんや先せん輩ぱいたちは怒いかりに任せて同意した。

「またまたあ～、無理しなくていいんですよ？」

「フンッ……うちのサークルは今まで本気を出してなかっただけで、ちょっと本気出せば……あ、あんたんとこのアニ研なんかよりよっぽど優秀なんだから！」

　二階堂さんは愛島さんに向かってビシッと指を差して決めゼリフじみたことを言い放つ。格好いいけど、そんなこと安易に言っていいのか？

「……！　聞き捨てならないですね。今まで何もまともな活動をしてこなかった漫研さんが、毎回精力的にきちんと活動しているうちより優秀、だなんて」

「ほ、本当なんだから仕方ないじゃない！」

「…………。そこまで言うのなら、勝負、してみません？」

　愛島さんは鋭するどい目つきで二階堂さんを見ると、ニヤリと笑ってそんなことを言い出した。

「勝負？」
















「ええ。うちのサークルとそちらのサークルで同じ部数本を発行して、どちらの本が先に完売するか、って勝負です。どちらも完売しなかった場合は終しゆう了りよう時間までに売れた部数で判断するってことで」

「えっ……!?」

　愛島さんの突然の提案に、二階堂さんも俺たちも戸と惑まどった。

「あれ～？　もしかして、自信ないんですか？　さっきまであんなに大口叩たたいてたのに？」

　愛島さんがニヤニヤと笑いながら二階堂さんを見る。

「…………。同人誌の売り上げで勝負、ね……。フッ、いいじゃない。望むところよ！」

　二階堂さんはバサッと髪かみをかき上げて言い切った。

　その発言に俺は驚おどろいたが、ここまで愛島さんにバカにされたら、勝負に勝って愛島さんをぎゃふんと言わせたい、という気持ちが強くなっていたので、二階堂さんの言葉に反対しなかった。

「そうっすね！　そこまでバカにされたからには黙だまってらんないっすよ！」

　川かわ北きたさんも二階堂さんの言葉に続く。サークルメンバーたちも黙って頷うなずいていた。

　しかし、同人誌の売り上げで勝負、か……。

　さっき、うちのサークルで二階堂さん以外に絵が描かける人いるのか？　なんて話になっていたが、果たして大だい丈じよう夫ぶなのか？

「じゃあ決定ですね！　せっかく勝負するんだったら何か賭かけたいですよねー。そうだな……」

　愛島さんは考えながら、部室の中を見み渡わたす。

「じゃあ、負けた方のサークルのうちの一人が、勝った方のサークルに入らなきゃいけない、っていうのはどうです？」

「なっ……!?」

　な、なんだそりゃ!?　じゃあうちが負けたら、俺が漫まん研けんを辞やめてアニ研に行かなきゃいけない可能性も出てくる、ってことなのか？　そんなの嫌いやすぎる……。

「うちのアニ研が勝ったら……そこのお嬢じようさんを頂きましょうか！」

「えっ!?」

　愛島さんが勢いよく指差した先にいる人物を見て、俺は驚きのあまり声を上げた。

　俺だけではなく、他の漫研メンバーも、そして何より指名された本人が、めちゃくちゃ驚いている様子だ。

「わ、私……ですか？」

　愛島さんが指を差したのは、長は谷せ川がわだった。

　なんで長谷川を!?

「ええと、私は絵も下手ですし、オタク知識もサークルの皆さんに比べたら乏とぼしいですし、アニ研に入ったとして何の戦力にもならないと思うのですが……」

　長谷川は戸惑った様子で愛島さんに告げる。戦力……っていうのは、オタク創作活動をする上で役に立つかどうか、ということを言っているのだろう。

　愛島さんはスッと長い足を伸のばして、長谷川の元へと近付く。

「その綺麗な黒髪、整った清せい楚そな顔立ち、冷たい眼まな差ざし……全すべてが私のドストライクなんですよ」

　愛島さんは自身の手で長谷川の顎あごをそっと摑つかんで、そんな爆ばく弾だん発言をしたので、俺はぶったまげた。

　長谷川は何が起きているのか理解出来ないというように硬こう直ちよくしていた。

「えっ……リアル百ゆ合り!?　アニ研の会長ってそっち系!?」

　漫研メンバーがざわつく。

「愛島はバイセクシャル……どっちもイケる口なのよ」

「バ、バイ!?」

　二階堂さんの言葉に、俺は余計に動どう揺ようを隠かくしきれなくなる。

　長谷川にも二階堂さんの言葉は聞こえたようで、ただでさえ真っ白な顔を余計に青白くして呆ぼう然ぜんとしていた。

　ちょ、ちょっと待てよ。俺たち漫研がこの勝負に負けたら、長谷川が漫研を抜ぬけてアニ研に入らなくてはならない、だって……!?

　自分がアニ研に行くのも嫌だけど、長谷川がアニ研に行ってしまうのだって嫌だ！　せっかく同じサークルに入れたっていうのに。

　しかもこの愛島さん、バイって……色んな意味で要注意人物に見えるんだが、長谷川がアニ研に入ったら、長谷川の身が危なくなるんじゃないのか!?

「本のページ数や値段、発行部数などはきちんとまた相談して、条件が同じになるようにしましょうね。それでは、私はこれにて失礼します」

　愛島さんはそう言うと、颯さつ爽そうと漫研の部室から去っていった。

　嵐あらしのような人だったな……。

「あぁ～っ愛島の奴やつ、相変わらずほんっと腹立たしいわ！」

　扉とびらが閉まってすぐに二階堂さんが憤ふん慨がいする。

「あの人は、なんなんすか？　俺らに喧けん嘩かを売りに来たんすか？」

　普ふ段だん怒おこらない岩本さんも、珍めずらしく顔が引きつっていた。

「……って、ご、ごめんなさい……。私が勝手に決めてしまったせいで、負けたら長谷川さんがアニ研なんかに行くハメになってしまって……」

　二階堂さんはそこでハッと我に返って長谷川の方を見て、謝った。

「い、いえ……。ですが、できれば私はこのサークルに残りたいです。このサークルは居い心ごこ地ちがいいですし、あちらのサークルは……その、色んな意味で不安なので」

「！　は、長谷川……」

　長谷川の口から本心が語られて、俺は一層、絶対に長谷川をアニ研に渡わたすわけにはいかない、と思った。

「と、当然よ！　長谷川さんをアニ研になんて絶対に渡さない……。もうこうなったら、何が何でもアニ研に勝つわ！　私も責任を持って何ページかは担当させてもらうから！」

「長谷川さんをアニ研なんかに奪うばわれるわけにいかないし、あそこまでバカにされたら絶対にアニ研をぎゃふんと言わせてやりたいっすよね！」

　川北さんも、二階堂さんの言葉に続く。

「なんであんなに自信満々なのか分からないけど、あそこまで言われたらもう黙ってらんないですよね！」

「悔くやしい思いさせたいよな～！」

　他のメンバーも、みんな口々に言う。

　普段は比較的温厚な漫研メンバーだが、さすがに面と向かってあそこまで侮ぶ辱じよくされた手前、みんな、打だ倒とう愛島さん！　で、心が一つになっているようだ。

　アニ研や愛島さんが腹立つってこともあるが、何よりも……長谷川だ。

　この勝負で負けたら、長谷川がアニ研に奪われてしまうのだ。それだけは、絶対に避さけたい。

「お、俺も、絶対に勝てるように全力で協力します！　……って言っても、絵とかは描けないんですけど……」

　勝つためにできることがあるならなんでもしたい。俺にできることはあるだろうか。

「ところで姉あね御ご、ジャンルは何で申し込んでるんすか？　学漫……大学の漫研、ですか？」

「いえ、『創作』の男性向けよ」

「えぇ!?　男性向けってことは、エロっすか……」

『創作』の男性向け……つまり成人向け。ということは、うちのサークルでオリジナルエロ同人誌を出すことになるのか。

「あの、ちなみに……アニ研は何のジャンルで本を出すんでしょう？」

　気になったので二階堂さんに尋たずねる。勝負に勝つには、まず敵を知らないとな。

「ああ、確か、『船これ』で百合本を出すって愛島がツイッターで呟つぶやいてたわ。完全に愛島の趣しゆ味みで、愛島の同人誌にゲスト呼ぶ、くらいの感じだと思うわ。いつもそうだから」

「マ、マジですか……」

『船これ』だなんて、今一番旬しゆんのジャンルじゃないか！　こっちは創作だっていうのに。その時点でかなり不利なんじゃないだろうか。

「まああとは、どういう構成にするか、だな。姉御が寄き稿こうできるのは本当に少ないページ数だと思うんで、他に絵が描けるメンバー、こん中にいるか？」

　岩本さんが漫研メンバーに向かって質問を投げかける。

　だが誰だれも名乗り出ない。まあ、誰か絵が描けるか？　って聞かれて、自分から名乗り出るのって結構ハードル高いよな。自分で絵が上う手まいって言ってるようなもんだし。

「去年の部誌のとき、ぶっちゃけ二年以上で絵が上手い奴は俺含ふくめていなかったと記き憶おくしてるから、期待が持てるとしたら一年だが、二年以上でも上手くなってる奴いるかもしれないし……よし、とりあえず、今からみんなでお絵かき大会するか！」

「お、お絵かき大会？」

　岩本さんの言葉を思わず聞き返した。

「ああ。いいかみんな。今から全力で絵を描くんだ。被ひ写しや体たいは、そうだな……じゃあ、姉御の萌もえキャラ化ってことで」

「ちょっ、何よそれ!?」

　二階堂さんが驚いて岩本さんに突つっ込んだ。

「これで絵が上手かった奴に、今回の同人誌で漫画なりイラストなりで比ひ較かく的てき多くのページ数を担当してもらうことにしよう。でも協力するのは面めん倒どうだとかそういう理由でわざと下手に描いたりするんじゃないぞ～。無論、俺も参加する！」

　岩本さんは自分の鞄かばんからルーズリーフを出して一枚ずつみんなに配った。

　サークルメンバーは各おのおの喋しやべりつつ、二階堂さんを見ながら絵を描き始める。

　二階堂さんの萌えキャラ化、って……。

　岩本さん、またなんて描きにくいものを被写体に選んだんだ。上手く描けなかったら怒おこられそうで怖こわいんだが。

「なんかこうしてると、高校の時の美術の授業思い出すなあ」

　絵を描きながら、俺は思わず長谷川に話しかけた。あのときは、長谷川とペアを組むことができてめちゃくちゃドキドキしたっけ。

「ああ……。あのときの出来事……というかあのとき見た絵のことは、もう柏田君の記憶から排はい除じよして欲しいものだわ。あれは所謂いわゆるオタク的にいうところの黒歴史、というか……今も……そう……なのだけれど……」

「えっ、長谷川!?」

　長谷川の声がなぜかどんどん暗くなっていったので、俺は思わず心配になって絵を描かくのを一いつ旦たんやめて長谷川の顔を見た。

　長谷川は暗い表情で自分の手元をじっと見つめていた。

「は、長谷川？　一体どうし、……！」

　どうしたの？　と聞こうとして、長谷川のルーズリーフに描かれたイラストを見て、俺は思わず言葉を失う。

　この世のものとは思えないほど恐おそろしい生き物が、そこには描かれてた。

　そ、そうだった。長谷川って、絵だけはめちゃくちゃ下手なんだった。

　高校一年の美術のときも、長谷川が描いた俺の似顔絵はそりゃあ恐ろしいもんだったなあ。昔のこと過ぎてすっかり忘れてた。

「そろそろみんな描けたかー？」

　暫しばらく経たってから、岩本さんがみんなに声をかけた。俺もなんとか描き終わった。

　小学生の頃ころ、ゲーム『バケモン』の絵を自由帳に描いていた程度しか絵を描いた経験がなく、特に女の子の絵なんて一番苦手なのでできればみんなに見せたくないが、仕方ない。

「まあ大体でいいぞ～。よし、じゃあみんな自分の絵のどこかに自分の名前を書いて、絵をテーブルの上に乗せたまま席を立とう。んで、みんなでテーブルの周りを回って全員の絵を見ていく形にしよう」

　岩本さんの声にみんな椅い子すから立ち上がる。少しずつ時計回りに回り始める。

　そういえば、こうして改めてサークルのみんなの絵を見るのって初めてだな。

「ちょっと岩本！　あんたの目には私がこんな風に映ってるわけ!?　悪意を感じるわ！」

「い、いやだなあ、悪意なんかないっすよ～」

　それぞれ絵の感想を好き勝手に喋りながらひたすらぐるぐると回る。岩本さんの絵は、確かに長谷川のものとは別のベクトルで下手くそだった。

「えっ……これ、は、長谷川さんの絵……!?」

　そしてついに、先せん輩ぱいたちが長谷川の絵を見て衝しよう撃げきを受けている様子が見えた。

「ごめんなさい……」

　その様子を見て、なぜか即そく座ざに謝る長谷川。

「え!?　い、いや、味があってなかなかいいんじゃないかと思うよ、俺は！」

　川北さんが焦あせった様子でフォローする。川北さん、ブレないフェミニストっぷりだな。

「え、どれどれ……。……!?」

　二階堂さんが長谷川の絵を見に移動してきて、絵を見て石のように硬直した。

「ごっごめんなさい！　その、悪気があったわけでは決してなく……」

　長谷川が青くなって必死に弁解する。

「そうなんです、長谷川は本当に天才的に絵が下手で！　昔俺の似顔絵を描いてもらったこともあったんですけどもうそりゃあ酷ひどくて、こんなもんじゃなかったですよ！　この絵の方がいくらかマシなくらいです！　だから、長谷川はわざと二階堂さんをこんな風に描いたわけでは決してなく、全力で描いた結果でして……！」

　気付けば俺も必死に説明していた。

「……あ、そ、そう……柏田君がそこまで言うのなら、理解したわ。長谷川さんの目には私がこう映ってるってわけじゃなくて、長谷川さんがある意味特とく殊しゆな絵の才能の持ち主だ、ってことなのね……」

　二階堂さんは戸と惑まどいながらも納なつ得とくしてくれた。分かってくれたようで何よりだ。

「と、特殊な才能……」

　長谷川は二階堂さんの言葉を繰くり返し、魂たましいが抜ぬけた様な様子になっていた。

「えっ……これ、佐倉ちゃんの絵!?　すげー上手くない!?」

「わ、ほんとだ！」

　そこで、俺たちとは別のところでまた騒さわいでいる声が聞こえてきた。

　その声に、みんな佐倉さんの絵の方へと集まっていく。

「え～もう、そんなことないですよ～！　ウチ、全然絵が下手でほんと恥はずかしいです！」

　佐倉さんは口ではそう言いつつも少し得意げな表情をしていた。

「おお、本当に上手いな、佐倉さん！　実物よりずっと綺き麗れいに描けてるじゃないか！」

「ちょっと岩本！　あんたドサクサに紛まぎれてなんて失礼なことをっ……！　でも確かに、相当の画力ね！」

　岩本さんと二階堂さんも、佐倉さんの絵を見て感心している。俺も見たかったので二階堂さんから佐倉さんの絵を受け取った。

　皆みんなの言う通り、本当に佐倉さんは絵が上手かった。

　可愛かわいい系というよりはきれい系の絵え柄がら、というのだろうか。顔も綺麗に描けているし、身体からだのデッサンも上手い。

「ほんと、すごく上手いね。佐倉さん、何か同人活動とかしてないの？」

　俺の言葉に佐倉さんは一いつ瞬しゆんなぜか焦った表情になった気がしたが、すぐいつもの笑顔に戻もどって、

「もー柏田君ってば、そんな活動できるほどの絵じゃないよ～！」

　と言った。

「とにかく、これでダントツで絵が上手いのは佐倉さんだってことが分かったな！」

　ある程度時間も経ち、全員が全員のイラストを見終えたあたりで、岩本さんが全員に向かって言う。

　どうやらもうこれでお絵かき大会は終しゆう了りようしたようだな。

　俺の絵、一いつ切さい誰からも触ふれられなかったけど……。俺の絵って下手なんだけど長谷川みたいにネタになるほど下手すぎるわけでもないんだよな。自分でも分かってはいるが地味にショックである。

「メインの漫画を佐倉さんに描いてもらうってことで、大だい丈じよう夫ぶか？　いや、何、ジャンルがジャンルだろ？　男性向けのエロなんて、女の子に描かせていいものか……。厳しかったらはっきり言ってくれて構わんからな？」

　岩本さんが心配そうに佐倉さんに尋ねる。

「はい、大丈夫です！　ウチで良ければ精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります！」

　佐倉さんはその場で快かい諾だくした。

「おおーっ！　さすが佐倉ちゃん！」

「佐倉ちゃん、頑張れ～！」

　サークルのメンバーたちはみんな、応おう援えんの意味を込こめてなのか、佐倉さんに拍はく手しゆをする。

　佐倉さん、可愛くて愛あい想そが良くて男性向けジャンルが好きでコスプレイヤーで、絵も上手い（←ｎｅｗ！）なんて、オタサーの姫ひめとして益ます々ます完かん璧ぺきじゃないか……。

　それにしても、女の子なのに男性向けエロ漫画を描くこと、よく承しよう諾だくしてくれたよな。確かエロ同人やエロゲに興味あるって言ってたから、そういうものに抵てい抗こうないんだな。

「よし、これで決まりだな。他ほかのメンバーは、それなりに絵が描ける奴やつはイラスト担当、それ以外はＳＳ……短い小説とか、佐倉さんの漫画のアシスタントとか、編集、構成作業担当とかに分担しよう」

　岩本さんの仕切りで話し合い、大体の役割分担が決まる。俺は佐倉さんの漫画のアシスタントを担当することになった。

　やがて解散の時間となり、みんなでぞろぞろと部室を後にする。




　同人誌を作って夏コミで売る、なんてオタクとしてはちょっと憧あこがれてたし、楽しみな気持ちが大きかったりするのだが、そんな吞のん気きなことも言っていられないよな。

　なんてったって、この同人誌の売り上げでアニ研に負けてしまったら……長谷川が漫まん研けんを辞やめてアニ研に入らなくてはならないのだ。

　せっかく漫研に一いつ緒しよに入ることができたっていうのに、それだけは絶対に嫌いやだ。長谷川本人だって、このサークルにいたいって言ってたんだ。

　アニ研はどんなサークルなんだか知らないが、会長の愛島さんは今日見た限りだと相当危険人物な予感がするし……。

　愛島さん×長谷川、美女同士の百合絡からみ萌える～！　……とか、そんなバカげたことを言っている場合でもない。

　佐倉さんは絵が上手かったけど、男性向け同人誌を描かいたことがないって言うし、二階堂さんを除いて他の人は絵が描けないわけだし……この状態で果たしてアニ研よりも売れる同人誌を作ることなんて、できるのだろうか。

　大きな不安に駆かられたが、何が何でも作らなければ、と思い直す。

　それができなきゃ、長谷川がアニ研に奪うばわれてしまうのだから……！




　翌日。

「えー、今日は姉あね御ごがサークルに来られないのだが、姉御とアニ研の愛島さんとで話し合った結果、二十八ページ程度の同人誌が無難なんじゃないかということになったらしいのだが、どうだろうか。で。部数は初参加なら二百部くらいがいいんじゃないかと」

　今日も前回に引き続き、夏コミで発行する同人誌について話し合っていた。

　みんなテーブルについて着席し、岩本さんがホワイトボードに文字を書きながらみんなに説明する。

「ちなみに二十八ページの同人誌だと、大体の目安だが……姉御は六ページくらいは頑張って漫画を描いてくれるそうなので、佐倉さんに十ページ前後の漫画を描いてもらって、残りのページ数をＳＳやイラストで埋うめるって形がいいんじゃないかと思うが……佐倉さん、大丈夫か？」

「はい、そのくらいだったら全然大丈夫です！」

　佐倉さんの言葉に、サークルメンバーの「おぉ～」っと言う歓かん声せいが上がる。

　余よ裕ゆうで快諾するなんて、佐倉さんすごいなあ。同人誌作ったことがないって本当なのか？

「うむ。じゃあページ数はそれでいこう。次に、一冊の本を作るからには創作とはいえ何かテーマがあった方がいい、と姉御から助言をもらったんで、テーマを決めたいと思う」

　テーマ、か……。確かに、テーマがなきゃ内容バラバラになっちゃうもんな。

「何か意見がある奴はいるか？　つーか、佐倉さんにメインで描いてもらうんだから、佐倉さんが描きやすいもんが一番だよな。姉御はある程度何でも合わせられるって言ってるから」

「ウチが描きやすいもの、ですか……」

　佐倉さんはうーん、と首を捻ひねって考える。

「ま、いきなり言われても困っちまうよな。まだ時間はあるから、一週間後くらいまでに描きやすいテーマを考えてきてもらえるか？　佐倉さんが描きたいテーマにみんな合わせるようにするからさ」

「はい、分かりましたぁ。ちなみに、テーマって例えばどういうのがあるんですか？」

「そうだなあ。まあ、陵りよう辱じよく、とか、純愛、とか。あとは、輪りん姦かん、巨きよ乳にゆう、ロリ、ふたなり、近きん親しん相そう姦かん、３Ｐ、痴ち漢かん、触しよく手しゆ……」

「ちょっ、岩本さん！　それ、テーマっつうかただのエロのジャンルです！」

「ん？　テーマと何が違ちがうんだ？」

　思わず俺が突つっ込むと、岩本さんは心から不思議そうに聞き返す。

「えっと、そうだな……岩本さんが言ったようなの以外にも、メインヒロインをどういうキャラにするかっていうのもジャンルの一つだから」

　仕方なく俺が佐倉さんに説明した。

「例えば、幼おさな馴な染じみとか、メイドとか、義理の妹とか……まあ色々あるから、佐倉さんが描きやすいテーマを考えてみて」

「あ、なるほどねー！　うん、分かった～！」

　俺の言葉に佐倉さんはいい返事をしてくれた。

　しかし、いくら佐倉さんが絵が上手いし男性向けジャンルにも精通しているとはいえ、需じゆ要ようの高い、売れる男性向けエロ漫画を描くことなんてできるのだろうか？

　佐倉さんは、女性なのだ。それに、同人活動はしたことがなさそうだし。

　あっちは同人活動に慣れているがこっちは初めてで、その上ジャンルでも不利なわけで……もう不安要素だらけだ。

　俺にできることは、佐倉さんの漫画のアシスタントだけなのか？　うちのサークルが勝つためにできることは、他にないのか？




　やがて話し合いが終わる。

　俺は心の中で、ある決意をしていた。

「あのさ、佐倉さん……」

「ん？　なーに、柏田君？」

「俺に……佐倉さんの漫画の監かん修しゆうをやらせてくれない!?」

「え？」

　俺の言葉に、佐倉さんがきょとんとする。

　岩本さんや他のメンバーの視線も集まった。

「俺は漫画が描けない。絵も下手だ。だけど……男性向け同人誌は、今までたくさん読んできた！　どういうものが売れるか、需要が高いか、ある程度理解してるつもりなんだ。佐倉さんは男性向けの同人誌を描くのが初めてなわけだし、女の子だし、色々分からないこともあると思う。だから……。よ、余計なお世話かも知れないけど……」

　恥はじを捨てて、思い切って俺は佐倉さんにそんな提案をした。

　よりいい同人誌ができるために俺にできることをしたい。

　俺ができることは一体何か。そう本気で考えた結果、俺が出した結論はそれだった。

　監修、だなんて大それたことができるか分からない。だけど俺は、高校生……いや、中学生の頃ころから、たくさんのエロ漫画やエロ同人に触れてきた。

　俺のようなオタクの男がどういうエロ漫画を求めているかは、よく理解しているつもりだ。その知識を活いかすことができれば……。

「ほんとー!?　うん、是ぜ非ひ監修してほしいなっ！　柏田君が見てくれるんだったら心強いよ～！」

「ああ、そうだな柏田。じゃあお前が、佐倉さんの漫画の監修担当だ！」

　佐倉さんは喜んでくれ、岩本さんは俺の肩かたをポン、と叩たたいてくれた。二人が俺が漫画の監修をすることを認めてくれたようで、良かった。




　俺が実際に原げん稿こうを描くわけではないが、できる限りの手は尽つくそう。佐倉さんの漫画を、これだったら絶対にアニ研に負けない、と思えるくらいにしなければ。

　流行ジャンルの二次創作と創作、というジャンルの時点で既すでにハンディがあるのだ。それを補って中身で勝負できる同人誌を作ることができないと、勝機はない。

　何が何でも、アニ研に勝てる同人誌を作ってやるぞ！

　長谷川をアニ研なんかに奪われないために……！




　やがてサークルの終しゆう了りよう時刻がやってきて、各おのおの帰る準備をして部室を出る。

「はあー、結局漫画のテーマ決められなかったなあ」

　部室を出て、佐倉さんがため息をついた。

「まだ時間はあるから、次までに決めればいいよ。テーマさえ決まれば参考になる漫画とか貸せるしさ」

「……。じゃあさ柏田君、この後うちで、もう少し話し合いに付き合ってくれない？」

「え!?」

　俺は佐倉さんの言葉に驚おどろいた。い、家で……!?

「男性向けの同人誌描くのなんて初めてだから、一人じゃどうやってテーマを考えたらいいか分かんなくて……。あ、心配しなくても、うちって大学から一駅のところに住んでるから超ちよう近いんだ」

「！　そ、それってもしかして、一人暮らし？」

「うん、そう！」

　だ、駄だ目めだろ、それ。いくらサークルの同人誌のための話し合いって言ったって、佐倉さんの家で二人きりなんて……絶対行くわけにはいかない。

「あ、いや、でも……次のサークルのときじゃ駄目なの!?」

「早く原稿に取りかかりたいから、なるべく早くテーマも決めちゃいたいんだよぉ」

「そ、そっか。確かにそれはそうだけど、でも……あっ！」

　そこで俺は、前の方で川北さんに話しかけられている長谷川の後ろ姿が目に入る。

　俺は思わず長谷川の肩を叩いた。

「？　柏田君……？」

「あ、あのさ……長谷川も、一緒に付き合ってくれないかな？　打ち合わせ」

「打ち合わせ？」

　長谷川が不思議そうに首を傾かしげる。

「えっ……」

　佐倉さんがその様子に驚いている。

「こ、これから、佐倉さんの家で、佐倉さんの漫画のテーマについて話し合おうってことになったんだけどさ、その……俺一人の意見だと偏かたよっちゃうと思うから、長谷川の意見も聞きたいんだ！」

　長谷川は一いつ瞬しゆんきょとんとしていたが、その後俺と佐倉さんを交こう互ごに見て、全すべてを理解したかのように頷うなずいた。

　さすが長谷川、この状じよう況きようを一瞬で察してくれたみたいだな……。

「ええ、分かったわ。私も行っていいのなら……」

「そっか、良かった！　……い、いいかな？　佐倉さん」

　恐おそる恐る佐倉さんの顔を見ると、ポカンとして固まっていたが、少しして、

「……も、勿もち論ろん！」

と、苦笑いを浮うかべて返事をした。




　佐倉さんの家は、大学から一駅先の駅から歩いて五分のところにあるアパートだった。

「一人暮らしってことは、佐倉さんって実家こっちの方じゃないの？」

「うん！　えっとねー、埼さい玉たまの田舎いなかの方！　まあ、二時間くらいかけて通えないことはなかったんだけどさ。いい機会だから一人暮らししてみたら？　って親が言ってくれたから」

　アパートの二階へ上がり、佐倉さんは自宅の扉とびらの鍵かぎを開ける。

「あっ、ごめんね二人とも、ちょっとここで待っててもらえる!?　今部屋すっごい汚きたないんだ！　急いで片付けるから！」

「ああ、うん、分かった」

　佐倉さんは少し焦あせったような表情で俺たちに告げると、一人部屋の中へ入っていった。佐倉さんって女の子らしいしきちんとしてるイメージなのに、部屋が汚いなんて意外だな。

「は、長谷川、ありがとう……」

　佐倉さんを待っている間、俺は思わず長谷川に礼を言う。

「こういうことだったら、いくらでも協力できるわ」

　俺は長谷川の言葉に驚いた。

「まあ、あなたのことだから、なんだかんだ言っても大だい丈じよう夫ぶだとは思っているけれど……恋ヶ崎さんに心配をかけるようなことはして欲しくないもの」

「は、長谷川……」

　長谷川はそんな風に考えて、気に掛かけてくれていたのか。

「お待たせ～！　もう入っていいよー！」

　そこで、佐倉さんが扉を開けて顔を出した。俺と長谷川はそこで会話をやめて、佐倉さんの家の中へとお邪じや魔まする。

　佐倉さんの家の中は、ほんのりいい香かおりが漂ただよい、綺き麗れいに片付いている、女の子らしい部屋だった。

「同人誌について打ち合わせするから、パソコンのある部屋の方がいいよね」

　そう言って、佐倉さんは自分の部屋へと俺たちを案内する。

　部屋の中には、漫まん画がやゲームが棚たなにぎっしり並んでいたり、『船隊これくしょん』やボーカロイドのキャラクターフィギュアが並んでいたりと、期待を裏切らない、いかにもオタクの女の子っぽい部屋でもあった。

　パソコンはディスプレイが非常に大きく、また、パソコンの前にはこれまた大きなタブレットが置かれていた。

　タブレットというのは、本格的にパソコンで絵を描かく人が持つものだと認にん識しきしている。俺の家にはないが、ムラサキさんの家にも確かあった。

　佐倉さん、やっぱり相当絵を描いているみたいだな。プリンターもやたらと大きく本格的なものだし、同人活動したことないって、本当なのだろうか？

「じゃあ、ちょっと飲み物とか持ってくるから待っててね」

「あ、ありがとう」

　佐倉さんはそう言って、一度部屋を出る。が、次の瞬間すぐに扉が再び開いた。

「あっそうだ！　汚い部屋を無理矢理片付けたから、どこか開けたりするとすぐボロが出るんだ！　だから、クローゼットとか机の引き出しとか、開けないでね！　絶対！」

　佐倉さんはなぜか必死な形相で俺たちに告げた。

「え？　あ、う、うん……」

　そんなこと言われなくても、勝手に人の家のクローゼットを開けたりなんかしないけど。

　何をそんなに心配しているのだろう。

　そこまで必死に言われると、逆に何が入っているのか気になってしまう。勿論、だからと言って開けたりはしないが。

　佐倉さんは今度こそ扉を閉めて部屋を出て行った。

「佐倉さん、何か見られたくないものでもあるのかねえ」

　言いながら何気なく長谷川の方を見る。

「そうね……あの焦りようはそういう感じだったわ」

　長谷川の姿を見て、俺は思わずぎょっとした。

　長谷川はいつの間にか上に着ていたカーディガンを脱ぬいで、水色のワンピースの胸むな元もとをパタパタとさせていた。

　胸元があまり開いていないデザインの服なので長谷川の肌はだが露ろ出しゆつしているというわけではないのだが、その仕草にドキドキしてしまう。

　長谷川は相当暑いらしく、首元が少し汗あせばんでいる。

　確かに今日は、まだ六月中ちゆう旬じゆんだというのに真夏日のように暑い。佐倉さんは先ほど部屋の冷れい房ぼうを入れてくれたが、まだまだ部屋は涼すずしくならない。

「？　柏田君？」

「あ、ええーっと！」

　思わず長谷川から目を逸そらす。嫌いやにわざとらしくなってしまったかもしれない。

　な、何か、他ほかに気が逸れるものは……。

　俺は佐倉さんの部屋の本棚に目をやる。そこには、『エセコイ。』『ご注文はねこですか？』などのラブコメ系、萌もえ系のコミックスや、『船これ』のアンソロジーや同人誌などが並んでいたのだが、意外にも少年漫画なども一いつ緒しよに並んでいた。

「へえー、佐倉さんって『弱虫ハンドル』とかも読むんだ～！」

　俺は本棚に顔を近づけた。

『弱虫ハンドル』はあかりがコミックスを買っているので俺も読んでいる。

　ロードレースを題材にした熱いスポ根王道少年漫画で、俺が読んでも普ふ通つうに面おも白しろいのだが、どうやら腐ふ女じよ子し人気も高いらしい。

　よくあかりも深夜にアニメを見ながら『しんぱちぃ──っ！　スリーピングビューティ──ッ！』などと萌え叫さけび、最近はロードバイクの購こう入にゆうを検討しているらしい。

「え？　あ、本当……」

　俺の発言に、長谷川も本棚を覗のぞき込む。

「……！」

　そこで、はっとする。長谷川が本棚を覗き込んだことで、顔が近付いてしまった。俺は慌あわてて本棚から顔を離はなす。

　ま、まずいな。よく考えたら今って、密室に二人きりなわけだし……。

　そう思うと、余計に顔が熱くなってくる。

「さ、佐倉さんが『弱虫ハンドル』好きだなんて意外だな～！　萌え系漫画とか男性向けの作品が好きなイメージだったからさ！」

「……。ええ、そうね……」

　さりげなく長谷川の方を見ると、長谷川も俺から少しだけ顔を離して答えた。

「お待たせ～！」

　そこで、佐倉さんが飲みものとおやつを持って部屋に戻もどってきた。

「二人とも、何の話してたのー？」

　佐倉さんが俺と長谷川を見て、笑え顔がおでそんなことを聞いてきた。

「え!?　あ、佐倉さんが『弱虫ハンドル』読んでるなんて意外だなーって。うち、妹が好きで俺も読んでるからさ」

「……っ！　あ、う、うん！　ウチ、ああいう少年漫画も普通に好きなんだよねっ！」

「……？　へえ、そうなんだ」

　佐倉さんはなぜか少し慌てているように見えた。

「そっそれよりさ！　ウチ、どんな話描きたいかちょっと考えたんだ～！」

　佐倉さんはテーブルの上に飲み物を置いてから、俺の隣となりに座った。

「やっぱエロメインとはいえ、純愛ものがいいな～って思って！　昔からの知り合いで、何かにつけて張り合ってきたライバル同士の二人が、実は心の奥底では惹ひかれ合ってて～みたいなの、萌えない!?」

　佐倉さんは言いながら、俺の方に身を乗り出してくる。

「……!?」

　そこで前に手を突ついて前ぜん傾けい姿勢になっている佐倉さんの、フリフリのブラウスの胸元が大きく前に垂れており、彼女の白い胸元が少し見えてしまっていることに気付いた。

　このブラウス、意外と胸元が開いたデザインなんだな……。

「……？　柏田君？」

「う、うん、い、いいんじゃない!?」

　見てしまった後、佐倉さんに声を掛けられて慌てて目を逸らした。俺が胸見てたこと、バレてない……よな!?

　話の内容より、嫌でもそっちが気になってしまう。やたらと距きよ離りも近いし……。

　いや、佐倉さんはわざとやってるわけじゃないんだろうし、真ま面じ目めに考えてくれているんだから、俺も話し合いに集中しなければ！

「それだと、テーマは何になるのかしら？　『ライバル』……？」

　そこで長谷川が口を挟はさむ。

「えーっと、うん、そうかなあ」

「『ライバル』かあ……。なんか、男性向けエロだとあんまりないジャンルかもなあ。それだけじゃ、ちょっと弱い気がするっていうか……」

　それこそ、あかりが読んでるようなＢＬ同人誌だと、よくライバル同士のＢＬものはあると思うんだけどな。

　いや、あかりのホモ本を読んでるわけじゃないが、あかりはたまに自室以外にもリビングにＢＬ本を置きっぱなしにしていたりするので、そういうのを何度か見たことがある程度なのだが。

「うーん、そぉ？　萌えると思ったんだけどなあ……」

「!?」

　佐倉さんは言いながら、上目使いで俺の顔を覗き込んだ。今度は俺の横に座った状態で自分の身体からだを俺に傾かたむけている。

　俺に身体が近付いたことで、俺の位置からまたしても胸元が大きく見えてしまう。

　胸の谷間が見えて、下着まで見えてしまうんじゃないか、と思うほど……。

　それにしても、佐倉さんって意外と胸あるんだなあ。小豆あずきちゃんやムラサキさんほどじゃないけど、確実に恋ヶ崎や長谷川よりはありそう……。

「柏田君？」

「えっ!?　あっ……」

　そこで正面に座る長谷川に声を掛けられて、慌てて佐倉さんの胸元から長谷川に視線を移す。長谷川は呆あきれた表情で俺を見ていた。

　や、やばい！　俺今、思いっきり佐倉さんの胸凝ぎよう視しして……!?

　長谷川にはそのこと気付かれていそうだし、もしや、佐倉さんにもバレてる!?

　ああもう、何やってんだよ、俺！　とにかく、話し合いを先に進めないと！

「あーえっと！　た、例えば、ライバルで幼おさな馴な染じみ、にすればアリかも！　で、テーマを『幼馴染みとの純愛』にして、みんなにもそのテーマで描いてもらう、とかさ」

　俺は咄とつ嗟さに考えて佐倉さんに提案した。

　幼馴染みは、男性向けエロでも王道中の王道だ。とても需じゆ要ようがあると思う。

「ライバルで幼馴染み、かあ……。うん、それもいいかも！」

　佐倉さんは少し考えてから、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「それで描けそう？」

「うん、バッチリ！　さっすが柏田君だね！　やっぱり柏田君に相談して良かったよ～！　ありがとね！」

　佐倉さんは目を輝かがやかせてそう言いながら、俺の腕うでに飛びついてきた。
















「……っ!?」

　腕に手を絡からめられたことにも驚おどろいたのだが、それ以上に……佐倉さんの胸が思い切り俺に当たっていることに気付いて、動どう揺ようを抑おさえられなくなる。

　佐倉さん、気付いてないのか!?　いや、っていうかむしろ……これ、わざと押しつけてないか!?

　二の腕当たりに彼女の柔やわらかい胸の感かん触しよくを感じて、条件反射的に興奮してくる俺。

「あ、い、いや……」

　何か返そうとしたが、動揺のあまり言葉が出てこない。

「……。テーマが無事決まったのなら、私たちは帰りましょうか」

　そこで長谷川が、冷ややかな声で言った。

「あ、うっうん！　そうだね！」

　これ以上ここにいたら、佐倉さんのスキンシップがどんどん過激になってしまうのではないか？　それは非常にまずい！

　それにもうこれ以上話し合うことがないなら、帰るべきだよな。そう思って、俺は立ち上がる。

「えぇっ!?　まだ来たばっかなのにー!?」

　佐倉さんは不満げな表情になった。

「いや、あんまり遅おそくなっても迷めい惑わくだしさ！　じゃあ佐倉さん、来週くらいまでに軽くプロット作ってきてね！　次のサークルで、みんなにテーマを報告しよう！」

　とにかく、テーマだけでも決まって良かった。

　俺と長谷川は、佐倉さんが「本当に帰っちゃうのー？」と引き止めるのも無視して、半ば無理矢理佐倉さんの家を後にした。




「まさかあなたがあそこまで露ろ骨こつな誘ゆう惑わくに弱いとは、意外だったわ」

　佐倉さんの家から駅に向かう途と中ちゆう、長谷川が氷の様な冷たい表情で俺に言った。

「えっ!?　ゆ、誘惑に弱い!?　長谷川、な、何言ってんの!?　別に、決してそんなことは……」

　やはり長谷川は、俺が佐倉さんのスキンシップに動揺したり胸をガン見してしまったことに気付いていたようだ。完全に俺に呆れているっぽいな。うぅ……。

「私が来ていなかったら、今いま頃ごろ佐倉さんとどうなっていたことか……」

「いや、どうにもなってないって！　絶対！」

　俺は強く断言する。

「そう思うなら、触ふれられた際にもっとはっきりと拒きよ絶ぜつするべきだと思うのだけれど」

　長谷川は冷ややかな表情のまま俺を横目でジロリと見る。




　俺だって、佐倉さんとどうにかなりたいなんてこれっぽっちも思っていない。俺には恋ヶ崎がいるんだから。

　だけど……あんな風に慕したってくれると、どうもはっきりと拒絶しづらい。

　今まで女性にあまりモテてこなかったから、好いてもらえるのはぶっちゃけ嬉うれしいし、なるべく傷つけたくないとか、冷たくしたくない、という気持ちがあって、拒絶できないのかもしれない。

　勿もち論ろん、情けないことに、俺自身が童どう貞てい故ゆえにスキンシップに弱い、というのも大いにあるが……。

　でも、俺は何より恋ヶ崎が大事なのだから、やはり長谷川の言う通りはっきりと拒絶するべきなんだろうな……。

「う、うん……そうだよね」

　俺が返事をすると、長谷川は心配そうな表情で俺の顔を見ていた。

　長谷川にまでこんな風に心配かけるなんて、情けないと思った。







　　　５







　翌日の金曜日、翌週の月曜日といつも通りにバイトをこなし、火曜日。

　いつも通り憂ゆう鬱うつな気分で大学の後出版社へと向かう。

「じゃあ柏かしわ田だ君、今日は来月発売分の雑誌の校正業務を頼たのむわ」

「は、はい！」

　蓮はす見みさんに雑誌の原げん稿こうを渡わたされる。校正業務は前回蓮見さんに教わった。ノートを取り出してメモをとったページを開いた。

「正確さも勿論重要だけど、スピードも重視して。二時までには終わらせて欲しいから」

「！　わ、分かりました……」

　あと一時間か……終わるだろうか。不安を覚える。

「あ、それから、こっちの白い封ふう筒とうをバイク便で凸とつ凹おう印刷所に、茶色い封筒を宅配便でこの住所まで送っておいて。バイク便はもう手配してて、三十分後くらいに来るから」

「はい、分かりました」

　バイク便の送り方と宅配便の送り方も以前教わっている。

　まずはバイク便の送り状に送り先を書く。それからなるべく急いで校正作業に突とつ入にゆうする。

　やがてバイク便の業者が来たので封筒を渡して、再び校正作業に戻もどる。

　午後二時になる五分前、校正作業が終わった。

「終わりました」

「はい。じゃあ確かく認にんするから見せて」

　蓮見さんに原稿を渡す。ああ、間に合って良かった……。

　そのとき、なぜか蓮見さんが俺の机の上を見て驚いた顔になる。

「……！　こ、これ……バイク便に渡してないの!?」

　蓮見さんは俺の机の上の封筒を手にとって言う。それは宅配便で送っておいてと言われた封筒だったと記き憶おくしているが……。

「えっと、もう一つの封筒をバイク便に渡したんですが……」

「……！　私さっき、白い封筒をバイク便で、って言ったわよね？」

「えっ!?」

　噓うそだろ!?　ま、まずい……完全に勘かん違ちがいしていた！

　蓮見さんは勢いよく席を立つと、スーツのジャケットを着る。

「この封筒は今日の三時までにどうしても印刷所に届けないと間に合わないものだからバイク便だったのよ！　今からバイク便を手配したら間に合わないから、これからタクシーで私が直接届けてくるわ」

「え!?　す、すみません！　じゃあ僕も……」

「来なくていい。ホワイトボードに私の行き先『凸凹印刷所』って書いておいて」

　蓮見さんはそれだけ言って急いで会社を出て行った。

　ああ、なんてことだ。なんで送り先を勘違いしてしまったのだろう。少し前の自分を呪のろいたい。俺がミスをしたばっかりに、蓮見さんに迷惑をかけてしまうなんて……。

　仕事を手伝うということで入ったのに、逆に蓮見さんの仕事を増やしてどうするんだよ。

　それから俺は、何の仕事をしたらいいか分からなかったので、いつも通り電話に出つつ、暇ひまなときにやっておいて欲しいと言われている書類のファイル閉じや不要な書類をシュレッダーにかける仕事などをしていた。




　約二時間後、蓮見さんが編集部に戻ってきた。

「！　す、すみませんでした……」

　俺は席を立って蓮見さんに謝った。

「とりあえず間に合ったわ」

　蓮見さんは俺が想像していたより怒おこっておらず、冷静に言った。

「それからこれ、あなたが間違ってバイク便で印刷所まで手配した荷物を引き取ってきたから、再度正しい送り先に宅配便で送っておいて」

　茶色い封筒を渡される。

「は、はい。分かりました」

　蓮見さんは机に戻り、先ほど俺が校正をした雑誌の原稿をチェックした。

　二時までに、と言われていたのに、俺のせいで四時になってしまったな……。

「ええ、問題ないわ。これで入にゆう稿こうしておくから」

「は、はい！　宜よろしくお願いします」

「で、柏田君……」

　そこで初めて蓮見さんが俺の方へと椅い子すを向け、俺の顔を見た。真顔だった。

「どうして私の指示と逆に荷物を送ったの？」

「……！」

　怒ってないだなんて、俺の完全な思い違いだった。蓮見さんは静かに怒っている。

　普ふ段だんから厳しいけど、こんな風に怒っている彼女を見るのは初めてで、心底恐きよう怖ふに震ふるえ上がる。

「ほ、本当にすみませんでした……」

「理由を聞いてるの」

「え、えっと……こ、校正業務を二時までに終わらせなければならないということに頭がいっぱいで……送り先を逆だと勘違いしてしまって……」

「不安なことがあったら毎回確認してって言ってるでしょう？　今回私がすぐに気付いたから良かったけど、気付いてなかったらどうなってたことか。あの封筒に入っているものが印刷所に三時までに届かなかったら、来月発売分の新刊が落ちるところだったのよ!?」

「……！　そ、そうだったんですか……。本当にすみませんでした……」

　それからも、蓮見さんからの説教は続いた。俺はひたすら謝ることしか出来ず、自分がしてしまったことがどれだけまずいことだったのかということをよく理解した。

　と同時に、自分はなんて駄だ目めな人間なんだろう、という気持ちでいっぱいになってくる。




　その日の終業時間になり、俺は暗い気分で一人帰路につく。

　高校の時のカラオケのアルバイトとは、わけが違う。これはもう、バイトというより社会人に近いのではないだろうか。

　俺には荷が重すぎる。自分の失敗のせいで大変なことになって、人に散々迷惑をかけてしまうだなんて。

　うっかりしているところが多い俺には、こういう細かい仕事は向いてないんじゃないだろうか？

　落ち込みながら、色々なことを考えた。

　そして結果的に、ついに、このバイト辞やめたい……なんて思ってしまう情けない俺だった。

　今までは、大変だけど好きなことだし、楽しいこともあるし、恋こいヶが崎さきとの免めん許きよ合宿のためにも頑がん張ばろう、という気持ちでなんとか乗り切ってきた。

　だけど、そろそろ限界だ。

　バイトなのに仕事は大変だし、編集部ではまだ誰だれとも打ち解けられないし、電話応対だってたまにクレーマーみたいな人がいて、その相手をしなければならないこともあるし、蓮見さんはいつまで経たっても怖こわいし……。

　短期バイトだから今月いっぱい我が慢まんすればいい話だが、それすらももう耐たえがたい。

　今週の金曜日のバイトが終わったら、蓮見さんに辞めるって言おう。怒られてすぐ辞めるなんて、メンタル弱すぎだろ、と思われるかもしれないが、もうこの際仕方がない。

　免許合宿のための金なら、他ほかの楽なバイトでだっていくらでも稼かせげるじゃないか。このバイトを辞めてすぐに短期バイトに応おう募ぼしたらいい。

　恋ヶ崎には──情けないからあまり言いたくないな。次のバイトが決まったら報告することにするかな。




　翌日の水曜日。

　今日はバイトがないのでサークルへと向かう。

「あ、柏田君！」

　部室に入ると、佐さ倉くらさんが俺の顔を見るなり嬉うれしそうに声を掛かけてきた。

「プロット書いてきたよ～！」

「あ、本当!?　見せて！」

　佐倉さんが書いてきたプロットを早さつ速そく読む。




『幼よう稚ち園えんの頃ころから一いつ緒しよの幼おさな馴な染じみの女の子がヒロイン。

　幼稚園、小学校、中学校とずっと一緒で、勉強、スポーツ、習い事、部活と何かにつけて主人公と張り合ってきた。

　そして高校生になった今、二人はどちらが先に恋こい人びとを作れるかということで競きそっていた。

　ある日、ヒロインがクラスの男子から告白される。そのことを知り、焦あせる主人公。

　ヒロインに『あいつと付き合うのか？』と聞くと『そうすればあんたに勝負で勝てるしね』と言われる。そこで主人公はようやく自分が幼馴染みが好きなんだということに気付く。

　主人公の方からヒロインに告白すると、実はヒロインも主人公のことがずっと前から好きだったと言われる。

　二人は誰もいないヒロインの家で、身も心も結ばれる』




「……な、なるほど」

　エロ漫まん画がだし短いページ数なわけだから、こういう所謂いわゆるテンプレ王道ストーリーで全然いいと思う。テンプレながらちゃんと話の起き伏ふくはあるし。

　だけど……これじゃあなんというか、まるで少女漫画だ。男が読んでいて楽しくない。佐倉さんは女子なので、女子からしたらこういう展開の方が嬉しいんだろうけど……。

「いや、すごくよくできてると思うんだけど……これ、逆ってわけにはいかないかな？」

「逆？」

「うん、主人公がクラスの女子から告白されて、ヒロインが焦って主人公に告白する～っていうパターン。男性向けだから、男としたら、そっちの方が嬉しいと思うんだよね」

「ああ～！　そっか、そうだよね。じゃあそういう風に修正するね！」

　佐倉さんが素す直なおに聞き入れてくれたので助かった。これはもう一押し行けるかも。

「あ、それから……で、できればなんだけど、そういう行こう為いに及およぶのも、ヒロインの方からの方が、読者は嬉しいかなと思うんだけど……」

　少し恥はずかしかったが、少しでもいい同人誌にするにはとても重要なことなので、佐倉さんに告げた。

「い、いやその、女の子の方から積極的に迫せまってくれる、っていうのは、やっぱり男の夢っていうか……！」

「……！　あ、そっかあ。そうだよね！」

　佐倉さんは笑え顔がおで俺のその意見も聞き入れてくれた。

「やっぱり柏田君も、女の子から積極的に迫ってくれた方が嬉しいんだぁ？」

「えっ!?　あ、あはは、どうだろうね……。でも、一いつ般ぱん的にはそうかな、って……」

　勿もち論ろんそりゃあそうなのだが、恥ずかしいのでそんなことはっきり言いたくない。

「もぉ～一般的には、じゃなくて柏田君の意見が聞きたいのに～。とにかく、分かったよ。そういう風に修正しておくね」

「うん！　そしたら、もうネームに入っちゃっていいから！」

　プロットが完成して一安心だが、勝負はここからだ。

　アニ研の同人誌に勝てる同人誌を作れるよう、俺も監かん修しゆうという立場から全力で頑張ろう。







　二日後の金曜日。

　いつも通り、大学の授業の後スタジオへと向かう。

　今日の仕事が終わって編集部に戻もどったら、勇気を出して蓮見さんに辞めたいという旨むねを伝えなければ。

　辞めたいと言ってすぐ辞められるかは分からないが、なるべく早く言った方がいいだろう。

　もしかしたら、これが最後のアフレコになるかもな……なんて思いながら、『ヒキネト』のアフレコをじっくりと堪たん能のうした。

「す、すみません。もう一度お願いします！」

　アフレコの途と中ちゆうで、深ふか瀬せ愛めぐみがセリフを間違えて収録が一度中断した。とても長いセリフだったので、無理もないと思う。

　しかし、その後も深瀬愛は何度も同じセリフを間違えた。五回目くらいでやっと正しく言い切って、なぜか俺まで内心ほっとする。




　その日の休きゆう憩けい時間。

「ああいうことがあると収録押しちゃうから。皆みんなに迷めい惑わくがかかるって分かるでしょ？」

「はい……本当にすみませんでした！」

　トイレに行っていた俺が戻ろうとすると、廊ろう下かで話し声が聞こえてきた。

　廊下では、事務所の女性マネージャーに深瀬愛が注意を受けていた。深瀬愛のマネージャーは、その時々によってアフレコに付き添そったり来なかったりする。

　さっきのことで、こんなにきつく注意されてしまうんだな……。

　俺の姿に気付いたマネージャーは気まずそうにペコリと頭を下げて、その場から去った。

「す、すみません！　盗ぬすみ聞きするつもりはなかったんですけど」

「あ、いえ……」

　深瀬愛も俺の顔を見て苦く笑しようした。

「はぁ……」

　それから、深いため息をつく。やっぱり、今[image: しか]しかられたことが相当堪こたえてるみたいだ。

　そりゃあ無理もないと思う。女子高生が、こんな大人に混ざって仕事してるだけでも大変だろうに、少しのミスであんな風に厳しく注意されるなんて。

「その……た、大変でしたね」

「本当に自分が嫌いやになります。あんな風に皆みなさんに迷惑をかけてしまって。もっともっと頑張って、皆さんに迷惑をかけないよう、早く人並みにお仕事できるようにならないと」

　俺は深瀬愛の言葉に驚おどろいた。

　彼女はまだ高校生だというのに、怒おこられたことに落ち込んでいるわけではなく、皆に迷惑をかけたことを気にしているっていうのか？

　若いのになんて立派なんだろう。

　それに比べて、俺はどうだ？　自分が悪くて人に迷惑をかけて怒られて、辛つらいから辞めたい、だなんて……。なんて甘い考えなのだろう？

　俺より若い子が大人の中でこんなに頑張ってるっていうのに……。俺は心から自分が情けなくなった。

　もし俺が今ここで辞めたら、余計に蓮見さんや編集部に迷惑をかけることになる。

　俺も深瀬愛のように、自分が辛いから辞めたいとかそういうことじゃなく、周りに迷惑をかけないように、少しでも役に立てるように、ということを優先的に考えるようになりたい、と、強く思った。

「実はプライベートで少し落ち込むことがあって、それが原因であんなに失敗してしまって」

「そ、そうだったんですか。それは大変でしたね……」

「いえ。そんなプライベートを仕事にも持ち込んじゃうなんて、本当にプロ失格です」

「……！　そういう風に考えられる時点で、全然プロ失格なんかじゃないと思いますよ。嫌なことがあっても、仕事のこと、周囲の人のことを一番に考えて心を入れ替かえようと必死に頑張ってる深瀬さんは、若いのに本当に立派ですよ……。尊敬します」

　気付いたら俺は、深瀬愛にそんな言葉をかけていた。

　それは、俺の本当の気持ちだった。

「か、柏田さん……」

　深瀬愛は呆ぼう然ぜんとして俺の言葉を聞いていた。

「あ、ありがとうございます。そんな風に言って頂けるなんて……嬉しいです」

　やがて彼女は、恥ずかしそうな笑顔になって俺に礼を言った。




　自分より年下の子が、自分の何倍も頑張っているんだ。俺も、こんなんじゃダメだ。

　あと少しなんだし、せっかく好きなことに関かかわる仕事ができてるんだし……もう少し頑がん張ばってみることにしよう。

　深瀬愛と話してそう考えを改めた俺は、蓮見さんに辞めるということを一度思いとどまることにした。




　その日、家に帰ってから俺は恋ヶ崎に電話をかけた。

「あ、柏田？　今日バイトだっけ？」

「ああ、うん……実は今日、バイト辞やめようとしてた」

「……はっ!?」

　俺の言葉に、恋ヶ崎は驚いた。

　辞めようと思う、ということは言いたくなかったけど、辞めるのやめた、ということはなんとなく報告しようという気分になった。

「お前にはバイトの愚ぐ痴ちあんまり言ってなかったけどさ、辛いし大変だし、この間はミスして怒られるしで……。まあ、色々考えて、結果的に辞めないことにしたんだけどさ」

「な、何それ？　なんであたしに言わなかったの!?　なんで一人で解決してんの!?」

　恋ヶ崎の声は、心配しているかのような、怒っているかのような様子だった。

　俺は最近、バイト先の話はしても辛いからあまりしたくなくて、恋ヶ崎にほとんどしていなかった。逆にサークルの話はよくしてるけど。

「お前には、情けない面を見せたくないから、話せなかったんだよ」

　俺は正直な自分の気持ちを話した。

「もう、だから、何なのよそれ！　あんたの情けない面なんて、もう死ぬほど見てるし！」

「……！」

「でもその度たびに、あんたは……自分で頑張って、乗り越こえてきたじゃん。そういうところも、何回も見てる」

「こ、恋ヶ崎……！」

　そうか。情けない俺なんて、いつものことだったんだ。

　高校時代から、何度つまずいたり失敗したり凹へこんだりを繰くり返したことか。

　だけど、そこからどう立ち上がるのかが、俺の頑張りどころなんじゃないか。恋ヶ崎に言われて、やっと気付いた。

　あんな風に失敗して説教くらったくらいでへこたれてどうするんだよ、俺。

　次失敗しないように、もっとミスをせずにきちんと仕事が出来るように頑張ればいいじゃないか！

「ああ、そうだよな！　恋ヶ崎、サンキュー！」

「これからは、その……ちゃんと。言ってよそういうの。辛いこととか、愚痴とか」

「恋ヶ崎……」

　恋ヶ崎の言葉が、嬉うれしかった。

　これからは、何かあったら隠かくさずきちんと恋ヶ崎に言うことにしよう、と思った。







　翌週の月曜日。

「おはようございます！　せ、先日はすみませんでした！　今日も宜よろしくお願いします！」

　俺は出社してすぐ、蓮見さんに頭を下げた。誠意を見せておかなければ、と思ったのだ。

「え!?　ちょっと、や、やめてよもう」

　蓮見さんは気き恥はずかしそうに俺に言うので、慌あわてて頭を上げた。

　やばい、なんかおかしかったか、俺……？　また怒られるんじゃ!?

「ほら～もう、蓮見さんがあんな風に怒るからじゃないですかー！」

　そこで、蓮見さんの向かいに座る、蓮見さんとよく雑談している女性社員が口を挟はさんだ。

「その……もう済んだことなんだから、そんな風に謝らなくていいわ。もう忘れなさい」

　蓮見さんがなんだか気まずそうに俺に言う。

「え!?」

「私、バイトだろうと何だろうときつく言い過ぎるところがあるのよ。だから、あなたもそんなに気にしなくていいわ。次回から気をつけてくれれば、それでいいから」

　予想外の蓮見さんの反応に、俺は戸と惑まどった。

「じゃあもう、気を取り直して、今日の分の仕事をしてもらうわ」

「あ、はい！」

　蓮見さんにそう言ってもらえて、とても気が楽になった。

　いつも通り頼たのまれた仕事をこなしつつ、俺が仕事のために郵便物を取りに行こうと席を立った際。

「柏田君」

　声を掛かけられて振ふり向くと、そこには新あら井いさんがいた。

「頑張ってるみたいだね。さっきの謝りっぷり、見事だったよ～。なかなか根こん性じよう据すわってるよねえ、ほんと」

「え!?　み、見てたんですか!?」

　新井さんに見られていたことを知り、なんだか恥ずかしくなった。

「蓮見ちゃんの下に入ったバイトって、怒られてすぐ辞めちゃう子が多くて。柏田君はもうすぐ任期満まん了りようしそうだから、ほんとによく耐たえてるよ」

「えぇっ!?　そ、そうなんですか!?」

　新井さんの言葉に、俺は驚いた。

　俺が異常に仕事が出来ないから怒られてたのかと思っていたが、そういうわけじゃないのか？

　なんだかその話を聞いたら、一気に気が軽くなった。今後蓮見さんに注意されても、必要以上に落ち込まなくて済みそうだ。

「柏田君がこんな風に頑張ってくれてると、俺も推おした甲か斐いあったよ」

「え？　推し……？」

「うん。面接の後の話し合いでさ。突つっ込まれても自分の意見を変えずに筋を通そうとしてるし、編集長に堂々と自分の意見を言えるなんて根性あるし、新しい展望も持ってるんじゃないかって見込んで、俺が柏田君を推しといたんだ」

「え!?　そ、そうだったんですか!?」

　新井さんの言葉に、俺は驚いた。

　まさか新井さんが俺のことをそんな風に思ってくれていただなんて……嬉しかった。

「新井さん、ありがとうございました！」

「ちょっと新井さん！　柏田君の仕事の邪じや魔ましないでもらえます!?」

　そこで、新井さんと俺が立ち話をしていることに気付いた蓮見さんに注意されたため、新井さんは「おお、こえ～」などと言ってその場から立ち去った。




　新井さんが俺のことをあんな風に思ってくれていることも救いになったし、蓮見さんも思っていたより悪い人じゃないということが分かり、一気に気持ちが前向きになれた。

　それからも、バイトではちょくちょくミスしたり注意されることはあったが、蓮見さんはこの間のことを気にしてなのか、少し優やさしくなった気がする。

　毎日忙いそがしく働いていたらあっという間に一週間が過ぎていき……。




　翌週の金曜日。

　今日は、このバイトの最終日だった。長いようで短い一ヶ月半だったな。

　いつものように大学の後にスタジオに入る。このアフレコの収録にもう同席できないのかと思うと、とても残念だった。

　スタジオに着いて、原作者とイラストレーターさんに今日が最後であることを告げ、最後の挨あい拶さつをする。

「そうだ、柏田君。今日このアフレコの後、何か予定ある？」

　収録が始まる前、蓮見さんにそんな質問をされたので驚おどろいた。

　今日のアフレコはいつもより長く、六時頃ごろまでを予定している。そのため、俺はこのアフレコを最後に、もう出版社へは行くことなく任期を終える。

　この間の火曜日が出社最終日で、机の上を片付けたり、蓮見さん以外の編集部の人たちに「お世話になりました」と挨拶をしたりした。

「え？　いえ、特にないですけど……」

　蓮見さんにこの後の予定を聞かれるなんて、一体何なんだろう。どうしても手伝って欲しい仕事があるからこの後出版社に来て欲しい、とか？

「実は今日、アフレコの後スタッフみんなで軽く打ち上げというか、飲みに行こうって話が出てるの。もし時間があったら、あなたもどう？」

「えっ!?」

　予想外の誘さそいに、驚いた。

「あ、勿もち論ろん、未成年……あなたや深瀬さんはソフトドリンクよ」

　深瀬愛や、他ほかの声優も来るのか!?　そんな打ち上げに俺が呼んでもらえるなんて！

「あ、俺も行っていいなら……行きたいです！」

　気付けば俺は、即そく答とうしていた。

　この後特に予定もないし、そんな美お味いしい話二度とないだろうし、参加したい。

「分かったわ。店は駅の近くを予約してあって、収録の後みんなで移動するから」

「は、はい！　分かりました」




　やがて、俺にとっての最後のアフレコが終わる。

　今日は休きゆう憩けい中などに深瀬愛と話せる機会がなかったので、残念に思う。今日が最後だって挨拶をしたかったのだが……。飲み会で話せるだろうか。

　アフレコが終わったあたりで、他の仕事で席を外していた蓮見さんがスタジオへと戻もどってきた。収録の後全員で駅の近くの飲み屋へと移動する。

　合計で三十人程度と大所帯なので、店の一角をほぼ貸し切るような形になった。

　それぞれ席に着く。俺は蓮見さんや原作者さん、イラストレーターさんの近くに座った。

　声優さんは声優さん同士で固まって、監かん督とくの近くに座った。当然俺からは遠い席だ。

　この調子じゃ深瀬愛とも全然話せなさそうだな。

　まあ、声優を近くで眺ながめられるってだけで満足することにしよう。この場にいられること自体がすごくラッキーなわけだし……。

　やがて監督の音頭で乾かん杯ぱいをした。俺は蓮見さんに言われたとおりソフトドリンクだ。

　主にこの作品のこと、アニメのこと、仕事のことなど、スタッフが原作者さんやイラストレーターさんと話しているのを、俺は時折相あい槌づちを打ったり笑ったりして聞いていた。

　大人たちは酒のためかテンションが高くなったり饒じよう舌ぜつになったりしている。俺は特に仲のいい人や年が近い人もいないし、一人だけシラフなので、妙みように冷静な気分だった。

　せめて酒が飲めれば、もう少し一いつ緒しよに楽しめたのかもしれないが……。




　それから俺はトイレのために席を立ち、用を足してから、席に戻ろうとした。

「あ、柏田君、ちょっと」

「え!?」

　自分の席に戻る前に、蓮見さんに呼び止められた。

　蓮見さんの隣となりの席が空いていて、蓮見さんが席を指差し俺にそこに座るよう指示をする。

　な、何を言われるんだろう。少し怖おじ気けづきながらも、座った。

「柏田君、今日まで一ヶ月半の間、お疲つかれ様でした」

　しかし、蓮見さんの口から出たのは思いも寄らぬ言葉だった。

　蓮見さんの顔を見るといつもよりほんの少し綻ほころんでおり、どの程度か分からないが酒に酔よっているのだろうと感じた。

「あ、ありがとうございます。今まで大変お世話になりました」

　蓮見さんがわざわざ俺を呼び止めて、こんな風に挨拶してくれるだなんて。

「あなたには雑用ばかりやらせてしまって……それに毎日きついことばかり言ってしまって、悪いことをしたと思ってるわ」

「え、えぇ!?　いえ、そんな……」

　うおおお、まさかあの蓮見さんがこんなことを言うだなんて……。酒が入っているからとは言え、軽く感動してしまう。

「今回ので、編集部の仕事なんて二度としたくないって思ったかもしれないけど……社員として編集部に入って、ライトノベルを作る立場に回ったら、編集者も楽しいと思えるはずよ。だから、将来少しでも興味があったら、編集者の仕事も就職先の候補の一つに入れて欲しいって思ったのよ。あなたはそそっかしいところもあるけど、何より根性があるから、編集者に向いてると思うわ」

「え……!?」

　蓮見さんが続けた言葉に、俺は更さらに驚いた。

　俺が編集者に向いてる!?　毎日あんなに注意をしていたのに、蓮見さんは俺のこと、そんな風に思ってくれていたのか!?

「自分が読んでみたい、自分だったら買ってみたい、って思える小説を作ることは、本当に楽しいことなの。今回のバイトでそれを教えてあげられなかったことが残念だけど……」

　恐おそらく酒の力のせいで、いつもより饒舌になっている蓮見さん。

「あ……ありがとうございます！　俺もこのバイトで、仕事で好きなものに関かかわることができるのって、素す晴ばらしいことだな、って思いました」

「そう？　ならいいんだけど……」

　辛つらいことが多かったが、好きなことに関われた時間は有意義だった。

　もう少し本格的に編集者として働くことができれば、蓮見さんの言っていたように『好きな小説を作る楽しさ』が分かるのだろうか、なんて思った。

　最後の最後で、蓮見さんとこういう話ができて本当に良かった。これで気持ち良くバイトを終わることができる。

　ただもう一つ、心残りがあるとすれば……。

「……！」

　俺の目に、深瀬愛の姿が入ってきた。

　彼女は誰だれと話すでもなく、一人ポツンと寂さびしそうにジュースを飲んでいる。

「呼び止めちゃってごめんね。もう自分の席に戻っていいわよ」

「あ、は、はい」

　蓮見さんにそう言われたので、俺は席を立ち自分の席に戻ろうとしたのだが……そこで俺は、深瀬愛が席を立ったことに気付いた。

　席も遠いし、このままだと今日は飲み会で話せそうにない。チャンスは、これが最後かもしれない。今日で最後だ、って挨拶だって、まだできてないんだ。

　俺は瞬しゆん時じにそう思い、深瀬愛の後を追った。

　深瀬愛はトイレの前に立っていた。トイレに人が入っていて、並んでいるみたいだ。

「あ、あの、深瀬さん！」

　俺は思いきって声をかける。

「……！　柏田さん……」

「す、すみません、こんなところで声をかけて……。実は俺、今日でバイト最後なんです。それで、挨拶がしたくて」

「え!?　そ、そうだったんですか？」

　俺の言葉に、深瀬愛は目を丸くした。

「あ、そっか……柏田さんって、アルバイトなんでしたっけ。そっかあ、今日で最後……なんだか、寂しいですね」

　深瀬愛は寂さみしげな笑え顔がおでそう言ってくれた。たとえ社交辞令だとしても、その言葉が嬉うれしかった。

　今日で深瀬愛と会うのも最後……。普ふ段だんだったら絶対関わることのできないような、美少女アイドル声優。

　仕事だったから、軽く雑談できるまでになれた。本当に貴重な出会いだった。もう彼女と会えないと思うと非常に残念だが、仕方がない。

「これからも、頑がん張ばって下さいね！　俺、応おう援えんしてますから！」

　それは俺の本心だった。この数週間で、俺はすっかり深瀬愛のファンになってしまった。

「あはは、そんな、ありがとうございます。柏田さんも、これからも頑張って下さいね」

　深瀬愛は少し恥はずかしそうに俺を見た。そこで、女子トイレから人が出てきたので、トイレが空いたようだ。

「あ、すみません、邪じや魔ましちゃって。ど、どうぞ」

「あ、い、いえ……」

　しかし深瀬愛は、トイレに入ろうとしない。

「実は私、あの席が少し居づらくて……それで席を立っただけで、お手洗いに行きたいわけじゃなかったんです」

「え、そうなんですか!?」

　そういえばさっき深瀬愛は、席で会話に加わらず一人寂しそうにしてたっけ。

「はい。事務所の人に、こういう場では監督にアピールして気に入られるようにしろって言われてるんですけど……私、そういうの苦手で。大人の男性に積極的に話しかけること自体、大変で。他の先せん輩ぱいの声優さん方はみんな上う手まく監督とお話しされてるから、すごいなあって。こんなんじゃ駄だ目めだって分かってるんですけど……」

「……！　そ、そうだったんですか……」

　もしかして、監督に気に入られておくと仕事で有利だったり、次の仕事に繫つながったり、ということがあるのだろうか。

　確かに声優さんたちは監督を囲むようにして座っていて、盛り上がってる様子だったな。

「大変ですね、声優さんって」

「いえ……みなさん普ふ通つうにできていることを、私ができないだけなんです」

　深瀬愛は落ち込んだ様子で言う。男性に慣れていないんだったら、当然そういうことも一苦労だよなあ。

「あ、実は俺も……自分の席で、一人だけシラフだから、お酒が入って盛り上がってる大人の人たちのノリについていけないなあ、って思ってて」

「そ、そうだったんですか……。あの、もう少し休んでから席に戻りたいなって思ってるんですけど……良かったら、少しだけでいいので、お話しませんか？」

「！　も、勿もち論ろん！」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　お礼を言いたいのはこちらの方だ。まさか飲み会の最中に、深瀬愛と二人きりで話すことができるなんて。

　それから俺たちはトイレから少し離はなれた壁かべ際ぎわに寄りかかって、話をした。この場所なら、みんなの席からは死角だ。

　アニメ『ヒキネト』の話。それから、プライベートの話も少し。

　憧あこがれていたアイドル声優とこんな風に二人きりで話ができるだなんて、夢でも見ているような気分だ。

「あの……柏田さん、今まで本当にありがとうございました」

「……えっ!?」

　突とつ然ぜん改まって礼を言われて、俺は戸と惑まどう。

「現場でも、私があんなこと言ったからだと思うんですけど、よく気を遣つかって話しかけて下さって……」

　あんなこと？　とは、深瀬愛が男性に慣れていない、と言っていた件だろうか。

　彼女は俺が気を遣って話しかけていると思っていたのか？　俺は単に、話しかけたくて話しかけていただけなのだが……。

「年が近くて一番話しやすいのが柏田さんだったので、現場に柏田さんがいたことで救われたっていうか……今日で最後なんで、すごく残念です」

「ふ、深瀬さん……」

　深瀬愛は、そんな風に思ってくれていたのか？　この言い方からして、社交辞令とかじゃなく、ある程度本気でそう思ってくれていたように思える。

　こんなに可愛かわいい、オタクたちの憧れの的である彼女が、俺に救われた、だなんて……。気を抜ぬいたら涙なみだぐんでしまいそうな程ほどに、俺は嬉しかった。

「と、とんでもないです。俺の方こそ、深瀬さんとお話できて楽しかったです。バイトが辛くても、おかげでアフレコだけはいつも楽しかったですし」

「か、柏田さん……」

　俺の言葉に、深瀬愛は少し恥ずかしそうに笑う。

「あ……そろそろ戻もどらないと、さすがに変に思われそうですね」

「あ、そうですよね」

「そ、それじゃあ……柏田さん、今まで大変お世話になりました。またどこかでお会いできたら……嬉しいです」

「！　こ、こちらこそ。そうですね、またどこかで……」

　俺たちは最後にそんな挨あい拶さつを交かわして、互たがいに自分の席へと戻った。

　またどこかで、か……。バイトを辞やめてしまったら、当然会える機会なんて二度とないだろう。

　とても寂しいし、残念だ。

　だけど元々、あんな天使のようなアイドル声優の彼女に、俺なんかが関われたことが奇き跡せきのようなものなんだ。

　最後に二人きりでたくさん話せたことを、宝物のような思い出として、胸の奥に仕し舞まっておくことにしよう。




　それから席に戻ってすぐに一次会が終しゆう了りようとなり、半分くらいの人がそこで帰ることになる。俺は蓮見さんや原作者さん、イラストレーターさんと一いつ緒しよに帰った。

　別れ際ぎわに、今一度蓮見さんに「お世話になりました」と挨拶をした。




　こうして、俺の一ヶ月半に亘わたる編集部でのバイトが終わった。

　大変だったけど、最後には蓮見さんともいい感じに終われたし、何より深瀬愛とあんな風に話すことができて、気持ち良く最終日を終えることができた。







　翌週の月曜日。

「あ、柏田く～んっ！」

　俺が部室に入るとすぐに佐倉さんが俺に駆かけ寄ってくる。

　ここ最近、俺がバイトで行けなかったり、俺がサークルに行った日は佐倉さんが来ていなかったりして、二週間近く会えていなかった。

「バイトで忙いそがしかったんだね？　やっと会えて嬉しいな♥『幼おさな馴な染じみのライバル』をテーマにネーム描かいてきたから見て欲しくて♪」

「あ、描いてきてくれたんだ！」

　佐倉さんと会えない間、同人誌のネームの進行状じよう況きようが気になっていたが、ちゃんと描いてきてくれたみたいで一安心だ。

「はい、これっ！」

　佐倉さんはノートを開いて俺に渡した。開いたところには、ネームが描かれていた。

　ちなみにネームというのは、大まかなラフイラストを使って漫まん画がのコマ割りや構図、セリフなどを描いたもので、漫画の絵コンテのようなものだ。昔、『漫画の描き方』みたいな本で説明を読んだことがある。

　俺は椅い子すに座ってネームを真しん剣けんに読み込む。

「ど、どうかな？」

　ネームは、よく出来ていた。ネームのラフイラストだけでも、佐倉さんが相当絵が上手いということが分かる。構図も上手くて見やすいし、セリフ回しも自然だ。

　ストーリーも、俺のアドバイスの通りにきちんと描き上げてくれた。

　しかし……正直、俺はこの漫画にあまり魅み力りよくを感じることが出来なかった。

　まず、女の子が可愛くない。絵は十分綺き麗れいだが、何を考えているのかよく分からない。主人公の男を好きだというのも伝わってこないまま、エロシーンへと流れ込んでしまう。

　むしろ、主人公の男の方が好感が持てる。セリフも行動も顔もいちいちイケメンだ。

　それに、肝かん心じんのエロシーン。これが、全然エロくない。

　エロシーンに突とつ入にゆうしたと思ったら、もう次のコマでは二人とも全ぜん裸らになっていて行こう為いの真っ最中のシーンに飛んでいる。情じよう緒ちよも何もあったもんじゃない。

　もっとこう、その行為に及およぶまでのシーンとか、普通の同人誌やエロ漫画ではあるものなのだが。

　エロシーンはエロシーンで、ヒロインの身体からだは隠かくれている部分が多く、何がどうなっているのかよく分からない。しかも、ほんの二ページ程でそういうシーンが終わってしまう。

　いくら合計のページ数が少ないからって、これじゃあ読者は満足しない。

　また、エロシーンの最中になんだか少女漫画チックなお洒落しやれなモノローグやら、主人公の男のヒロインに対する愛の言葉などが散りばめられているのだが、正直な話、これがすごく萎なえる。

　もしかしたら、女性にはこういうエロ漫画の方が好まれるのかもしれない。

　男キャラは格好いいし、主人公のヒロインへ対する愛情はよく描びよう写しやできているし、エロシーンがいやらしくなく、良く言えば爽さわやかにお洒落に描写されている。

　でも、俺たちが出す同人誌のジャンルは『男性向け』なのだ。

「ど、どうかな!?　恥はずかしいの我が慢まんして、頑がん張ばって描いたんだけど……」

　コメントに困って黙だまってしまう。俺は佐倉さんの漫画の監かん修しゆう担当なんだし、はっきり言わなくてはならないと思う。もっとエロシーンをエロくした方がいい、と。

　だけど……ぶっちゃけ、そんなこと面と向かって女の子に言えるかってんだ！

「よ、読みやすいし、よく描けてると思う……」

　俺は気付いたら、そんな言葉を口にしていた。

　いや……待てよ、よく考えろ、俺。

　この同人誌がアニ研の同人誌より売れなかったら……長は谷せ川がわが漫まん研けんを辞めて、アニ研に入らなきゃならないんだろ!?

　そんなの、絶対に阻そ止ししなきゃいけないって決めたじゃないか！

　二次創作でなく創作ジャンルである以上、サークルの元からのファンの数や本の内容がとても大事になってくる。

　当然、うちのサークルは夏コミ初参加なのだからファンなどいない。ということは、表紙と本の中身、それが全すべてになるんだ。

　つい昨日、バイト先で言われた蓮見さんの言葉が俺の脳内を駆け巡めぐった。

『自分が読んでみたい、自分だったら買ってみたい、って思える小説を作ることは、本当に楽しいこと』

　この同人誌が出来上がったとき、俺はこの本を買いたいとは思わないだろう。

　仮にも、アルバイトだけど、編集者として一ヶ月半出版社で働いていた人間が、たとえ同人誌でも、自分が買いたくない本を作るわけにはいかないだろ！

「うん、よく描けてるんだけど……こっこの本は、男性向けっていうより女性向けな構成なんだよね！」

　思い切って、俺は佐倉さんに自分の意見を述べた。

「ふぇ？」

　佐倉さんは俺の言葉に不思議そうに首を傾かしげる。

「その、なんていうか、これじゃエロくなさすぎる、っていうか……」

　しかし、具体的な箇か所しよを指し摘てきしようとすると、言葉が出てこない。さすがに、こんな女の子にそんなことを言うのは気が引ける。

「ちょ、ちょっと、口では説明しにくいから紙にまとめていいかな!?」

　俺は鞄かばんからノートを取り出し一枚ちぎって、そこにさっき読んだとき俺が思ったこと全てを文章にまとめた。

「はい、これ！」

　書き上がり、佐倉さんに差し出す。

「ご、ごめん！　こんな細かく、本当に気持ち悪いと思うんだけど……でも、男性向けエロとして売れる同人誌を作るには必要なことなんだ！」

　俺はもうやけくそだった。ああ、こんなに『もっとエロく描け』なんて内容ばかり書いて伝えてしまったら、さすがに佐倉さんにドン引きされるだろう。

「……そうなんだね！　分かった！　なるべく直すようにするね！」

　ところが、佐倉さんはそれに目を通すと、笑え顔がおでそう答えてくれた。

「さ、佐倉さん……」

「いい同人誌を作るためにしてくれたアドバイスなんだから、気持ち悪いなんて思うはずないよ！　ウチだって、少しでもいい同人誌を作りたいって思ってるんだもん！　長谷川さんを取られるわけにいかないもんね！」

　俺は佐倉さんの言葉に感動してしまう。

　以前は苦手意識を持ったこともあったけど……こんな風に同人誌に全力を尽つくしてくれるなんて、佐倉さんってやっぱりすごくいい子じゃないか。

「うん、ありがとう！　じゃあ早さつ速そくだけど、具体的に細かく言うなら、まずこの箇所のこのセリフはいらない。それから、ここの構図は変えた方がいい。あと……」

　俺は一つ一つ、細かく佐倉さんに説明した。

　佐倉さんは真剣に俺の話を聞いてくれた。




　それからサークルが終わるまでのみっちり三時間、俺と佐倉さんで真剣に話し合いを続け、ネームの直しが終わった。

　直したネームを見て、これならば、男性オタクからも読みたいと思ってもらえる、とても需じゆ要ようの高い同人誌が出来上がるだろうと、と俺は確信していた。

「じゃあウチ、このネームを元に、もう原げん稿こうに入っちゃうね！」

「あ、うん！　できそう？」

「うん！　ウチの好きなテーマだし、楽しく描けそうだよ！」

「そっか、なら良かった」




　この調子なら、アニ研に勝つ同人誌を作ることだってできるはずだ！　俺の胸は希望に満ちていた。







　　　６







　無事バイトも終わり、漫研で発行する同人誌もなんとか形になりそうで、全てが順調に進んでいるような気がしていた。

　いくらいい作品を作っても、みんなに知ってもらわなければ売れない。編集部にいてそういうことも学んだので、俺は漫研でのｐｉｘｉｖのアカウントを作り、同人誌の告知をすることにした。

　佐さ倉くらさんが描いている漫画ができてきたら、二ページ程度をサンプルとして掲けい載さいして、サークル名とサークルのスペースナンバーと共に告知する予定だ。

　佐倉さんが原稿に入る前に扉とびら絵えを上げてくれたので、なるべく大きく印刷してポスターとしてスペースに飾かざる予定だ。ポスターは大きければ大きいほど目立つからな。

　ちなみに表紙イラストに関しても、『十八禁本だと分かるように、可愛かわいさの中にエロさを出して欲しい』とうるさく口を出した。

　表紙で手にとってもらえるかどうか決まるので、同人誌の表紙というのはとても大事だと思ったのだ。




　七月上じよう旬じゆんの、そんなある日。

　その日俺は大学の講義が終わった後食堂で長は谷せ川がわと落ち合って昼食を取り、共にサークル棟とうへ向かう。

　部室の扉とびらを開けると、いつもの漫研の雰ふん囲い気きと少し違ちがっていた。

「こんにちはー……」

「おお柏かしわ田だに長谷川さん、お疲つかれ～」

　俺と長谷川に挨あい拶さつを返してくれたのは、一人携けい帯たいゲーム機で遊んでいる岩いわ本もとさんだけだった。他ほかのメンバーはその後ろで、誰だれかが持って来たらしきｉＰａｄを見て話している。

「マジで？　ほんとに本人？　こんなん描くなんて信じらんないんだけど……」

「いや、でも絵え柄がらめちゃくちゃ似てるし本人じゃね？」

「な、何の話っすか？」

　俺は気になって先せん輩ぱい達に声を掛かける。

「柏田、注意してやってくれよ。本人のいないところで勝手に詮せん索さくすんじゃない、って」

　岩本さんは他の先輩たちの様子を見てため息をつき、困ったように俺に言う。

「え、え？　だから、何がっすか？」

「これだよこれ！　柏田、長谷川ちゃん、この絵見てどう思う？」

　川かわ北きたさんが、俺と長谷川にｉＰａｄを見せてきた。それは、イラスト投とう稿こうサイトのｐｉｘｉｖのページであり、小こ綺ぎ麗れいな絵柄のＢＬイラストが表示されていた。

「ＢＬイラスト、ですか……。なんか、絵柄に見覚えがあるような……あっ！」

　イラストをじっと見ていたら、それが誰かの絵に酷こく似じしていることに気付いた。

「佐倉さんの絵に……似てますね」

「やっぱ、そう思うよな」

「このｐｉｘｉｖのページ、佐倉さんのページなんすか？」

　佐倉さんは、ＢＬイラストも描かく人だったのだろうか。腐ふ女じよ子しのイメージがなかったので、意外だ。

「いやーそれがさ、この間部室でみんなで絵ー描いたときに、佐倉ちゃんの絵の横に自分の本名と、ペンネームが描いてあったんだよ。で、あんだけ上う手まいんだから何かネットで絵を公開してたりすんのかなーって出来心で検けん索さくかけたら、引っかかって」

「え、このページが、ですか？」

「いや、引っかかったのはこっちのページだ」

　川北さんはｉＰａｄを操作して別のページに飛ぶ。

　そこはｐｉｘｉｖのプロフィールページで、イラスト一覧には『船これ』などの可愛い女の子の絵があった。絵柄は、完全に佐倉さんのものだろう。

「これが、佐倉さんのｐｉｘｉｖのページなんですね」

「ああ。で、このプロフィールのコメント欄らん」

　川北さんがコメント欄を指差す。そこには『可愛い女の子大好き。女性向けはこちら（腐注意）→』とあり、その後に別のプロフィールページに飛ぶＵＲＬが貼はられていた。

「このＵＲＬの先のページに、さっきの絵がアップされてたんだよ」

「な、なるほど……」

　それで、勝手に詮索するなって岩本さんが言ってたのか。

　確かに、本人腐女子だってこと隠かくしてるのかもしれないし、勝手にこのページを見たこと、言わない方がいいだろうな。

「いやー、まさか佐倉ちゃんが腐女子だったなんてなー。しかも、こんなに激しめの……」

　後ろの先輩たちが若じやつ干かん引いた様子で苦く笑しようしながら言う。

「激しめ？　こんなもん全然軽い方じゃないですか？」

　思わず俺は反論する。

　自分の男友達で勝手にＢＬ妄もう想そうして騒さわいでる俺の某ぼう女友達や、弟の部屋のベッドにＢＬ同人誌を散らばす某友人の姉に比べたら……こんな小綺麗なイラストをｐｉｘｉｖに掲載してるくらい、全然軽い方だと思うのだが。誰にも迷めい惑わくかけてないし。

「いやー、それがさ、うーん……まあ、ここまで見せちゃったら同じだよな。これ……」

　川北さんが少し悩んだ後、ｉＰａｄを操作してから、俺に画面を見せる。

「えっ……こ、これ……」

　さすがに、一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。

　そこには、十八禁のＢＬイラストがあった。

　最近流は行やっている『刀とう剣けん裸ら舞ぶ』という女性向けオンラインゲームのキャラクター二人の絡からみだった（俺はそのゲームをやっていないが、あかりがパソコンでやっているのをたまに後ろから見ているのでキャラだけは知っている）。

　十八禁のイラストなので、修正が入っているが局部がガッツリと描かれている。

「これでも、軽度って言えるか？」

「い、いや……ははは、これは大分激しいっすね。しかも上手いし」

　思わず俺は川北さんに苦笑を返す。

「さすがにこれは、勝手に見たり広めたりするべきものではないと思うのですが……」

　長谷川が神しん妙みような顔つきになって川北さんに言う。

「！　あ、あはは、そうだよね。あの佐倉ちゃんがこういうの描いてるなんてあまりに驚おどろいたから、思わずみんなに見せちゃってさ……」

「と、とにかく……これは見なかったことにしましょう！　さすがに、本人知ったらショックだと思うんで！」

　佐倉さんの気持ちを考えたら、思わず俺はそう口にしていた。そのとき。

　バタン、と部室の扉を閉める音が聞こえた。

　俺は思わず振ふり向く。そこには、誰もいなかった。勿もち論ろん、サークルの誰かが部室を出て行った様子もない。

「え!?　も、もしかして……」

　俺は思わず部室の扉へ駆かけ寄り、扉を開けて廊ろう下かに顔を出す。

「……！　さ、佐倉さ……」

　嫌いやな予感は当たり、佐倉さんが走り去る後ろ姿が目に入った。俺はそのまま部室を出て走って佐倉さんを追いかける。

　数十メートル走ったところで追いつき俺は彼女の腕うでを摑つかんだ。

「……！」

　驚いて一瞬俺の顔を見た佐倉さんの目には……涙なみだが溜たまっていた。

　まずい。これは本当にまずい！

「離はなしてっ！」

　佐倉さんはすぐに俺から顔を背そむけて叫さけんだ。驚いて、彼女の腕から手を離してしまう。

　佐倉さんは俺の元から再び走り出した。

　あの佐倉さんにこんな反応をされるとは思っていなくて、俺はもう追いかけることもできずに彼女の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。




「あ、柏田！　佐倉ちゃん……だったのか？」

　俺が部室へ戻もどると、サークルメンバーが心配そうな顔で俺を出で迎むかえた。

「はい……。相当ショック受けてたみたいで、全然話せなくて、逃にげられました……」

「えっ、マジで!?」

「多分、佐倉さんが扉を開けた瞬間、俺たちが彼女の話をしてるのが聞こえちゃって、部室に入らないで走り去ったんだと思うんですけど……」

「あ～～もう、まったくお前らはどうしてこういうことするんだろうな～～!?　女の子虐いじめて楽しいか？　ええ？」

　岩本さんが呆あきれた様子でサークルメンバーに向かって言う。

「いや、虐めるつもりなんて全く……」

　川北さんはばつが悪そうに答えた。

「とにかく俺、佐倉ちゃんに謝りのライン送っておきます」

　その日は、川北さんがサークルメンバーを代表して佐倉さんに謝罪の連れん絡らくをする、ということでまとまった。




　しかし。

「佐倉ちゃんから返信来ないんだよ……。それどころか、既き読どくもつかない……」

　翌日。部室で川北さんは死にそうな表情で俺たちに告げた。

「マ……マジっすか？」

　俺は佐倉さんの昨日の様子を思い出す。

　今まで腐女子だってことを隠していたくらいなんだ。

　なのに、自分のいないところで、あんな過激なＢＬイラストをみんなに見られてしまったなら、そりゃあ泣くほどショックを受けていたとしても、無理もない……かもしれない。

「で、でも、もしかしたら今日ひょっこり部室に顔を出すかもしれないっすよ！」

　近こん藤どうさんが場を和なごませるように言った。




　しかし、佐倉さんはその日サークルに姿を現さなかった。

　俺もその日、佐倉さんに『勝手にｐｉｘｉｖのページを見たりして本当にごめん。俺も含ふくめみんな反省してるから、サークルに来て欲しい』という内容のラインを送った。

　しかし、川北さんと同じく、返信どころか既読すらつかない。




　翌週の月曜日も、その次の日も、佐倉さんはサークルに来なかった。

　それまではほぼ毎日のようにサークルに顔を出していた彼女が……。

　俺だけじゃなく、岩本さんや長谷川、他のサークルメンバーも、それぞれラインを送ったようだが、誰だれ一人ひとりとして既読すら付かない。




　まずい。この状じよう況きようは本当にやばい。

　夏コミまで、刻一刻と時間が迫せまっている。今はもう七月二週目。夏コミまで、一ヶ月と少ししかない。

　佐倉さん頼だのみだった我がサークルの同人誌。

　このままじゃ、完成させることさえできない。同人誌が完成しないなら、アニ研との勝負は不戦敗だ。そうなれば、当然長谷川はアニ研に奪うばわれることになってしまう。

　せっかく一いつ緒しよのサークルに入ることができて、長谷川だって最近はサークルで楽しげにしているし、本人も「このサークルにいたい」と言っていた。

　俺自身だって、長谷川に漫まん研けんにいて欲しいと思っている。

　なのに、長谷川が漫研を辞やめなくてはならなくなるなんて。

　それに気がかりなのは、愛あい島じまさんだ。

　初対面であんなに猛もう烈れつに長谷川にラブコールして、顎あごに手を添そえたりしていたんだ。同じサークルになったら、長谷川は一体どうなってしまうんだ!?

『女同士なんだから、このくらいいいじゃない』

『な、何するんですか！　やめて下さい……』

　なんて百ゆ合り的なことが、アニ研の部室で……って、俺、何妄想してんだよ!?

　と、とにかく、長谷川の身が危険にさらされてしまうかもしれないんだ。

　それに、佐倉さん自身のことも心配だ。まさかサークルに一いつ切さい来なくなるほどショックを受けてしまったなんて……。

　彼女はこのまま漫研を辞めるつもりなのだろうか？




　俺は焦あせったあまり、再度佐倉さんに長文のラインを送ってみたが、前回送ったのと同様既読すらつかない。

　またラインで電話もかけてみたが、やはり出てくれなかった。




　佐倉さんがサークルに来なくなって、今日でちょうど一週間が経過した。

「誰が連絡しても、既読もつかないなんてな……。佐倉ちゃん、このままサークル辞める気なのかな。俺があんなことさえしなければな……」

　川北さんがサークルのテーブルに顔をつけて、酷ひどく落ち込んだ様子で言う。いつもノリが軽い人だが、今回ばかりは相当落ち込み、反省しているようだ。

　そこで、勢いよく部室の扉とびらが開いた。

　今日は既すでにほとんどのメンバーが部室にいる。ということは、もしや佐倉さん……!?

「お疲つかれ～……って、な、何よあんたら!?」

　姿を現したのは、佐倉さんではなく二に階かい堂どうさんだった。

　俺たちの注目が一気に集まっていたことに気付き、驚いている。

　サークルメンバーは、俺を含め、二階堂さんの姿を見てガックリと肩かたを落とした。

「今アニ研に行ってきたんだけど、新刊の原げん稿こう、もうすぐ上がるみたいなのよ！」

「えっ!?」

　二階堂さんの言葉に、サークルの皆みんなはざわつく。

　もうすぐ上がる、だって!?　夏コミまでまだ一ヶ月あるっていうのに？　うちのサークルの本なんて、原稿にすら入ってないっていうのに……！

「うちの本はどうなの？　順調？」

「ははは、それがっすねえ……」

　岩本さんが苦く笑しようしながら、二階堂さんに今の状況を全すべて話した。

「はあ!?　な、何よそれ!?　じゃあまだ原稿にすら入ってないのに、佐倉さんが放ほう棄きしちゃったの!?」

　二階堂さんは話を聞いて、驚いた様子で声を上げる。

「あんたたちの責任なんだから、責任を持って連れ戻しなさいよ！」

「それが、誰がラインを送っても既読すらつかなくて……」

「えぇ？　何よそれ……。締しめ切りまで時間が迫ってるこんなときに……。とにかく、何か手を打たないと。このままじゃアニ研に勝つどころか、同人誌を発行することすらできないじゃない！　他ほかに絵が描かける人って本当にいないわけ？」

「ちなみに、姉あね御ごの漫画のページ数を増やすっていうのは……」

　岩本さんが二階堂さんの顔色を窺うかがいつつ尋たずねる。俺も、一番現実的な方法はそれなんじゃないかと思っていた。

「バカ言わないでよ！　六ページですら、なんでこんなに引き受けたのか後こう悔かいしてるところなんだから。一応二十七日の締め切りに間に合わせるよう進めてはいるけど……」

　二階堂さんの言葉に、俺は内心ガッカリした。

「えーっと、佐倉ちゃんの次に絵が上手かったのって、誰だっけ？」

　川北さんがみんなの顔を見て問いかけた。

「うーん、近藤とかか？」

「いや、俺は、落書きをたまに描く程度で、漫画はマジで描けないんすよ……」

「しっかし、同人誌も心配だけど、佐倉さんも心配だよなあ。今いま頃ごろ、どうしてんだろうな」

　岩本さんがため息をついて言う。

「そうっすよね～。俺なんかもう、一日一通はラインしてるんすけどね。ここまで既読つかないと、ブロックされてんのかって思いますよ」

　川北さんが苦笑して言う。




　そうだよな。同人誌が出せなくなるかもしれないことに焦ってしまい、今まで同人誌の心配ばかりしていたが、佐倉さんの今のメンタルも心配だ。大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

　みんなには言っていないが……佐倉さんは泣くほどショックを受けていたのだ。

　そのまま誰からのラインも読まずサークルにも来なくなるだなんて。

　そもそも、大学には来ているのだろうか。ショックのあまり家に引きこもったりしてるんじゃ……。

　俺は佐倉さんのサークル以外での姿を知らない。サークル以外で会ったこともない。

　とにかく、一度佐倉さんと直接話したい、と思った。

　俺は岩本さんに佐倉さんのクラスを聞いた。

　俺たち新入生は、サークルの勧かん誘ゆう時にリストに氏名、学部、クラス、連れん絡らく先さきを記入したことを思い出したのだ。岩本さんに見せてもらった新入生リストに依よると、佐倉さんは薬学部のＣ組であるということが判明した。




　翌日。

　俺は午前の授業が終わってすぐに、佐倉さんの学部がある教室へと移動した。

　会えるとは限らないが、とりあえず教室の付近をうろうろする。

「……！」

　教室から、見慣れた顔が出てきたのを発見した。しかし、俺は一いつ瞬しゆん自分の目を疑う。

　顔は佐倉さんに似ているのだが、なんだかいつもより地味というか、垢あか抜ぬけない。もしかして、スッピンなのだろうか。

　サークルにいるときはいつもきっちりとハーフツインテに結んでいた髪かみも、ぼさっと無造作に下ろしただけだ。眼鏡をかけ、見慣れたフリフリの服ではなく、Ｔシャツにジーパンというラフすぎる服装だった。

「さ……佐倉さん？」

　それでも俺は、せっかくそれらしき人を見つけられたのだから、これはチャンスとばかりに声をかけた。

「……っ！　え、なんで……!?」

　佐倉さんは、俺の顔を見て一瞬驚おどろいた声を上げたかと思うと、またすぐに走り出した。

　今度は逃にがしてなるものか！

　唯ゆい一いつの長所である足の速さを活いかし、俺は佐倉さんを全力で追いかけてすぐに捕つかまえた。

「は、話だけでも……させてくれない!?」

　俺は彼女の手を摑つかんで、今度は逃がさないようしっかり握にぎった。

「な、なんで……よりによってこんな姿のときに……」

　佐倉さんは俺の顔を見ずに小さな声で呟つぶやく。

「え？」

「～～っ、と、とにかく……話すことなんて何もないよ！」

　佐倉さんは俺の顔を見ないまま、怒いかり口調で返した。少し怯ひるんだが、諦あきらめたらそこで試合終しゆう了りようだ。

「俺は、あるんだ！　佐倉さんに話さなきゃならないこと！」

　俺の言葉に、佐倉さんはやっと俺の顔を見た。さすがにもう逃げないだろうと思い、手を離はなす。

「まずは、ラインでも送ったけど、勝手に……その、佐倉さんが見られたくないと思ってるページをみんなで見ちゃって、本当にごめん。川北さんも、サークルのみんなも、勿もち論ろん俺も、本当に悪いと思ってる」

　佐倉さんは再び俯うつむいてしまい、黙だまっていた。

「みんな、佐倉さんがサークルに来ないことを心配しているし、このままサークルを辞やめて欲しくないって言ってるよ。だから、サークルに戻もどってくれないかな？」

「……無理だよ」

　佐倉さんは暗い表情で即そく答とうした。

「サークルでは、いつも可愛かわいい私でいたかったのに……あんなイラストを見られたんじゃ、もうそうはいかない……」

　佐倉さんの声や話し方は、サークルにいたときよりも低めで落ち着いたものだった。

　落ち込んでいるというのもあるだろうが、もしかしてこっちが、より佐倉さんの素すに近いのだろうか。自分のことも、『ウチ』じゃなくて『私』って言ってるし。

「私しか漫画を描ける人がいないから、きっとみんな、こんなキモい腐ふ女じよ子しの私でもサークルを辞めて欲しくないって言ってるんだよね。私が原稿を描かないと、同人誌が出来上がらないから」

「え……!?　さ、佐倉さん!?　何言ってんの？」

　佐倉さんの表情も声も暗いままで、俺は一層彼女の精神状態が心配になってくる。

「柏田君もそうでしょ？　だって同人誌ができなかったら、長谷川さんをアニ研に取られちゃうもんね。柏田君、長谷川さんのこと……友達としてなのか何なのか分かんないけど、大事に思ってるみたいだし」

　いつもとは別人みたいに病やんでいるような笑え顔がお、声、話し方で、佐倉さんは続ける。

「むしろ柏田君、夏コミの同人誌のことがなかったら、私に漫まん研けん辞めて欲しいって思ってるんじゃないの……？　彼女の仲、邪じや魔まされなくて済むもんね」

「さ、佐倉さん!?　そんなこと、俺が思ってるわけないって！」

　思わず俺は、声を荒あららげた。なんてネガティブで卑ひ屈くつな思考……これが、佐倉さんの本ほん性しようだったのか？

　漫研にいるときの、明るくて元気な彼女とはまるで別人みたいだ。

「柏田君だって、私のＢＬイラスト見てドン引きしたでしょ？　私、柏田君が苦笑してドン引きしてるとこ見てたんだから……」

「そ、そんなこと……」

「とにかく私、もうサークル辞めるから。柏田君も、もう私なんかに構わなくていいよ。無責任で悪いけど、同人誌はどうにか頑がん張ばってね。二階堂さんの漫画と、他の人が長めの小説でも書けば、ページ数どうにか埋うまるんじゃない？」

「さ、佐倉さ……」

　俺が呼びかけようとした声も無視して、彼女は俺に背を向けて早足でその場を去った。佐倉さんのいつもと違ちがいすぎるネガティブ且かつ卑屈っぷりを前に、もう彼女を説得する精神力など残っていなかった。




　まさかここまで酷ひどい状態になっているとは思っていなかった。

　やっぱりもう、佐倉さんにサークルに戻ってもらうことなんて無理なのだろうか……。




　翌日の金曜日。

　その日の授業が終わった後、食堂で長谷川と昼食を食べていた。

「柏田君、今日この後何か予定ある？」

「え!?」

　突とつ然ぜん長谷川にそんなことを言われて、驚いた。

「いや、勉強するかサークルに行くかどうしようかなって、考えてたくらいだけど」

　来週からテスト期間に入るというのに、ここのところ色々あったせいで家で勉強していても集中できないため、大学の図書室で勉強しようか悩なやんでいた。

「そう。なら、一いつ緒しよに勉強しない？」

「えっ……!?」

　俺は長谷川のセリフに更さらに驚く。まさか長谷川にそんな風に誘さそわれるなんて思っていなかった。

「共通の科目で不安な科目があったら、私でも教えられるかもしれないわ」

「マ、マジで!?　ありがとう！　是ぜ非ひお願いしたい！」

　俺にとってそれは願ってもない申し出だった。




　昼食の後、俺たちはテスト勉強のために図書室へ移動する。

　大学の図書室は、一人で課題や勉強をしている学生の他に、意外にもカップルで勉強している学生が多かった。

　ま、待てよ。もしかして、俺と長谷川も、今図書室にいる他の学生から見たら、カップルに見えたりするのだろうか……？

「……？　柏田君？　何キョロキョロしているの？　さっさと勉強始めるわよ。単位落としたくないでしょう？」

「あ、はい」

　長谷川の冷たい声に俺はキョロキョロするのをやめ、教科書を開いた。




「いやー、長谷川ってマジで教え方上う手まいよね。めっちゃ理解できたよ！　ありがとう！」

　二時間ほどの勉強会を終え、俺たちは荷物を片付けて大学の図書室を後にする。

「褒ほめても何も出ないわよ……」

　長谷川は冷たくそれだけ言った。

「それにしてもさ、その……なんで急に勉強教えてくれるなんて気になったの？　長谷川がいきなりこんなに優やさしくしてくれるなんて後が怖こわ……いや、本当にびっくりして」

「あ、あなたは私のことを何だと思っているの？　…………。サークルで色々あったのを私も間近で見ていたから、勉強に支障をきたすのではないかと不安に思ったのよ」

「え!?　は、長谷川……」

　長谷川の言葉に、俺は驚くと同時に感激した。

　長谷川は、自分が理り不ふ尽じんに漫研を辞めさせられてしまうかもしれない状じよう況きようだっていうのに、自分のことよりも俺の勉強のことを心配してくれていたっていうのか……？

「それと……せっかく同じ大学に入ったのだから、一緒に進級したいと思っているし」

「……！」

　長谷川は少し微笑ほほえんで、俺に言った。

　俺は思わず、自分の目と耳を疑いたくなる。その笑顔は、まるで天使のようだった。

　普ふ段だん冷たい無表情か、呆あきれたような表情しか見ていないので、たまにこんな天使のような笑顔をされると本当にびっくりするし、すごく嬉うれしい。

「は、長谷川……。ありがとう」

　俺は思わず、再度長谷川に礼を言った。

「……！　べ、別に……お礼を言われるようなことではないわ。私が好きでやったことなのだから……」

　長谷川は俺の言葉に、心なしか少し赤くなって目を逸そらした。

　やっぱり、長谷川をアニ研に取られるなんて、絶対阻そ止ししなければならない。俺個人的な願望としても、長谷川にはこのまま漫研にいてほしい。

　だけど、俺はそのために、これ以上何ができるんだ？　佐倉さんと話したところで、あんな状態じゃあ……。

「ところで……この間サークルで、岩本さんに佐倉さんの学部とクラスを聞いていたから、彼女に会いに行ったのでしょう？　どうだったの？」

「！　ああ、うん。昨日会いに行って、会えたんだけど……なんか、思ったより手て強ごわかったよ。サークル辞めるって言ってたし」

　俺は昨日のやり取りを一通り長谷川に説明した。

「佐倉さんがそんな風に言うだなんて、想像出来ないわね……。とにかく、私ももう一度ラインを送ってみるわ。私個人的にも、同人誌のことがなくても、佐倉さんにはあんな形でサークルを抜ぬけて欲しくないと思うし」

「うん。俺も、もうちょっと頑張ってみるよ」

　そこまで話して、駅に辿たどり着いたので、俺たちはそれぞれの電車に乗るために別れた。







「へー。じゃ、今日は長谷川さんに勉強教わったんだ」

　その日、自室にて。

　家でもテスト勉強をした後、俺は恋こいヶが崎さきと電話していた。

　俺と恋ヶ崎は毎日ラインをしているし、週に一～二回は電話もしているので、必然的に恋ヶ崎は俺の身に起きた大体の出来事を把は握あくしている。

「長谷川さんにあんまり迷めい惑わく掛かけないようにしなよー」

「あ、ああ……分かってるよ。あ、あとそういえば、昨日さ、佐倉さんのクラスまで話しに行ったんだ……」

　恋ヶ崎には、漫研で起きた佐倉さん絡がらみの事件のことも話していた。

　だが、佐倉さんを説得するために会いに行ったことは、言おうかどうか正直迷っていた。

　五月に恋ヶ崎が東京に来た際色々あったので、俺が佐倉さんをサークルに戻るよう説得しようとしているだなんて、恋ヶ崎は良く思わないんじゃないか、とも思ったからだ。

　だけど、隠かくしておくのもなんだかおかしいし、もう正直に話すことにした。

「同人誌を完成させなくちゃならないこともあるし、このまま佐倉さんがサークル辞めるなんて良くないと思ったからさ」

「ふーん……まあ、確かにそうだね。同人誌の勝負で勝てなきゃ、長谷川さんがアニ研に取られちゃうんだもんね」

　俺が正直に話すと、恋ヶ崎は一応分かってくれたようで助かった。

「で、どうだったの？　許してくれたの？」

「いや、それが全然駄だ目めで……」

　俺は今日長谷川に話したのと同じように、恋ヶ崎にも細かく説明した。

「えー、なんで佐倉さん、そんなことでそこまで病んでんの？」

「そんなこと、っていうけどな……本人にとってはすごくショックなことだったんだろ。十八禁のＢＬイラスト、サークルメンバー全員に見られたわけだし」

「それってそんなに恥はずかしいことなんだ？　だって佐倉さんって、これから男性向けエロ同人誌描かこうとしてたわけだし、あと『船これ』の『島しま嵐あらし』とか露ろ出しゆつ度どの高いコスプレ写真を自らみんなに見せてたりすんでしょ？　なのに、ＢＬイラストを見られたことは、サークルに来られなくなるくらい恥ずかしいことなの？」

「う、うーん……。まあ、言われてみればちょっと不思議だよな」

「……小豆あずきちゃんだったら、分かんのかな。佐倉さんの気持ち」

「え!?」

「だって、同じ『腐ふ女じよ子し』なわけでしょ。小豆ちゃんは大分オープンだけど、腐女子に理解がない人もいるだろうから、って、小豆ちゃんでさえも腐女子だってこと、最初は大学のサークルで隠してたみたいだよ。今はもうカミングアウトしたらしいけど」

　あんな、いつでもどこでもＢＬ妄もう想そうを好き勝手にぶちかます小豆ちゃんでさえ、最初はそうやって隠すもんなのか。

　そういえば、出会った当初は腐女子ってことあんまりオープンにしてなかったような気はするな。腐女子って、そういうものなのか？

「小豆ちゃんに相談してみたら？」

「ああ、確かにそうだな！　相談してみるよ」

　それから恋ヶ崎との電話を終え、善は急げだと思い、早さつ速そく小豆ちゃんに『お疲つかれー。ごめん。ちょっと相談したいことあるんだけど……』と、ラインを送った。

　数分後に、『どうしたの？』と返信が来る。

　それから、サークルで佐倉さんのＢＬイラストをみんなで見ていたのを佐倉さんに知られて、以降彼女がサークルに来なくなったこと、そして佐倉さんを説得しようとしたけど超ちようネガティブ＆卑ひ屈くつになってて無理だった←今ココ。というところまで説明した。

『自分の十八禁ＢＬイラストがサークル内でまわされるなんて……想像しただけで[image: かおもじ]ガクガクブルブル』

　小豆ちゃんからそんな返信が来る。

『やっぱり腐女子的にはしんどい出来事だよね……？』

『ちなみに、そのイラストはどの程度のエロさなんだろう？　それにもよるかも』

　小豆ちゃんがそう言うので、仕方なく俺はスマホの検けん索さくサイトで佐倉さんのＢＬの方のペンネーム（部室で見たのを覚えていた）を検索する。

　すぐにｐｉｘｉｖのページが出てきたのでＵＲＬをコピーして小豆ちゃんとのラインに貼はり付けた。

　そして、数分後。




『このサークルの本、持ってるわ』




『!?!?!?』

　俺は小豆ちゃんからのラインに、思わず噴ふき出した。

『さすがｗｗｗｗｗｗどんだけｗｗｗｗｗ小豆先生ｗｗｗ』

『いや、結構有名サークルなんだよ』

『マジで!?』

『まさかオタサーの姫ひめがわたしの好きなサークルの作家さんだったなんて……』

　佐倉さん、ＢＬ界で有名なサークルだったのかよ!?　道理で絵が上手いしネームもこなれてるわけだ。

　そこで俺は、純じゆん粋すいに、佐倉さんが描いたという同人誌がどんなものなのか気になった。佐倉さんに『私のＢＬイラスト見てドン引きしてたでしょ？』と言われたが、俺の腐ふ女じよ子し耐たい性せいを舐なめてもらっては困る。

　妹も友達も親友の姉も腐女子で、散々鍛きたえ上げられたんだ。佐倉さんの十八禁同人誌とやらを読んでも一いつ切さい引かないところを、佐倉さんに証明したかった。

『その同人誌、貸してくれない？　佐倉さんを理解するためにも読んでみたくて……』

『えっ……十八禁ですが大だい丈じよう夫ぶ？[image: かおもじ]』

『何を今いま更さらｗｗｗ』

『ｗｗｗ　ですよねーｗ』

　都合がいい日を聞いたところ、来週の月曜日が大丈夫だとのことだったので、大学が終わった後、秋あき葉は原ばらで会って同人誌を貸してもらうこととなった。

　小豆ちゃんが協力的で本当にありがたく思う。




　翌週の月曜日。

　今日からテスト期間に突とつ入にゆうした。

　長谷川に勉強を教えて貰もらえたこともあり、今回のテストは問題なく手て応ごたえを感じていた。長谷川にとても感謝したい。

　午前中でテストを終えて、図書室で一人明日のテストの分の勉強してから、小豆ちゃんとの待ち合わせ時間である午後六時に到とう着ちやくするよう秋葉原へ向かった。

　ちなみに、恋ヶ崎にも今日のことは一応伝えてある。

「柏田君、久しぶり～！」

　待ち合わせ場所である秋葉原電気街口に、小豆ちゃんは現れた。

　服装が大人っぽくなっていたり、軽くメイクをしていたりと、大学生になって全体的に少し雰ふん囲い気きは変わったけど、前回会ったとき同様いい意味であまり変わっていなくて安心した。

「小豆ちゃん、久しぶり！　今日はわざわざありがとう」

「ううん、全然～。どうする？　どっかカフェとか入る？　あ、でも桃ももちゃんがいないところでそういうことは、あんまりしない方がいいかな」

「いや、今日のこと恋ヶ崎に言ってあるから大丈夫。そもそも、小豆ちゃんに相談すれば？　って言ったの恋ヶ崎だし」

「あ、そうなんだ！　なら良かった！　あ、忘れないうちに。これ、例のブツ」

　小豆ちゃんから、袋ふくろに入った何かを渡わたされる。佐倉さんの同人誌だろう。

「ああ、ありがとう！　わざわざ来てもらったし、相談にも乗ってもらうから、小豆ちゃんの行きたい店とかあればそこでいいんだけど、どっかある？」

「あ、ほんと!?　本当にどこでもいいの!?」

　俺の言葉に、なぜか小豆ちゃんは目を輝かがやかせた。




　小豆ちゃんが行きたいと言った店の前に、俺たちはやってきた。

　電気街口から徒歩五分程度、雑居ビルの三階にその店はあった。

　店の看板には『red rose and white lily』という店名と、可愛かわいいメイドとイケメン店員の写真があった。要は、メイド喫きつ茶さと執しつ事じ喫茶が一いつ緒しよになったような店なのだろうか。

「この店、一度行って見たかったけど一人じゃ行く勇気なかったんだよね～！　腐女子友達連れて行きたいな～って思ってたんだけど、付き合ってくれてほんと助かったよー！」

　店内へのエレベーターを上がりながら、小豆ちゃんはテンション高くはしゃいだ。

「へー。そんなに来たかったんだ。どんな店なの？」

「店内に入れば、多分分かるよ！」

「？　そ、そうなんだ……」

　やがて三階に辿り着き、扉とびらを開けて中へと入る。




「いらっしゃいませ～！」

　店内には想像通り、可愛らしいメイド風店員とイケメンのギャルソン風店員がおり、俺たちを出で迎むかえた。現段階では、まだどういうコンセプトの店なのかよく分からないな。

　席に案内され、俺と小豆ちゃんは向かい合った席に座る。メニューを開いた。





【・お姉様の口づけ（レモンティー）

　・姉妹しまいの誓ちかい（メロンソーダ）

　・誘さそい受け男子の甘い誘ゆう惑わく（チョコバナナ）

　・ツンデレ先せん輩ぱいの濃のう厚こうミルク（ホットミルク）……】






「……ぶっ!?」

　メニューに並んだ文字を見て、思わず笑いを堪こらえきれず噴き出した。

「な、なんじゃこりゃあぁぁ!?」

「わー、ホームページで見たとおりだ！　わたし、この『ツンデレ先輩の濃厚ミルク』ってやつにしようかな～♪」

「なんでよりによって一番アレなメニューを!?」

　確かこの店の名前は『red rose and white lily』……『赤い薔ば薇らと白い百ゆ合り』か。つまり、ＢＬと百合をメニューのコンセプトにした店、ということでいいのだろうか。

「柏田君は『誘い受け男子の甘い誘惑（チョコバナナ）』にするの!?」

「誰だれがそんな卑ひ猥わいなメニュー頼たのむか！　普ふ通つうに……『コーラ』でいいよ！」

「『放課後の汗あせとあいつの涙なみだ（コーラ）』だね！」

「なんか突とつ然ぜん青春部活ものっぽくなったな……」

「お客様、お決まりになりましたか？」

　入店早々騒さわいでいる俺たちのテーブルに、メイド店員がやってきた。この店は、おかえりなさいませ、じゃなくて普通にいらっしゃいませ、なんだな。

「はい！　ツンデレ先輩の……」

「ホットミルクとコーラで」

「ちょっと柏田君！　それじゃせっかくのメニューが台無しだよ！」

　聞いてるのも恥ずかしいので、俺は冷静に店員にメニューを告げた。




　一通りメニューを見て突つっ込んだりして堪たん能のうした後、やっと本題に入る。

「いやー、オタサーの姫がわたしの好きなサークルの作家さんだったなんて、本当にびっくりしたよ。でも、オタサーの姫の気持ちはすごく分かるなあ。同じ立場になったら、わたしも二度とサークルに行きたくない、って思うかも」

　小豆ちゃんの言う『オタサーの姫』とは、当然佐倉さんのことである。小豆ちゃんは前から佐倉さんのことをそう呼んでいる。

「やっぱり、そうかな。『悪かった』『戻もどってきて』ってみんなでライン送ったとしても？」

「うーん、わたしでも確かに、オタサーの姫が言ってたみたいに『漫まん研けんで出す同人誌の原げん稿こうを描かいて欲しいから、みんなで私の機き嫌げん取ってるだけじゃないの？』みたいに思っちゃうかもしれないね」

「そ、そっか……」

「柏田君自身は、どうなの？」

「え？」

「同人誌のこと抜ぬきにしても、佐倉さんに戻って欲しいと思ってるの？　それとも、桃ちゃんと柏田君の仲を邪じや魔ましてくる子だし、辞やめたら辞めたでいいと思ってる？」

「……！」

　俺は小豆ちゃんに言われて、佐倉さんのことを考える。

「いや……そうは思わないよ。佐倉さんがいるときの方がサークルの雰囲気もいいし、佐倉さん自身も、サークルにいるときはすごく楽しそうにしてたし……」

　それが、この間説得しに行ったときは、別人みたいに暗い様子だった。あんな状態でいいわけない。

　サークルだって、佐倉さんがいないことで活気がないしみんなの元気もない。

　やっぱり佐倉さんは漫研にいるべきなんだと思う。俺たち漫研メンバーにとっても、佐倉さん自身にとっても。

「佐倉さんには、漫研に戻って欲しい」

　それに、一緒に同人誌を作ることになり、佐倉さんが頑がん張ばってくれて、俺は嬉うれしかった。

　前は苦手意識があったりもしたけど、純粋に慕したってくれる今となっては、もうそんな意識はない。俺自身も、彼女には漫研に戻って欲しいと思っている。

「そっか。じゃあ、意地でも戻ってもらえるよう、頑張らないとね！」

　小豆ちゃんは笑え顔がおで俺に言う。

「うん、そうだね！」

　しかしそのためには、どうしたらいいのだろう、ラインも未読スルー、会っても逃にげられる現状だ。話すことすらできない。

「とりあえず思ったんだけど……オタサーの姫は柏田君のことが好きなわけだから、柏田君に対して特に一番恥はずかしい、顔を合わせたくない、って思ってるんじゃないかな」

「……！　佐倉さんがそんな風に思ってるんだったら尚なお更さら、やっぱり俺が腐ふ女じよ子しにめちゃくちゃ耐たい性せいがあるってこと、ちゃんと佐倉さんに証明して見せないとな！」

　あんな十八禁ＢＬイラストくらい、何でもないと思っていることを！

「とりあえず、同人誌のこと関係なしにみんなも俺も佐倉さんにサークルに戻って欲しいって思ってること、それから、帰ってこの佐倉さんのＢＬ同人誌を読んで、俺はそれでも引かなかったってことを、佐倉さんに何らかの方法で伝えたいな」

「佐倉さんの同人誌、まだ読んでないのに引かないことは確定なんだね？」

「そりゃあね……」

　俺は今までにあったＢＬ関連の様々な出来事を思い出して思わず遠い目になる。まだ読んでないけどきっと、こんな同人誌くらい余よ裕ゆうだろう。

　俺がここまでＢＬに耐性ができたのは、あんたが原因でもあるんやぞ……と目の前に居る小豆ちゃんに対して思ったが、さすがに言わないでおいた。

「でも、それだけじゃ説得材料としてまだ足りない気がするんだよなあ……あっそうだ！」

　俺はそこであることを思い出し、小豆ちゃんの顔を見た。

「小豆ちゃん、家に帰ったら……アレの画像を写メで送って欲しいんだ！」

「アレ……？　って、何？」

「ほら、昔……」

　俺が小豆ちゃんに送って欲しいものについて話すと、小豆ちゃんは驚おどろいた様子で目を見開いた。

「えぇっ!?　そ、そんなもの、何に使うの!?」

「佐倉さんを説得するとき、使いたいんだ！　アレがあれば説得できるような気がするんだよ」

「そ、そう……？　あんなものが役に立つなら、……分かった。送るよ」

　小豆ちゃんは戸と惑まどいつつも承しよう諾だくしてくれたので助かった。

「小豆ちゃん、今日は何から何までありがとう」

　俺は改めて小豆ちゃんに礼を言う。

「え!?　いやそんな……わたしの方こそ、この店一度来てみたかったから、付き合って貰もらえて感謝だよ」

「お客様～！　ドリンクのおかわりはいかがですか？」

　そこで、メイド店員が俺たちのテーブルにやってきた。小豆ちゃんのグラスが空いていた。

「あ、じゃあ、せっかくだから頼もうかな。なんかオススメのドリンクってありますか？」

「はい、本日のオススメは『姫ひめ様さまとメイドの秘密の花はな園ぞの』になります♪」

「わ～、なんか可愛い！　じゃあそれで！」

　小豆ちゃんはどんな飲み物なのか確かめもせず怪あやしい名前のドリンクを注文した。

　すぐにピンク色の不思議な飲み物がやってきた。これは、ジュースだろうか。

「なんか不思議な味～。でも、甘くて美お味いしい！」

　よほど美味しいようで、小豆ちゃんはごくごくと勢いよくそれを飲んでいる。

「ドリンクのおかわりありがとございます！　お味はいかがですか～!?」

　ドリンクを運んできたイケメンギャルソン風店員が、俺たちに声をかけながら俺の近くの空いている席へ座った。なんだこの店は、そんなサービスもあるのか？

　イケメンギャルソン店員は、綺き麗れいな顔をしているが、女性による男装ではなく、男性のようだ。

　もしかして、ドリンクのおかわりをすると店員がテーブルに付いてくれる、という仕組みなんだろうか。どうせならメイドが良かったけど。

「あっ！　やっと店員さん来てくれた～！」

　小豆ちゃんが店員を見て嬉しそうにしている。やっぱり小豆ちゃんも、イケメン店員には弱いのだろうか。

「お客様、お名前を伺うかがっても宜よろしいですか？」

　しかしイケメン店員は、なぜか小豆ちゃんをスルーして俺に話しかけた。

「え、俺ですか!?　えっと、柏田と言いますが……」

「名字ではなく、下の名前です」

「え!?　な、直なお輝き、ですけど……」

　なぜか、向かい側でその様子を目を輝かがやかせて見ている小豆ちゃん。

「そうですか、僕はハルマと申します。直輝さんは……」

　店員は話しながらやたらと俺に近付いてきた。え、なんだこの店員!?　馴なれ馴れしいっていうか、距きよ離り感かんが異常なんだが……。

「受けですか？　攻せめですか？」

「はっ!?」

　突然のわけの分からん質問に、思わず素すになった。な、何を言ってるんだこの店員は!?　受けとか攻めとかいうのは、ＢＬや百ゆ合りで性せい行こう為いの際男役をやるか女役をやるかであるということは勿もち論ろん知っているが、そんな質問に答えられるわけが……。

「受けです！」

「おいぃ!?」

　俺ではなくなぜか小豆ちゃんが輝かしい笑顔で即そく答とうしたので、俺は突っ込んだ。

「そうですか。僕は攻めなのでちょうどいいですね！」

　ちょうどいいって、何が!?　つーかこの店員は、何なの？　ホモなの!?

「直輝さんは今大学生ですか？」

「え、ええまあ、そうですけど……」

　話しながらも店員は俺の身体からだやら髪かみやら顔やらにベタベタ触さわってくる。相変わらず興奮状態でその様子を眺ながめている小豆ちゃん。「ああっ、この店が撮さつ影えい禁止でなかったら激写しまくってたのに～！」と悔くやしがっている。

　ちょ、マジでこの店は何なん……ん？

　そこで俺は、メニューの表紙に店の名前が書いてあるのに気付いた。

『ＢＬ＆百合バー　red rose and white lily』

　ＢＬ＆百合バー、って……もしや、ＢＬや百合がコンセプトなのはメニューだけじゃなくて、店員の接客もってことかよ!?　だから小豆ちゃんがあんなに来たがってたのか！

「直輝さんって、本当に僕の好みのタイプなんですよねえ」

「!?」

　店員は俺に顔を近づけて間近で俺の目を見つめてくる。

　向かい側で小豆ちゃんが「～～～っ！」と声を出せないほど身み悶もだえているのが目の端はしに入った（もしかしたら店内だから叫さけぶのを自重しているのかもしれない）。

　この店員は、ノンケなのに接客でこういうことをしてるのか？　それともガチホモなのか？　ノンケが演技してるとしたら演技力が高すぎて尊敬に値あたいする。

「ああ……キスしたい。してもいいですか？」

「はっ!?」

　突とつ然ぜん店員は俺を見つめたまま俺の顎あごを摑つかんでトチ狂くるった発言をしてくる。

「いいです！　むしろして下さい！　キスして下さい！」

　またもや俺の代わりに小豆ちゃんが興奮しながら答えた。

「ちょっ!?　いや、さすがにそれは無理です!!」

　このままじゃ自分の唇くちびるがマジで危ないと思ったので全力で拒きよ否ひした。

　小豆ちゃん、ＢＬ関連のことになるといつも割と頭おかしいけど、今日のヤバさは尋じん常じようじゃないな。どうした。

　見ると、興奮のせいもあるだろうが顔がとても赤くなっていた。

　あれ、もしかしてさっき頼たのんでた飲み物、アルコールだったんじゃ……？

　俺はテーブルの上にあるメニューを開いて確かく認にんする。やはり、俺の予想は当たっていた。

　だからあの壊こわれっぷりなのか……。本人、アルコールだって気付いてなさそうだったけど。

「ハルマ～、ご指名入ったよー」

　そこで店長らしき人が、俺たちのテーブルにいる店員を呼んだ。

「ああ、もうお別れの時間ですか……残念です」

　店員は俺の顎からやっと手を離はなした。

「最後に一つだけ……抱だきついてもいいですか!?」

「えっ、えぇっ!?」

　そこでふと、小豆ちゃんの方を見る。小豆ちゃんは期待に満ちた眼まな差ざしで俺を見つめていた。うぅ、そんな顔されると……。

「ま、まあ、そのくらいなら……」

「ありがとうございます！」

　店員は思いっきり俺を抱き締しめる。小豆ちゃんはうっとりとした表情でその様子を眺め、「尊い……」と一言呟つぶやいた。

　やがて店員が俺たちのテーブルから去る。

　やっと落ち着ける、と俺はテーブルの上の飲み物を飲もうとしたところ。

「……っ!?」

　小豆ちゃんが、向かいから俺の右手を両手でガシッと力強く握にぎってきたので、驚いた。

「やっぱり柏田君っていいよね……ほんと、最高だよねっ！」

「え……!?」

　小豆ちゃんは（酒のせいだろうが）頰ほおを赤らめて目を輝かせて、うっとりと俺を見つめてそんなことを言ってきた。思わず、シラフの俺まで顔が赤くなるのが分かった。

「……。……あ、え、えっと、柏田君ほど萌もえる受けっていないよね！　って意味で！」

　そこで小豆ちゃんははっとして、慌あわてて付け加えた。すぐに手も離す。

　な、なるほど。そういう意味か。そりゃあ、今の流れからいったらそうだよな。

「今度は私がお邪じや魔ましても宜しいですか～？」

　そこでメイド店員がやってきて、空いている席に座った。長いロングの髪をポニーテールにしている、綺麗なお姉さん、という雰ふん囲い気きの人だ。

「あ、勿論です！　わーすっごく綺麗なメイドさんっ！」

「もう、お客様ってばお上手ですね～！　私、アミと申します。……はっ！　お客様、こんなに童顔で可愛かわいらしいのになんて素晴らしいプロポーションをお持ちで!?」

　メイド店員は小豆ちゃんの胸に釘くぎ付づけになっている。

「え、いやあ、そんな……」

「私貧乳だから羨うらやましいです～！」

　メイド店員は自分の胸を自らの両手で揉もんだ。確かに胸は小さめだが、その行動が少しエロくて動どう揺ようしてしまう、情けない俺。

「あの、嫌いやだったらいいんですけど……少しだけ触ってもいいですか？」

　メイド店員は突然小豆ちゃんにすごい質問をしてきた。

「え!?　あ、もう、こんなもので良ければいくらでもどうぞ！」

　酔よっ払ぱらった勢いもあるのか、小豆ちゃんが快かい諾だくしたので驚いた。

「ありがとうございます！　じゃあ、失礼しまーす」

　メイド店員は本当に遠えん慮りよなく小豆ちゃんの胸を触り始める。

　白い薄うす手でのブラウスの上から、その大きな胸を、両手で鷲わし摑づかみにしたり、優やさしく揉んだり、果ては胸に自分の顔を埋うずめたり……って、エロすぎんだろ！

　小豆ちゃんは酔っ払っているせいか最初はヘラヘラと笑っていたが、そのうち少し恥はずかしそうな笑いに変わっていく。

　こんなエロすぎる光景を目の前に、俺はどうしたらいいのか分からない。

「はっ、はい！　もうこのへんでおしまいです！　次は、わたしにお姉さんのおっぱい揉ませて下さいっ！」

「えぇ～？　こんな貧相なおっぱいでいいんですか？」

　今度は、小豆ちゃんがメイド店員の胸を揉み始めた。

　仕返しなのか、小豆ちゃんも遠慮なく思う存分胸を揉みしだいており、メイド店員は「や、やだ～もう……お客様、激しいですぅ」なんてエロい声を出していた。

　俺はもう何も言えずに興奮をひた隠かくしにしてただただ二人の様子を眺めていた。

　それからも、メイドが小豆ちゃんを膝ひざの上に乗せたり、頰にキスをしたりと、散々イチャイチャしていた。
















　小豆ちゃんも元々女の子好きっぽいし、しかも今日は酔っ払っているせいもあり、ノリノリでメイドとベタベタしている。

　ああ、こんな絡からみが見られるだなんて、ＢＬ絡みに耐たえた甲か斐いあったってもんだ……！




　気付くともう遅おそい時間になっており、十分長居してしまったので、いい加減店を出ることにした。

　会計を終えて、店から秋葉原駅に向かって歩いた。

「いやあ～今日はほんといいもの見れたなぁ～♪」

　小豆ちゃんはまだ酔いが醒さめてないらしく、上じよう機き嫌げんでそんなことを言いながら歩くが、足取りがふらついていた。

「ちょっ……危ないから真っ直すぐ歩いて！」

　小豆ちゃんが人にぶつかりそうになり、俺は思わず小豆ちゃんの腕うでを摑む。

「はあ、まさかあの飲み物が酒だったなんて……」

「お酒？　あれってお酒だったの～!?　道理でなんかふわふわすると思ったぁ～！」

「あーもういいから、真っ直ぐ歩く！」

　仕方なく、俺は小豆ちゃんの手を引いて駅までの道程を歩いた。

「！　柏田く……」

　酔っ払っていながらも、小豆ちゃんは俺が手を繫つないだことに驚おどろいているようだった。

　久しぶりに繫いでしまった、小豆ちゃんの手……。酔っ払ってるから仕方なく、ってだけなんだが……。

「…………」

　小豆ちゃんはすっかり黙だまってしまった。俺も、なんだか気まずくて何も言えなくなる。小豆ちゃんの手を引いて二人で駅まで歩いている間、頭の中には小豆ちゃんと付き合っていた頃ころの思い出が駆かけ巡めぐった。




　やがて駅に辿たどり着く。

「自分の降りる駅分かる？」

「ちょっ、も、も～、バカにしないでよ～！　分かるに決まってるでしょ！」

　小豆ちゃんは心なしか恥ずかしそうに、軽く俺を叩たたいた。

「そっか、ならいいんだけど……」

　念のため小豆ちゃんが電車に乗ったのを見届けてから、俺は帰宅した。

　空いている座席に座り、大きなため息をつく。

　まさか小豆ちゃんが酔っ払ってあんな風になってしまうなんて……。彼女と手を繫いでいた自分の手のひらが、まだ熱い。

　色々な思いがこみ上げてきそうになったが、何も考えないようにした。

　恋ヶ崎は、俺のことを完全に信用して、小豆ちゃんに相談したら？　と言ってくれたのだから……今日の帰りのことは、俺の胸の中にしまって忘れることにしよう。




　翌日。朝起きると小豆ちゃんからラインが来ていた。

『昨日は間ま違ちがってお酒を頼んでしまったみたいで、酔っ払っちゃってごめんなさい……。無理矢理ＢＬやらせたり、変なこと言っちゃったり、メイドさんとイチャついたりとか……全部記き憶おくがあるだけに恥ずかしくて死にそうです[image: かおもじ]』

　小豆ちゃん、昨日の出来事ちゃんと覚えてるのか。

　ってことは、帰り道に手を繫いだことも……？　気になったが勿もち論ろん聞く勇気などない。

『途と中ちゆうから確かに大ハッスルしてて面おも白しろかったけどｗ全然大だい丈じよう夫ぶだよ。色々相談に乗ってくれてありがとう』

　そう俺が返信すると、その後すぐに小豆ちゃんは、

『一刻も早く忘れて下さい[image: かおもじ]あ、昨日言ってた例のブツの画像送ります』

　と、昨日俺が送って欲しいと言っていたものの画像を送ってくれた。




　それから大学に行くまでに少し時間があったので、昨日は色々と考えてしまい読めなかった佐倉さんの同人誌を読むことにする。

　それは少年漫まん画が『弱虫ハンドル』の同人誌だった。そういえば、佐倉さんちに最新刊までコミックス全巻あったもんな。

　ちなみに『束つか堂どう』×『巻まき鳥とり』のカップリングだった。うちの妹と趣しゆ味みが被かぶっている。

　他校のライバル同士という二人なのだが、もしかして、だから佐倉さんは同人誌の話し合いをしたとき『ライバル萌え』を推おしてたのだろうか、と妙みように納なつ得とくした。

　十八禁の同人誌なだけあってエロシーンもあったが、ストーリー重視でエロシーンはアッサリしていたし、絵が綺き麗れいなこともあって、俺にとっては全然余よ裕ゆうだった。

　よし。昨日小豆ちゃんに相談に乗ってもらったし、例のブツも送ってもらえたし、今日こそは佐倉さんを説得してみせる！




　相変わらずラインを送っても既き読どくすらつかないので、再びテストの後佐倉さんのクラスの前で待ち伏ぶせすることにした。やがて佐倉さんが教室から出てきた。

「あ、佐倉さ……」

「……！」

　しかし今度は、俺の姿を見た途と端たん佐倉さんは逃にげ出してしまった。追いかけたが、すぐに見失ってしまう。

　くっ、なんてことだ……。会う度たびにこんな風に逃げられていたら、話すことすらできないじゃないか。

　だけど、ここで諦あきらめてたまるか。長谷川をアニ研に渡わたさないためにも。そしてそれから、佐倉さんに漫研に戻もどってもらうためにも。

　小豆ちゃんに言われて考えて、やっぱり俺は佐倉さん自身も漫研に戻ってきて欲しいと思ったんだ。

　以前は苦手意識すら持っていたけど、今は、一いつ緒しよに同人誌を作っているうちに、一いつ生しよう懸けん命めいでいい子なんだということが分かってきた。

　せっかく仲良くなれたんだ。これでもう会えなくなるなんて、嫌だと思った。

　勿論、友達として、サークルの仲間の一員として、これからも一緒にやっていきたいと、今では心から思っている。




　もうこうなったら、奥の手を使うしかない！

　それから俺は長谷川に『今から少し時間ないかな？』と連れん絡らくした。

　さすがに一人で行くのはまずいと思ったので、長谷川に付き添そってもらうことにして、ある場所へと向かった。




　長谷川と共に、二回目となるアパートに辿り着き、インターフォンを押す。

「はい」

「とっ、隣となりに引っ越こしてきた者ですが、ご挨あい拶さつに参りました！」

「……お待ち下さい」

　インターフォンに出た佐倉さんに、俺が声を無理矢理変えてデタラメを言うと、隣にいる長谷川がびっくりした顔で俺を見た。

　だって仕方ないだろう、正直に名乗ったら玄げん関かんを開けてくれるはずがない。どうやったら怪あやしまずに扉とびらを開けてくれるか、俺なりに必死に考えた結果だった。

　やがて、鍵かぎを開ける音がしてから扉が開く。

「……っ!?」

　扉を開けて俺と長谷川の姿を見た佐倉さんは、酷ひどく驚いた様子で固まる。そのまますぐに扉を閉めようとした。

「ちょっ、ちょっとまって！」

　俺は思わず、まるで何かの押し売り業者かのように、扉が閉まりきる前に足を突つっ込んで完全に閉まるのを防いだ。

「も、もう一回……話を聞いて欲しいんだ！」

　佐倉さんは暗い表情で俺の顔をじっと見た後、やがて観念したのか、扉を開けてくれた。




　佐倉さんはしぶしぶ俺と長谷川を家の中に上げ、リビングへと移動した。

「何なの……？　ウチ、もうサークル辞やめたんだけど」

　佐倉さんは俺の顔を見もせずに言った。早めに言いたいことを言っておかないと、すぐに追い出されてしまうだろうと思い、早さつ速そく本題に入る。

「俺、確かに佐倉さんにこの間言われた通り……漫研の同人誌を完成させたい。それで、夏コミでアニ研に勝ちたいって思ってる」

　俺が話し始めると、佐倉さんと長谷川の視線が俺に集中したのが分かった。

「でも！　それだけじゃない。同人誌のこと抜ぬきにしたって、俺は佐倉さんに漫研に戻って欲しいと思ってる。漫研のメンバーは佐倉さんがいなくなったことでみんな落ち込んでるし、うちのサークルには佐倉さんが必要なんだよ！　そ、それに俺だって……これからも、仲間として一緒にやっていけたら楽しいだろうな、って思ってる」

　俺の言葉に、佐倉さんは驚いた様に目を見開いた。

「わ、私も……佐倉さんは数少ない女子部員なのだから、やめて欲しくないと思っているわ。数少ない女子部員同士、これからもっと、互たがいにわかり合っていけたら、と思っているから……」

　長谷川が佐倉さんにそう告げたので、俺は驚いた。

　付き添いで来てもらったのに、長谷川まで佐倉さんを説得してくれるだなんて。今のはきっと、長谷川の本心なんだろうな。

　俺たちの言葉を聞いて、佐倉さんは少しの間黙って何かを考えていた。

「二人とも、そう言ってくれるのは嬉うれしいけど……」

　やがて、口を開く。前回佐倉さんを説得したときは、完全に卑ひ屈くつになっていて、何を言っても無む駄だ……という感じだったが、今回はそのときの状態よりはまだ良さそうだ。

「でも、ぶっちゃけ、あんなイラスト見て、二人だって私に引いてるんじゃないの？」

「そんなことないわ」

「そんなことないって！」

　俺と長谷川のセリフが被った。

「オタクの女性に腐ふ女じよ子しはとても多いと思うわ。それなのに、どうして腐女子ということがバレたくらいでサークルに来なくなってしまったのか、私には理解出来ないの。佐倉さんはどうしてそんなに、腐女子であるということを恥はじているの……？」

　長谷川は、心底不思議そうに佐倉さんに尋たずねた。確かに、俺もそれは思っていた。

　腐女子であることを隠かくしたいという気持ちは分かるが、バレたからと言ってサークルを辞めるほどだなんて、いくらなんでも少し過か剰じような気がした。

「…………」

　佐倉さんは下を向いて、少しの間黙だまってしまう。やがて、口を開いて静かに語り出した。

「ウチね、高校の時も漫研だったんだ。そのときは腐女子だってこと、オープンにしてて。でもみんな、全然引かないで普ふ通つうに接してくれてた。……表向きは」

　──表向きは。その言葉にドキッとした。

「あるとき、漫研で一番仲いい女の子に注意されたんだ。ＢＬの話を、部室で堂々としない方がいい、って。少し話すくらいならいいけど、佐倉ちゃんは興奮して騒さわぎすぎてるから、漫研のメンバー……特に男子が、佐倉ちゃんの陰かげ口ぐち叩たたいてる、って。その中には、ウチがいいなって思ってる男の子もいた」

　佐倉さんの話に、俺は驚おどろき、少しゾッとした。

　自分がそういう状じよう況きように陥おちいったら、と想像したら、本当に恐おそろしいと思った。

「ウチ、そのとき本当に空気が読めないタイプのオタクだったんだよね。すごくショックで、そのまま漫研を辞めた。そのときから、腐女子だってことは本当に気持ち悪いことだから、たとえオタク相手であっても隠そう、って心に決めたの」

「さ、佐倉さん……」

　俺も長谷川も、佐倉さんの辛つらい過去を聞いて、咄とつ嗟さに佐倉さんにかける言葉が見つからなかった。

「だからさ、大学の漫研メンバーだって、あんな絵を見て、表向きでは気を遣つかってフォローしてくれたとしても、内心絶対気持ち悪いって思ってドン引きしてるに決まってる、って思った。柏田君だって、長谷川さんだって……」

　佐倉さんは自じ嘲ちよう気味に笑うと、ため息をついて言う。

「佐倉さん……辛い話だったと思うけれど、話してくれてありがとう。少なくとも私と柏田君は、そんな風に思っていないわ！」

「うん、長谷川の言う通りだよ！」

　佐倉さんは長谷川と俺の言葉に、イマイチ信用できないような表情をする。

「俺は、佐倉さんが思ってる、三倍……いや、きっと十倍くらいは、ＢＬに理解も耐たい性せいもあると思う！」

　俺は勢いよくそう言って椅子から立ち上がって、佐倉さんに自信満々に言い放った。そして、鞄かばんの中から小豆ちゃんから借りている佐倉さんの同人誌を取り出した。

「これ……佐倉さんが出した同人誌だよね？」

「え……なっ!?　なんで柏田君がそれを!?」

　佐倉さんは途と端たんに真っ青な顔になる。

「何のつもり!?　嫌いやがらせ!?」

　佐倉さんは泣きそうな顔で俺を見た。長谷川は、俺たちを不安げに見ている。

「ち、違ちがうって！　これは、偶ぐう然ぜん友達が持ってて、貸してもらったんだ！　それで、読ませてもらったけど……」

「……っ！　読んだの!?」

　佐倉さんは顔を歪ゆがめる。そんなに読んで欲しくなかったのか。少し罪悪感が生まれたが、言葉を続ける。

「読んだ！　だけど、全然平気だったよ！　むしろ、純じゆん粋すいにストーリーを楽しめたし」

「……！　え……？」

「前にも言ったけど、俺は昔付き合った女の子が腐女子だったし、妹も腐女子だし、散々見慣れてるしネタにもされてきたから、そういうのに全然偏へん見けんないんだって！　だから今いま更さら佐倉さんの十八禁ＢＬイラスト見たところで、何にも思わないっていうか……」

　さすがにこれには、佐倉さんは驚いた顔で俺を見て呆ぼう然ぜんとしていた。

「……。で、でも……そうは言っても、さすがに腐女子だったっていう元カノだって、十八禁のＢＬイラストなんて描かいてなかったんじゃないの!?」

「まあ、十八禁かどうかは置いといて、ＢＬのイラストは描いてたよ」

　そこで俺は、小豆ちゃんからもらった切り札を出すなら今だと感じた。

　スマホで、小豆ちゃんに送ってもらった画像を表示する。

「これが、俺の元カノが描いてたＢＬイラスト！」

　俺がスマホを佐倉さんに渡わたすと、佐倉さんはそれをじっくりと見た。

「……これ、何か見たことないキャラだけど、オリジナルＢＬとか？」

「小豆さんが描いたＢＬイラスト？　私も興味深いわ」

　長谷川が俺のスマホを覗のぞき込む。

「え？　こ、これって……」

　長谷川は何秒間かイラストを見てから、ぎょっとして俺を見た。




「柏田君と鈴すず木き君のイラストなんじゃないの……？」




　長谷川は気まずそうな表情で、俺に問いかけた。

「ふっ……よく分かったね長谷川！　そう、その通りさ！」

　長谷川の言う通り、小豆ちゃんが描いたというＢＬイラストは、小豆ちゃんが俺と鈴木で妄もう想そうして描いたＢＬイラストだった。

　さすがに十八禁ではないが、鈴木が俺にキスをしながら俺の服を脱ぬがしている、というガッツリ絡からんでいるものだ。

　ちなみにこのイラストは、小豆ちゃんが俺と付き合っているときに描いたらしい。

　でもさすがに付き合っているときは罪悪感があって見せることができず、別れた後、確かあれは高校二年になってから……懺ざん悔げと共に見せられた。びっくりしたが、まあ小豆ちゃんならそのくらいしてそうだな、と妙みように納なつ得とくした。

　今回佐倉さんを説得するに当たって、このイラストを佐倉さんに見せようと思い、小豆ちゃんに写メを撮とって送ってもらったのだ。

「え？　柏田君……と、鈴木君？　それって、どういうこと？」

　佐倉さんが俺と長谷川に尋ねる。

「高校の時、柏田君には鈴木君という仲のいいオタク友達がいたのだけれど、元彼女の桜さくら井い小豆さんは、よくその二人でＢＬ的な妄想を繰くり広げていたのよ」

「ああ、それって、確か柏田君が花見の時言ってた……。自分の彼氏でＢＬ妄想をしてただけじゃなくて、ＢＬイラストまで描いてたの!?　その元カノ……」

「まあこのイラストは、別れた後に見せられたんだけどさ。でも、もしこのイラストを、付き合ってる最中に当時の彼女に見せられたとしても、俺は彼女と別れなかったって言い切れるよ！」

　俺は佐倉さんに向かって、再び堂々と言い放った。

「…………」

　佐倉さんは俺の言葉に、何も言えなくなって啞あ然ぜんとしていた。佐倉さんだけでなく、長谷川までも呆然としている。よし、もう一息だ！

「俺だって百ゆ合りとか好きだし、腐女子に対して一いつ切さい気持ち悪いとか思わない！　むしろ、そんなに夢中になれるものがあっていいなあ、とさえ思うよ！」

　それは俺の正直な気持ちだった。

　佐倉さんは暫しばらくの間、俺のことを目を見開いたまま見つめている。

「……ぷっ」

　やがて、佐倉さんはくすくすと笑い出した。

「柏田君って、ウチが思ってた以上に……なんかすごい人なんだね」

　そのうち佐倉さんは笑うのをやめて、俺のことを真っ直すぐに見た。

「柏田君、それに長谷川さんも……ウチのためにここまでしてくれて、ありがとう」

「いえ、そんな……」

「二人がここまでしてくれて、柏田君がこんなイラストまで見せてくれたんだから……ウチもちゃんと、けじめつける。今の中ちゆう途と半はん端ぱな状態じゃ駄だ目めだよね。ウチなりに、ちゃんと考えてみる」

「……！　佐倉さん……」

　佐倉さんはまだサークルに復帰することを決めてくれたわけではないみたいだが、それでも、ちゃんと考えると言ってくれただけ、今までよりは少し前進できたのかもしれない。

　俺がここまでさらけ出した成果も、少しは出るといいのだが……。
















　翌日。

　テストの後サークルへと行くが、部室には佐倉さんの姿はなかった。

　まあ、昨日の今日ですぐサークルに来るなんて考えにくいか。彼女はサークルに復帰する、ではなく、けじめをつける、と言っただけなわけだし。

　しかしそのとき、部室の扉とびらが開いて……。




「こ、こんにちはー……」




「佐倉ちゃん!?」

　佐倉さんが、姿を現した。川北さんが最初に声を上げる。

「お……お久しぶりです」

　佐倉さんは少し恥はずかしそうに苦く笑しようして、部室に入ってきた。

　いつもサークルに来ていたときと同じ姿……ツーサイドアップの髪かみ型がたに、可愛かわいい系のメイク、フリフリのゴスロリ服だった。

　久しぶりに見る、佐倉さんの本来の姿。やっぱりこれでこそ佐倉さんだ。

　俺が佐倉さんに声を掛かけようと立ち上がると、他ほかの部員が先に席を立つ。

「佐倉ちゃん……ほんとごめん！　俺が勝手に検けん索さくかけたんだ。俺があんなことしなければ……」

　川北さんが、真っ先に佐倉ちゃんの前に行って頭を下げた。

「俺たちも、面おも白しろがって見ちゃってごめん！　佐倉ちゃんが見て欲しくなかったなら、見るべきじゃなかったのに……」

「俺もごめん！」

　他のメンバーたちも、口々に佐倉さんに謝った。

「み、みなさん……」

　佐倉さんはその様子を見て、驚おどろいているようだった。

　この様子を見れば、誰だれ一人ひとりとして佐倉さんが腐ふ女じよ子しであることに引いている人はいないこと、それにみんなが佐倉さんにサークルに来て欲しいと心から願っていたことが分かっただろう。

　佐倉さんが一いつ瞬しゆん、目を涙なみだぐませたことに俺は気付いた。

　だがすぐに首をブンブンと横に振ふって、

「そ、そんな……イラストにペンネームを描いたウチが迂う闊かつだったわけですし、気にしないで下さい。何週間も無断でサークルを休んで、同人誌の原げん稿こうを投げ出して……本当にすみませんでした！」

　と、頭を下げた。

「勝手かもしれませんが、色々考えて……ウチ、これからもこのサークルにいたいって思ったんです」

「佐倉さん……」

　佐倉さんの出した結論を、俺は心から嬉うれしく思う。

「これから、同人誌の原稿、全力で頑がん張ばりますから……皆みなさん、協力してくれますか!?」

「ああ、勿もち論ろん！」

「佐倉ちゃん、戻もどってきてくれてありがとう！」

「まだ時間はある、みんなで頑張ろう！」

　佐倉さんの言葉に、サークルのメンバー一同は喜んで、口々に声を掛けた。

「佐倉さん、またサークルに来てくれてありがとな」

　岩本さんが、改めて佐倉さんに礼を言った。

「岩本さん……ご迷めい惑わくお掛けして、すみませんでした」

「いやいや。……んで、早さつ速そくで悪いんだが、その同人誌の現状だが、イラストやＳＳは大体上がってきてる。姉あね御ごの漫まん画が原稿も締しめ切りまでには上げてくれるそうだ。あとは、みんなでサポートして佐倉さんの漫画原稿を上げるだけなんだが……」

「分かりました。これからは、また全力で原稿に取りかかります！」

「うん！　俺たちも、全力でサポートするから！」

　思わず俺は口を挟はさんだ。




　佐倉さんが再びサークルに戻ってくれて、サークルのみんなと仲直りすることができて、本当に良かった……。

　あとは、テストが終わったら、夏コミに向けてみんなで力を合わせて、同人誌の原稿を完成させよう！

　もう夏コミまで時間がないけど、毎日みんなで力を合わせれば、きっと間に合うはずだ！




　佐倉さんがサークルに復帰して、本格的にみんなで同人原稿を進めた。

　七月は三週目まで大学があり、四週目から夏休みに突とつ入にゆうする。

　テストの後、部室で毎日佐倉さんの原稿の下書きが上がっている分を、アシスタント担当のメンバーで枠わく線せん引き、セリフのペン入れなど進めた。

　佐倉さんはイラストはＣＧ派らしいのだが、漫画を描く際は全すべてパソコンなどを使わないアナログ派らしいので、俺たちでアシスタント業務ができる。

　佐倉さんは頑張って進めてくれていたが、どうしても、印刷代が通常料金の締め切り日である七月二十七日には間に合いそうもない。

　適当な出来であれば完成するかもしれないが、アニ研の同人誌に勝てるような本を作らなければならないのだ。時間がないからといって、手を抜ぬくわけにはいかない。

　持てる力を全て使って自分たちにとって最高の出来に仕上げなければ。

　ちなみに七月二十八日以降でも、夏コミまでに間に合わせてもらうことはできるのだが、少しずつ印刷の割増料金が上がっていく。




　もうすぐ夏休みに突入する、原稿作業が残り半分程度となった金曜日。

「このままいけば、二十七日には間に合わなくても、今月中には終わりそうだね！」

　部室で枠線を引く作業の手伝いをしながら、俺が佐倉さんに声をかける。今月中に終われば、印刷代の割増料金も少額で抑おさえられるのだ。

「うーん、来週からアレさえ始まらなければ、今月中に終わったかもしれないんだけどね……」

　佐倉さんは悩なやましげな表情で作業を進めながら答える。

「本当にそうだよなあ。まあ、申し込んだときは姉御が夏コミに申し込んだことも忘れてて、まさか夏コミにサークル参加するなんて思ってなかったし……」

「行くのって確か、半分くらいのメンバーでしたよね？」

　岩本さんと長谷川も、アシスタント作業を進めながら少し困った様子で続けた。

「え、アレ、って何ですか？　来週から何かありましたっけ？」

　俺の言葉に、三人が驚いた顔で俺を見る。やがて長谷川が呆あきれた表情で口を開く。

「柏田君、本気で忘れているの？　ほら、来週から……」

「え!?　あ……ああ～～っ！」




　ついに夏休み突入。夏コミまで、残り約四週間弱。

　俺たちには、大きな難関が待ち受けていた。







　　　７







「柏かしわ田だ、柏田ってば！」

「ん……」

　聞き覚えのある声に起こされて目が覚める。そこはどこかの教室で、講義中だった。

「あんた、また寝ねてたの!?　寝過ぎ！　いい加減先生に注意されるよ？」

　そして俺の隣となりには、俺の彼女……恋こいヶが崎さき桃ももが座っていて、小声で俺に注意していた。

「あ、ああ……サンキュ」

　どこなんだろう、ここは。恋ヶ崎と俺が一いつ緒しよの大学で授業を受けているだなんて、あり得ないのに。夢の中にでもいるのだろうか。

　夢だったなあ、恋ヶ崎と同じ大学で、一緒の大学生活を送るの。同じ授業を受けて、寝てるのを可愛く起こされたりして……。

「あんた、午前中の筆記の授業寝てばっかで、マジで合格するつもりあんの？」

　可愛く、どころじゃない。恋ヶ崎はマジギレしていた。




　そう、これは夢なんかじゃない。

　俺たちは今、栃とち木ぎ県けん某ぼう所しよの免めん許きよ合宿に来ている。合宿が始まって、今日で二日目だ。

　合宿に来ているメンバーは、俺と恋ヶ崎、それに佐さ倉くらさん、長は谷せ川がわ、岩いわ本もとさんの五人。

　もう原稿の締め切りまで時間がないというときに、俺たちは揃そろいも揃って免許合宿に申し込んでしまっていたのだった。

　午前中は筆記の授業、午後は技能の授業、そして夜は筆記の勉強に加えてみんなで佐倉さんの同人誌の原稿のアシスタント、というまさに鬼おにスケジュールだった。

　枠線引き、消しゴムかけ、ベタ塗ぬり、トーン……と俺たちに出来ることは限られているが、恋ヶ崎を含ふくめた全員で原稿作業を進めている。

　この合宿が終わるのは、順調にいけば約二週間後の八月三日（途と中ちゆうで試験に落ちるとその分延びてしまう）。この合宿中に原稿が終われば最高だが、終わらなければ東京に戻ってからも進めて、どうしても八月六日までには完成させたい。

　八月六日だと印刷代は二十％増しだが、その日以降は一気に料金が跳はね上がってしまうらしいのだ。

「仕方ないよ～。夜は原稿のアシスタントで大変なんだもん。授業中少し寝るくらいは許してあげないと」

　そこで、俺の反対隣に座る佐倉さんが、小声で俺をフォローした。

「な……!?　筆記の授業寝てばっかで筆記試験に合格できなかったら、免許取れなくて困るのは柏田なんだってば！　それに、原稿を手伝ってるのはみんな同じじゃん！」

　おい恋ヶ崎、声がでかいって……。

「大だい丈じよう夫ぶ、柏田君が寝ちゃったところはウチが責任を持って教えてあげるから～。ウチのせいで同人誌の原稿作業が遅おくれて、柏田君がこんなに疲つかれちゃってるわけだし……」

「か、柏田には、あたしが筆記の勉強を教えるから大丈夫だってば！　佐倉さんは、自分の筆記の勉強と原稿に集中して！」

「そこー、私語を慎つつしむように！」

　恋ヶ崎の声のボリュームが少しばかり大きすぎたために、ついに筆記の講義中の先生に注意をされてしまった。




　恋ヶ崎と二人で旅行気分……なんて少し期待して浮うかれていたのは遠い過去のこと。ずっと皆みんなで一緒に行動しているので、今のところ二人きりになれることなどほとんどない。特に……。

「柏田君、さっき柏田君が寝てたところのノート、貸してあげるね！」

　午前の授業が終わり、佐倉さんが自分のノートを俺に渡わたす。

「あ、ありが……」

「ちょっと！　あたしが教えるから大丈夫、って言ってるでしょ!?　ノートも、あたしが見せるってば！」

　恋ヶ崎は佐倉さんのノートを佐倉さんに返へん却きやくし、俺に自分のノートを押しつけた。その様子に、佐倉さんはつまらなそうな表情をする。

　そう、他ほかのメンバーは俺と恋ヶ崎が二人きりになるよう気を遣つかってくれているのか、別行動してくれたりすることもあるのだが、佐倉さんは常に俺たちと一緒に行動をしていた。

　それ故ゆえに、昼間俺と恋ヶ崎が二人きりになれることは、まずあり得ないのだ。




　それからみんなで食堂で昼食を取る。

「この免許合宿が終わる八月三日までに間に合わせるのは、少々難しいかもしれないわね。絵が描かけるのが佐倉さんしかいないから、どうしても佐倉さんの負担が大きくなってしまうわ。免許合宿に来ているのだから、免許を取ることを一番優先しないといけないし……」

　長谷川が蕎そ麦ばを食べながら、深刻な表情で俺たちに告げた。

「あ、そうだ！　みんなに朗報だ！　姉あね御ごが別べつ荘そう貸してくれることになったから、今日から他のメンバーたちもこっちに来て原げん稿こう手伝ってくれることになったぞ！」

「えっ、マジっすか!?」

　合宿に行く前、二に階かい堂どうさんの家は大金持ちで色んな場所に別荘を持っていて、栃木にもあるので、もしかしたら頼たのめば貸してくれるかもしれない、と岩本さんから聞いていた。だけどまさか、本当に貸してくれることになるなんて。ついに今日から他のメンバーも栃木に来るのか。賑にぎやかになるな。

「夕方頃ごろにはみんな着くらしい。こっから近いらしいから、技能の授業が終わって夕飯を食べたら、今日から夜はそっちの別荘で作業することにしよう」

「おお！　それはありがたいっすね」

　現在俺たちは、夜に休きゆう憩けい室の一部を占せん領りようしてみんなで作業していたが、周囲からの視線がとても痛かった。

　今日からはもうそんな思いをしなくて済むなんて、とても助かる。

「ふぁ～」

「ちょっ、柏田……あんた、そんなんで午後の技能の授業大丈夫なの？　事故ったらどうするつもり？」

　欠伸あくびをした俺に、恋ヶ崎が心配そうに声を掛かける。

「ごめんね、柏田君……原稿作業の手伝いのせいで寝不足になっちゃって」

「……！　い、いや、そういうわけじゃ……」

　申し訳なさそうに謝る佐倉さんを前に、罪悪感が湧わいてくる。

　俺が寝不足なのは、原稿作業のせいではなかった。それが原因なら、俺以外のみんなも寝不足で困っていることだろう。

　原稿作業は、翌日の授業に支障をきたさないように、という岩本さんの配はい慮りよで、昨日は十一時には終わらせた。

　それから寝る準備をして十二時にはベッドに入り、朝は七時に起き床しようなので、順調にいけばバッチリ七時間も眠ねむれたはずなのだ。

「ねえ、あんた昨日早くにベッド入ったじゃん。なんでそんなに眠いの？」

「……っ！」

　恋ヶ崎が、俺の顔を覗のぞき込んで呆れた様子で核かく心しんを突ついた質問をしてくる。

　恋ヶ崎の奴やつ、人の気も知らないで……！

　ずばり、俺が寝不足なのはこいつのせいなのだ。

　合宿所の部屋は二人一部屋になっており、大して深く考えずに俺と恋ヶ崎は一緒の部屋で申し込んだ。

　二段ベッドの上と下なわけだが、恋ヶ崎が上で寝ていると思ったら、当然興奮してドキドキしてしまい……ほとんど眠れなかったというわけだ。

「な、慣れない場所だと眠りが浅くなっちゃうんだよ」

「へえ、意外と神経か細いんだね。全然そう見えないのに」

「うるせーな」

　そこで、長谷川が俺を哀あわれみの目で見ていることに気付いた。どうやら長谷川だけは、俺が眠れない本当の理由に気付いたのかもしれない……。




　それから午後の技能の授業を受けて、終わって宿舎に戻もどってから筆記の勉強などを各自進め、食堂で夕食を食べてから、みんなで二階堂さんの別荘へ移動することになった。

「二階堂さんの別荘までって、どうやって行くんですか？」

　原稿作業のための道具一式と自分の荷物を持って、俺たちは合宿所の駐ちゆう車しや場じようの前に集まっていた。

「ああ、ここまで車で迎むかえに来てくれるらしい」

「車？　それって、誰だれが運転するんですか？」

　俺は何も考えずに納なつ得とくしたが、長谷川が岩本さんにすかさず突っ込んだ。そういえば確かに、二階堂さんは車の免許を持っていないんだった。じゃあ一体誰が……？

「ああ、それがな、……あ、あの車かな？」

　そこで、一台のワンボックスカーが俺たちの元に近付いてきた。

　俺たちの前で停車して、運転席の扉とびらが開く。中から出てきたのは、夏らしいリゾートワンピースに麦むぎ藁わら帽ぼう子し姿の、とんでもない美女で……。




「「ムラサキさん!?」」




　俺と恋ヶ崎の声がハモった。

　予想外すぎる人物に、驚おどろきのあまり腰こしが抜ぬけるかと思った。

「柏田さん、桃さん、お久しぶりです♪　そして皆みなさん、初めまして。二階堂杏あん奈なさんの友人の狭さ川がわ紫ゆかりと申します。さあ、どうぞお乗り下さい！」

「ど、どうも……」

　岩本さんや近藤さんは戸と惑まどいながら挨あい拶さつをした。突とつ然ぜん現れた正統派美女を前に、気後れしているのだろうか。

「な、なんでムラサキさんがここに!?」

　とりあえずみんなで車に乗り込みながら、俺はムラサキさんに尋たずねる。

「杏奈先せん輩ぱいに、運転手兼けんアシスタントとして呼ばれたんです♪　あ、小豆あずきさんもアシスタントとして杏奈先輩の別荘にいらしてますよ」

「えぇっ!?」

「本当ですかっ!?　こんなところでムラサキさんと小豆ちゃんに会えるなんて、超ちよう嬉うれしいサプライズなんだけどーっ！」

「ふふっ。私も小豆さんも、杏奈先輩にお願いされたとき、桃さんと柏田さんがいらっしゃると聞いて、二つ返事でオーケーしちゃいました♪」

　車が出発し、ムラサキさんが運転しながら答える。ムラサキさんって運転できたんだな。

　それにしても二階堂さん、粋いきなことしてくれるな。まあ、別に俺と恋ヶ崎のためにしてくれたわけじゃないのかもしれないが。

　小豆ちゃんと会うのは先日の秋あき葉は原ばら以来だ。

　佐倉さんが無事サークル戻ってきてくれたことはラインで伝えて、礼も言ってある。勿もち論ろん会えるのは嬉しいが……なんだか少し気き恥はずかしかった。




　二十分程度走って、車は別荘に到とう着ちやくした。二階堂さんの家の別荘は、広めのログハウスだった。金持ちってすごいな、と改めて思う。

「お邪じや魔ましまーす」

「あ、桃ちゃん！　……に、柏田君も！」

　別荘のリビングには、小豆ちゃん、二階堂さん、川かわ北きたさん、林はやし田ださん、佐さ藤とうさんがいた。

　俺と小豆ちゃんは互たがいに一いつ瞬しゆん目を合わせて、なんとなく、すぐに逸そらしてしまった。

「小豆ちゃん、久しぶり──っ！」

　恋ヶ崎と小豆ちゃんは、再会の熱い抱ほう擁ようを交かわす。五月に会ったばっかりだっていうのに、相変わらず大げさだ。

「翠みどりちゃんも、久しぶりっ！」

「小豆さん、わざわざ原稿の手伝いに来てくれたなんて……悪いわね」

　小豆ちゃんと長谷川も挨拶を交わした。

「えぇ？　むしろみんなと合宿できるなんてすっごく嬉しいよ～！　こういう、アニメとかでよくある誰かの別荘で合宿～っていうの、昔から憧あこがれてたんだよねっ！」

「姉御、今回はありがとうございます」

　岩本さんが二階堂さんに礼を言う。

「元々は私のせいで夏コミで勝負するなんて面めん倒どうなことになったんだもの。このくらいさせてもらうわ。ただ……明日も夕方に東京で面接があるから、私は明日の昼にはここを発たたなきゃいけないんだけど……」

「えっ、そうなんすか!?」

「だから私の代わりに、助っ人に来てもらったのよ！」

　その助っ人が、ムラサキさんと小豆ちゃん、ということか。

「二階堂さん、お久しぶりです！」

　恋ヶ崎が二階堂さんに声を掛けた。

「恋ヶ崎さん、紫から聞いてるわよ。プロの小説家目指して、投とう稿こう頑がん張ばってるみたいね」

「はい、ありがとうございます！　二階堂さんには最初にきっかけを作ってもらったので、いつかお礼を言いたいって思ってたので、お会いできて嬉しいです！」

　恋ヶ崎、二階堂さんにも会いたがってたから、今回みんなで合宿することになって良かったな。ムラサキさんや小豆ちゃん、長谷川にも再会できて喜んでたしな。

　二人きりになれなかったのは残念だが、恋ヶ崎にとっては、こっちの方が良かったかもしれないな。

「あっ……もしかしてオタサーの……じゃない、佐倉さん、ですか？」

　小豆ちゃんが佐倉さんを見て声をかける。散々色々話してはいたけど、直接小豆ちゃんが佐倉さんと会うのは初めてだよな。

「？　はい、そうですけど……」

「わたし、『くるみ割り人形』さんのファンなんですっ！　本もほとんど持ってて……」

『くるみ割り人形』とは、佐倉さんのサークル名だ。まさか小豆ちゃん、ここで本人に公言するとは……。

「えっ!?　なんでそのこと知って……」

「あ、勝手にすみません！　柏田君から色々聞いてて」

「……！　ってことはもしかして、あなたが柏田君の……」

「え？」

「……あ、ううん！　ってことは、あなたも腐ふ女じよ子しなんだね。宜よろしくね！」

　佐倉さん、小豆ちゃんが俺の元カノだって気付いたかもな……。

　佐倉さんと小豆ちゃんは、意外にも和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きになっていた。『弱虫ハンドル』のカップリングの話なんかを小豆ちゃんがし始めて、佐倉さんはまだ人前でＢＬの話をするのには抵てい抗こうがあるのか、戸惑っている様子だった。

「よーし、じゃあぼちぼち原げん稿こう作業始めるか～」

　岩本さんの一言で、みんな原稿作業の準備を始める。

　それから広いテーブルで作業が始まった。

「ちょっと柏田君、ここ、トーンちゃんと貼はれてないわよ!?」

「えっ!?　あ、すみません！」

　原稿作業中、二階堂さんに注意される。

「柏田君にはトーンは向いてないわね。ベタ塗ぬりに移ってもらいましょう」

「ええっ!?」

「ははは、柏田、ドンマイだな」

「岩本！　あんたはベタ塗りですらはみ出してるわよ!?　もう、あんたには消しゴムかけくらいしか任せられないじゃない！」

「えっ!?　お、おかしいな、ははは……」

　主に二階堂さんが俺たちに指示を出して、ムラサキさんが佐倉さんの漫まん画がの背景やらを手伝ってくれた。おかげで、今までより効率よく作業は進んだ。

　考えてみれば、大手同人作家やらプロの漫画家やら、かなり豪ごう華かなメンバーだよな。




　それから二時間半ほど作業を続け、岩本さんの提案で、十時を回ったところで作業を終わりにして合宿所へ戻ることとなった。

　原稿は二階堂さんの別べつ荘そうに置いていって、免めん許きよ合宿に不参加のメンバーに、昼間俺たちが免許の講習を受けている間にも作業を進めてもらうこととなる。

　免許合宿組は朝から晩まで勉強したり働いたりと大おお忙いそがしで、もう一日が終わる頃ころには完全に疲つかれ果てていた。特に俺は寝ね不ぶ足そくだし……ま、自業自得だけど。




「あの、皆さん……ウチの作業が遅おくれたせいでこんな大変なことになっちゃって、ほんとにごめんなさい」

　今日の作業を終えて合宿所に帰ろう、となったとき、佐倉さんが俺たち全員に向かって頭を下げた。

「何言ってんだ佐倉さん、元々は俺たちが佐倉さん一人に頼たよりすぎたんだ。むしろ俺たちは佐倉さんに感謝しなきゃいけねえんだよ」

　岩本さんが佐倉さんに言うと、みんなも、その通りだ、と口々に言った。

「岩本さん、皆さん……本当にありがとうございます」

　佐倉さんは感動した様子で、改めて、その場にいる全員に礼を言った。




　それから再びムラサキさんが俺たちを合宿所まで車で送ってくれた。

　帰りは、俺が助手席に乗ったので、そこで初めてゆっくりムラサキさんと話すことができた。

「ムラサキさんが来て下さったことにもびっくりですが、運転できたことにも驚きましたよ。めっちゃでかい車ですね」

「ああ、これはレンタカーですよ」

「あ、そうなんですか!?　てっきりムラサキさんの車なのかと……」

　なんだか、ムラサキさんとこうして二人で話すのって、気が遠くなるくらい久しぶりな気がする。

　漫画家デビューしてからは特に、すごく忙しそうで、それまでより会う頻ひん度ども減ってしまい、遠い存在になってしまったような気がして、内心少し寂さびしく思っていた。

　それから、互いの近きん況きようなどを軽く話した。

「お仕事でお忙しい中、本当にありがとうございます」

「いえ、今月は単行本作業があるから連れん載さいがお休みなので、余よ裕ゆうがあるんですよ」

「あ、そうなんですか！　もう単行本化するんですね!?　一いつ般ぱん誌しの連載の単行本って、初めてですよね!?」

「ええ、そうなんです」

「これはおめでたいですね～！」

「……じゃあお祝いに、何かして下さいませんか？」

「えっ!?　はい勿論、俺にできることなら！」

「それでは、是ぜ非ひして欲しいことがあるんですが……あっ、もう着きますね」

　ムラサキさんがそこまで話して、車は合宿所へと到着してしまった。

　俺にして欲しいこと？　ムラサキさんは一体、なんて言おうとしたんだろう。




「じゃあ、お休みなさーい」

　合宿所に戻もどって、俺たちはそれぞれの部屋に帰った。こんだけ眠ねむいし、今日は眠れるといいのだが。

　恋ヶ崎と二人、部屋へと戻る。

「…………」

　さっきまでお互い色々話していたのに、部屋に入った途と端たん急に静かになる。

　ちなみに昨日も、俺たちは部屋でこんな感じだった。こんな狭せまい部屋に、恋ヶ崎と二人きり……そのことに緊きん張ちようしてしまい、どうも口数が少なくなってしまう情けない俺だ。

「……ム、ムラサキさんと、車で、ゆっくり話せた？」

　恋ヶ崎が部屋の床ゆかに腰こしを下ろして俺に尋たずねた。

「あ、ああ、うん。なんか後ろは、女子三人で話してたよな？」

「……佐倉さんが、あんたが佐倉さんに、『サークルに戻って欲しい』ってどんだけ熱く説得してきたかって話を、延々と自じ慢まんげに話してきたわよ」

「えっ!?」

「ま、あたしにも相談してきたからアドバイスしたって話したら、ちょっと悔くやしそうにしてたけどね！」

　車の後ろの席では、そんな恐おそろしい会話がなされていたのか。全然気付かなかった。

「はは、そ、そんなこと話してたのか。…………」

　再び沈ちん黙もくが辛つらくなる。緊張のせいで、まったく普ふ段だん通りに話せない。

「じゃ、じゃあ恋ヶ崎、先風ふ呂ろでも入ったらどうだ!?　明日も早いしな！」

　その空気に耐たえられなくなり、俺は思わずそんなことを言う。

「え？　……」

「俺はお前の後でいいから！　な！」

「う、うん……」

　恋ヶ崎は俺に促うながされて風呂へと向かった。何か言いたげに見えたような気がするが……気のせいだろうか？




　やがて風呂から上がって髪かみを乾かわかし終えた恋ヶ崎が、脱だつ衣い所から出てくる。

　シャンプーか何かのいい匂においはするし、風呂上がりの顔が火ほ照てっている恋ヶ崎はめちゃくちゃ可愛かわいいし……ああ、もう！　まずい、既すでにおかしくなりそうだ。

「あの、柏……」

「あ～っ！　じゃあ俺も風呂入ってこようかな！」

　俺は慌あわてて風呂へ行く準備をして風呂に向かう。もう、欲よく望ぼうを必死に自制心で押さえつけることで一いつ杯ぱいだった。

　風呂から上がると、恋ヶ崎は先に寝てるかとも思ったが、まだベッドにも入らずに床の上で携けい帯たいを充じゆう電でんしながら弄いじっていた。

「ま、まだ寝てなかったのか……」

「う、うん……」

「……あ、明日も早いし、もう寝ないとな！」

　もしかして恋ヶ崎は俺が風呂から上がるのを待っていてくれたのか？　なんて思って嬉うれしくなったが、そんな気持ちを隠かくして俺は言う。

「……っ！　あ、あんた……なんか……」

　俺の言葉に、なぜか恋ヶ崎は表情を歪ゆがめた。

「昨日ここに来てから、部屋であたしのこと……避さけてない!?」

「え!?」

　恋ヶ崎に言われて、俺はギクッとする。

　避けてる、恋ヶ崎はそんな風に思っていたのか。俺は勿もち論ろん、避けているつもりなどない。

　本音を言えば、せっかく同じ部屋になったんだし、誰だれにも邪じや魔まをされずに二人きりになれる唯ゆい一いつの時間なんだから、イチャイチャしたいし……あんなことやそんなことだって、当然したい！　ＧＷに何もできなかったからこそ余計に……！

　だが当然そんなこと言えるはずもなく、昨日も「疲れたしすぐに寝ようか！」なんて思っていることと逆のことを言ってしまったのだ。

　恋ヶ崎と部屋に二人きりで、万が一早まった行動を起こして恋ヶ崎に嫌きらわれたら嫌いやだ……そういう気持ちが強くて、俺は終始自分を押さえ込むのに必死だった。

　昨日はその後、恋ヶ崎に指一本触ふれることすらなくそのまま自分のベッドへ行ったはいいが、ドキドキしてほとんど眠れなかった、というわけだ。

　それで、恋ヶ崎に避けていると思われてしまっただなんて……。

「さ、避けてなんてないって！　お、俺は……、……!?」

　そこまで言いかけて、驚おどろいた。

　いつの間にか恋ヶ崎が俺の近くまで来たかと思うと、思いっきり俺に抱だきついた。

「!?　こ、こ、こいが、さ……」

　何が起きたのか理解できず、混乱状態に陥おちいる俺。

「部屋以外では、全然二人っきりになれないんだもん。やっと二人っきりになれたんだから、その……こうやってくっつたりしたいじゃん……」

「恋ヶ崎……！」

　恋ヶ崎のことがたまらなく愛いとおしくなって、俺は恋ヶ崎の身体からだを抱き締しめた。

「あんたは、あたしとくっつきたいとか……思わないの？」

　恋ヶ崎は俺に抱きついたまま、不安げな表情で俺を見上げた。

「お、思うに決まってんだろっ!?」

「じゃあ、なんで避けんの？」

「お、俺だって、いや、多分俺の方がずっと！　お前とくっついたり、その、イチャイチャしたいって思ってるけど！　もしお前に嫌がられたりしたら、嫌だって思って……」

「か、柏田……」

　恋ヶ崎は潤うるんだ瞳ひとみで俺を見つめた。

「暫しばらくこのままね……」

　恋ヶ崎は俺を抱き締める手に力を込こめてそう言った。俺も一層手に力を込める。

　久しぶりに感じる、恋ヶ崎の温ぬくもり……。

　ああ、もう我が慢まんできない！　今日こそ、恋ヶ崎と……！

「恋ヶ崎、あの……」

「あっそうだ！　あんた、アレちゃんと持ってきた!?」

「え!?」

　いい雰ふん囲い気きだったのに、突とつ然ぜん恋ヶ崎は俺から身体を離はなしてそんなことを言い出した。

「ほら、合宿に来る前に言っといたでしょ！　昨日言おうとしたのに、あんたさっさと寝ようとすんだもん！」

「あ、ああ……！」

　恋ヶ崎の言う、アレ、とは……ずばり、『高校の制服』だった。

　合宿前にラインで持ってくるよう言われて、そのときは理由を聞いても恋ヶ崎は答えてくれず、何に使うのか分からないままとりあえず持ってきた。

　恋ヶ崎が小豆ちゃんとなんかのキャラのコスプレでもするのに、男子の高校の制服が欲ほしかった、とかだろうか？

　俺の使い古しの制服なんて、そのくらいしか使用意図が思いつかない。

「持って来たよ」

「出して！」

　ああ、せっかくイチャイチャできる流れに持ち込めそうだったのに、なんてことだ……。俺は凹へこみつつ、仕方なく恋ヶ崎の言う通り自分の高校時代の制服を荷物から出した。

「ほらよ。何に使うんだ？」

「じゃあそれ、着て！」

「えっ!?」

「ちゃんと着といてね！」

　そう言って恋ヶ崎は、自分は何かが入った袋ふくろを持って風呂場の脱衣所に入り扉とびらを閉めた。

　どういうことだ？　全くわけが分からないが、とりあえず言われた通り俺はその場で高校の制服に着き替がえた。

　やがて少しして、扉が開いて恋ヶ崎が姿を現し……。

「……ぶっ!?　お、おま……その格好……!?」

　俺は驚きのあまり、思わずその場で噴ふき出した。

　風呂の脱衣所から現れた恋ヶ崎は、なんと……俺と同じように、高校の制服を着ていたのだ。それも、俺たちが通ってた藤ふじ見み高校の制服を……。

　大学生になったとは言え、恋ヶ崎のビジュアルはあまり変わっていないので、なんだかまるで高校時代に戻ったかのような妙みような錯さつ覚かくを覚える。恋ヶ崎の制服姿、懐なつかしい……。

「……って、何なんだこれは!?」

　恋ヶ崎は俺の突つっ込みを無視して自分のキャリーバッグの中から何かを漁あさっている。

「あ、あった！」

　恋ヶ崎が中から取りだしたのは、長めの棒状のものだった。初めて見るので、それが何なのか全く分からない。恋ヶ崎はその棒の先に自分の携帯を取り付けた。

「な、何だそれ？」

「知らないの？　自じ撮どり棒。うーん、どこがいいかな。この部屋ソファーとかないし……あ、下の段のベッドの上でいっか。ちょっとこっち来て」

　制服姿の恋ヶ崎は俺が寝ているベッドの上に腰かけた。その隣となりに俺を座らせる。

　な……!?　ど、どういうつもりだ!?　ベッドの上に二人で並んで座るだなんて、嫌でも意識するだろ！　それも、恋ヶ崎はこんな格好だし……。

「おい、恋ヶ崎、一体何を……」

「写真撮んの！　見て分かんでしょ」

「え、写真!?」

　恋ヶ崎は携帯を先に取り付けた棒──『自撮り棒』とやらを右手に持って、俺たちの前に掲かかげた。

　そこで俺はやっと理解した。この自撮り棒とやらで、恋ヶ崎はスマホでツーショットを撮さつ影えいしようとしているのだと。

「最近思ったんだけど、高校時代、あんたと撮った写真ってほとんどなくて……。特に、制服のツーショットなんて全然ないの。だから、もう高校生じゃないけど撮っておきたいなって思って……」

　恋ヶ崎は恥はずかしそうに俺を見て言う。

「こ、恋ヶ崎……」

　だからわざわざ制服を持ってこいなんて言ったのか……？　俺と制服のツーショットが撮りたくて？

　こ、こいつ……可愛すぎんだろぉ!?

「はい、じゃー撮るよ～！」

「……！」

　恋ヶ崎が俺にくっついてきたので、興奮を抑おさえつつ撮影する。

「じゃ、次……あ、あのさ……」

　数枚撮り終えた後、恋ヶ崎はなぜか俯うつむいて顔を赤くしてもじもじしている。恥ずかしそうに上目使いで俺を見た。

「キッ……キキ、キス写メ……撮っていい？」

「んえぇあっ!?」

　恋ヶ崎のセリフに、あまりに驚きすぎて変な声が出てしまった。

「え、な、何!?　キ、キス……!?」

「せ、制服でキスとか、夢じゃん！　同じ高校の時はできなかったし……。せっかくだし写メに残したいかなって」

「わ、わ……分かった」

　動どう揺ようを抑えて了りよう承しようした。

　やっぱり恋ヶ崎って、どこまでも夢見る乙女おとめだよな。まあ、そんなところが堪たまらなく可愛いのだが。

　制服でキス、か……。確かに、これもしたことなかったな。

「じゃ、はい……」

　恋ヶ崎は目を瞑つぶって俺に唇くちびるを向けてきた。なんだか高校生の時の恋ヶ崎とキスをするかのような不思議な感覚になって、妙に興奮してくる……。

　俺も目を瞑り、恋ヶ崎の唇にキスをした。

「撮れたかな～!?」

　キスをした後、恋ヶ崎はすぐに携帯を自撮り棒から外して写メを確かく認にんしだした。

「あ、撮れてる～！　ほら！　やばいなんかこれ超ちよう恥ずかしいかも！」

　恋ヶ崎は嬉しそうに画像を見てから携帯の画面を俺に見せてくる。

　そこにはキスをしている俺と恋ヶ崎の写メがバッチリ撮れていたのだが、もはや俺はそれどころではなかった。

　考えてもみて欲しい。二人きりの部屋で自分のベッドの上で制服姿の彼女とキスをして、平常心でいられる童どう貞ていなんて、果たしているのだろうか？

「……？　か、柏田？」

「恋ヶ崎っ！」

　俺は思わず、恋ヶ崎をベッドの上に押し倒たおしていた。自分でもびっくりするくらい大だい胆たんな行動だったと思う。

「きゃっ!?　ちょっ……な、何!?」

　恋ヶ崎は真っ赤な顔になって驚いて俺を見る。

　制服姿で俺のベッドに横たわる恋ヶ崎に、益ます々ます興奮してくる。

「…………」

　俺はもう黙だまって再び恋ヶ崎の唇にキスをする。恋ヶ崎は、戸と惑まどいながらも目を瞑った。

「ん……かし……わだ？」

「恋ヶ崎！　お、俺は今日こそ……」

　俺の真しん剣けんな様子に、恋ヶ崎はやっと俺の意図を察したようで、驚いた様子で俺を見た。

「だ……駄だ目めっ！」

　しかしそこで恋ヶ崎は、突とつ然ぜん両手を伸のばして俺の口を押さえた。

「あ、あんたが言ったんじゃん。け、結けつ婚こんするまでは、そういうことしない、って……」

「……！」

　確かに俺は、ＧＷ中、恋ヶ崎がうちに泊とまりに来たときそんなようなことを言ったが。

「え、い、いや……あれは、結婚するまでしない、じゃなくて、恋ヶ崎がしたくないなら結婚するまでしなくてもいい、っていう意味だったんだけど……」

「え……っ!?」

　俺の言葉に、恋ヶ崎は一層顔を赤くして、戸惑った様子で俺を見つめた。

　これは、どういうことだ？　オッケーなのか？　ダメなのか!?

　黙っている恋ヶ崎の唇に、俺は再び顔を近づける。しかし再び、恋ヶ崎は俺の顔を手で押さえた。

「や、やっぱりだめ！　と、隣の部屋に長谷川さんとか佐倉さんとかいるっていうのに、そ、そんなこと、するわけには……」

「なっ……!?」

　恋ヶ崎は恥ずかしそうに必死に俺に訴うつたえた。

　恋ヶ崎に拒きよ否ひされてしまった以上、ヘタレな俺がこれ以上アクションを起こすことなどできるわけがない。俺は大きくショックを受けてその場にうなだれた。

「……じゃあ、その代わり……今日から、い、一いつ緒しよに……寝ねよっか」

「え!?」

　突然恋ヶ崎がそんなことを言い出して、驚おどろいた。

「一緒に部屋にいるのに別々に寝るなんて寂さびしいし、寝てるときもずっとくっついてられたら幸せだし……だ、だめ？」

「……！」

　恋ヶ崎はそんな可愛かわいいことを言いながら少し身体からだを起こすと、恥ずかしそうに俺の身体に控ひかえめに抱だきついてきた。

　だ、だめなわけないだろぉっ!?　と叫さけびたい衝しよう動どうを抑える。

「わ、わわ、分かった。じゃあ、そうしよう！」

「うん！　じゃあ着替えてくる！」

「！　あ、ああ！」

　それから恋ヶ崎がベッドから降りて脱だつ衣い所へと向かう。

　恋ヶ崎が完全に脱衣所の扉を閉めたのを見てから、俺は思わず今まで恋ヶ崎が寝ていた枕まくらを抱き締しめて匂においを嗅かぎながら、恋ヶ崎が寝ていたベッドの上をゴロゴロとのたうち回った。

　万が一恋ヶ崎に見られでもしたらキモッ！　とか言われてドン引きされること間ま違ちがいない……。

　のたうち回りながら、さっきまでの恋ヶ崎の可愛すぎる言動を思い出しては萌もえ死にそうになる。行こう為いを拒否されたことはショックだったが、それ以上に、恋ヶ崎が俺のことを思ってくれていることがすごく伝わってきて、嬉うれしい、愛いとしい、という気持ちでいっぱいになった。

　一通り堪たん能のうした後、寝るための部屋着へと着替える。

　俺が着替え終えてベッドに入り、ドキドキしながら恋ヶ崎を待っていると、やがて恋ヶ崎も脱衣所から出てきた。可愛らしいピンク色のパジャマに着替えている。

　少し戸惑いながらも、ベッドに入り、俺の隣に横になる。

「ね、寝てる間、変なことしないでよ!?　さ、触さわったり、とか……」

「え!?　あ、ああ、うん……」

　ああ、俺のすぐ横に恋ヶ崎が寝ているなんて……。

　恋ヶ崎は俺の方に身体を向けて、俺の顔を見ていた。俺は思わず、恋ヶ崎の手を握にぎる。恋ヶ崎も強く俺の手を握ってきた。

「じゃ、明日あしたも早いからもう寝よっか。おやすみ～」

「あ、ああ……」

　それから少しすると、恋ヶ崎は本当に寝息を立ててすやすやと寝ていた。

　なんだこの、天国のような地じ獄ごくのような状じよう況きようは!?　俺はもしかして、恋ヶ崎に試ためされているのか？　『触るな』という、恋ヶ崎の言ったことをちゃんと守れるかどうか……。

　もしそうなら、何もするわけにいかない。俺が恋ヶ崎を大事にしているということをきちんと証明するためにも。そう思って、俺は目を瞑って眠ねむる努力をした。

　暫しばらくの間興奮して全く眠れなかったが、さすがに何時間か経過したら、疲つかれと昨日の睡すい眠みん不ぶ足そくのおかげで睡すい魔まがやってきた。




　翌朝。

　俺が目を覚ますと、恋ヶ崎の顔がすぐ横にあって一いつ瞬しゆん驚おどろいた。

　そ、そうか……昨日は一緒に寝たんだったな。

「……っ!?」

　そこで俺は、恋ヶ崎の胸が俺の二の腕うでに思い切り当たっていることに気付いた。

　柔やわらかい感かん触しよくが腕に伝わってきて朝から興奮してしまう。それに俺の位置からだと、恋ヶ崎のパジャマの胸むな元もとからピンク色の下着が少し見えている。

　うおおおお朝からどんだけ俺を興奮させるつもりなんだよぉぉ!?

「う……ん……あれ？」

　恋ヶ崎の目がうっすらと開く。

「ひゃっ!?」

　俺の顔を見て、驚いて恋ヶ崎は俺から身体を離はなした。

「あ、そ、そっか、昨日……。ってか、今何時？」

「え？　あ、ああっ！　やべ！　早く出ないと朝食の時間に間に合わない！」

　俺たちは大おお慌あわてで準備をしてから、部屋を出て食堂へ向かった。




　それからまた午前に筆記の授業を受け、午後は技能の授業を受ける。

　授業中も、昨日の夜のことや今日の朝のことを思い出して興奮してしまい、あまり授業に集中できなかった。

　恋ヶ崎は「今日から一緒に寝よう」と言った。つまり、今日も明日も恋ヶ崎と同じベッドで眠ることになるわけで……。ああ、今からドキドキしてしまう！

「ちょっ……ストップストップ！」

　技能の授業中、助手席に座る教官が声を荒あららげた。

　俺がブレーキを踏ふんでいないのに、車が急停止する。どうやら、教官がブレーキをかけたらしい。

　教習所の車は普ふ通つうの車と違い、助手席にもブレーキがついているのだ。

「今、ちゃんと標識見てた!?　今のところは一いつ旦たん止まらないと駄目でしょ！」

「え!?　あ、ああ、すいません！」

　教官に怒おこられてびっくりする。ボーッとしていたせいでミスをやらかしてしまった……。




　そしてその日も昨日と同じように、授業を終え夜になり、夕食後またみんなで二階堂さんの別べつ荘そうへと移動し、原げん稿こう作業を進め、十時頃ごろにまた合宿所に戻もどる。

　部屋に戻ると、恋ヶ崎と一緒に寝る、という幸せすぎるけど自分の理性と戦うのが大変なイベントが待っていたのだが、さすがに毎晩鬼おにスケジュールをこなしていると疲れと睡眠不足が限界にきて、部屋に戻ってすぐに互たがいに寝落ちするようになっていった。




　そんな多た忙ぼうすぎる毎日を送っていると、あっという間に日々は過ぎ──。

　やがて、十五日間の免めん許きよ合宿の卒業検定の日を迎むかえる。

　とは言っても、合格できた人にとっては最終日だが、落ちてしまった人は合格するまで合宿を続けなければならない。

　卒業検定は、技能の最終試験であり、指定されたコースを走行するのと、停車や方向変へん換かんのテストもその中でする、というものだった。

　最初の持ち点の百点からどんどん減点されていき、残った点数に依より合格か不合格か決まるらしい。

　指定された時間に集合すると、それぞれの検定コースを教えられる。

　ちなみに俺と一緒に卒業検定を受けるのは、知らない男性二人だった。これが身内だったりしたら余計に緊きん張ちようしてしまった可能性もあるので、かえって知らない人で良かったかもしれない。

　俺の受ける検定コースは、運良く俺の得意なコースだったため少し安心した。




　しかしいざ検定が始まると、普ふ段だんの何倍も緊張してしまい、車線変へん更こうを間違えそうになったり、慌あわてたあまりに急ブレーキをかけてしまったりと、減点になるようなミスをやらかしてしまった。

　走行のテストの後には縦列駐ちゆう車しやの検定があったが、そっちは難なくクリアすることができた。

　検定を終えて、不安でいっぱいになる。果たしてこんなんで無事合格できるのだろうか？

　とっとと検定に合格して、早く原稿に取りかからなければならないっていうのに、こんなところで不合格になってしまったら俺だけ一人で免許合宿を続行しなければならないことになってしまう。

　その後も合格できずに何日も延長してしまったら、最悪夏コミの参加だってできなくなる可能性が出てくる。

　そんなの、絶対に嫌いやだ！　何が何でも合格したい！




　やがて一緒に受けた全員の検定が終わり、合格発表が行われる電光掲けい示じ板ばんの前に集まる。この電光掲示板に、合格者の番号が表示されることになっている。

　ああ、頼たのむ！　神様仏様──！

『合格者発表　１　２　３』

　電光掲示板には、俺を含ふくめた検定を受けたメンバー全員の番号が表示された。

「よっしゃああ！」

　思わず声を張り上げて喜んだ。一緒に受けた男性二人も喜びを露あらわにしている。

　免許合宿の検定は教官の判定が甘くなる、とは聞いていたが、もしかしてそのせいもあったりするのだろうか。




　原稿作業で大変だったのにも拘かかわらず、他ほかのメンバーも見事に卒業検定に全員合格することができた。

　その日の午後に卒業式が行われ、教習所の卒業証明書をもらうことができた。

　これでもう免許が取れるわけではなく、東京に戻ったら運転免許試験場にて、一年以内に学科試験を受けて合格しなければならない。

　だが、技能の検定に合格できたということだけでも一安心だった。

　俺たちは約二週間世話になった合宿所を後にする。




　とはいえまだ原稿作業は終わっていなかったので、二階堂さんの別荘にてラスト三日間、原稿合宿を続行することに決まった。

　合宿所にムラサキさんに迎えに来てもらい、別荘へと移動する。二階堂さんも東京から再び別荘へと戻ってきて、作業に加わった。




「ふあ～、ねっむ……」

「あっやべ、はみ出た……」

　さすがに免許合宿と原稿作業の疲れが出てきて、作業中そんな声が零こぼれるようになった。

　締しめ切りまで残り二日間となった、八月四日。

　このままいけば、今日の夜か明日の朝には原稿が上がるだろうと誰だれもが思っていた。

　六日の午前中にここを出発して、東京に着いたらそのまま直接印刷所に向かうことになっている。

「あ、あの……このページ、どうしても気に食わなくて……直したら駄だ目めでしょうか!?」

　佐倉さんが、神しん妙みような様子で二階堂さんに声を掛かけた。

「え？　どこが気に食わないの？」

「このコマの身体からだのデッサンがおかしいのと、こっちのコマのヒロインの顔があんまり可愛かわいくないから描かき直したいな、って思うんですけど……」

　佐倉さんの言葉に、俺は驚おどろく。他のサークルメンバーの視線も佐倉さんに集まった。

　今から直して、果たして間に合うのか？　俺も、恐おそらく皆みんなも、そんな不安に駆かられた。

「確かに言われて見ればそうね……。でも、間に合うの？　締め切りは二日後なのよ？」

　二階堂さんは困った表情で言う。

　俺は気になって、思わず一旦作業をやめて席を立ち、原稿を見に行った。

　確かに言われて見れば、佐倉さんの言う箇か所しよは気になる。だけど、ぱっと見であれば特に問題には感じない。

「いやー、十分よく描けてると思うよ!?」

　川北さんが言う。いつのまにか俺の後ろにいて、原稿を覗のぞいていた。

　このまま進めれば確実に間に合うペースなんだ。なんでわざわざ間に合わなくなるようなことをする必要があるんだ。一瞬、そんな風にも思った。

　だけど……その後に思い直す。佐倉さんは何も、我が儘ままで直したいなんて言ってるわけがないと。

　アニ研との勝負のこともあるし、少しでも良い原稿を上げなければならない。そう強く思っているからこそ、そんな風に提案してくれたんじゃないだろうか。

「いや……直しましょう！　今日寝ねないで原稿進めれば、間に合うと思いますし……」

「か、柏田君……」

　佐倉さんが驚いて俺を見る。俺の言葉に、みんなの視線が集まった。

「お、俺たちは、アニ研との勝負に勝つために、少しでもいい原稿を上げなくちゃいけないわけですし！」

「ああ……そうだな、柏田。よく言った！」

　岩本さんがそう言って、俺の頭をぐしゃぐしゃと撫なでてきた。

「佐倉さん、納なつ得とくのいくように描き直していいぞ！　仕上げは安心して俺たちに任せろ！　一日や二日寝ないで進めれば終わるってんなら、楽勝だ！　なあみんな！」

　岩本さんはそんな格好いいセリフを佐倉さんと皆に向かって言ってみせる。

「って、あんたたち、ベタ塗ぬりと消しゴムかけしかできない二人がなんで偉えらそうにそんなこと言ってんのよ!?」

　しかしそこで、二階堂さんが思いっきり俺たちに突つっ込んだ。二階堂さんの突っ込みは的確過ぎて俺は何も言えない。確かに、言われてみればその通りだな……。

　サークルメンバーたちも、そうだそうだ、大変なのは俺たちなんだぞ、と口々に言う。

「でも……寝ないでやってその分いい原稿が上がるなら、佐倉ちゃんに直してもらいましょう。アニ研に勝つためにできることは全すべてやりたいですしね。長谷川さんをアニ研に取られないために」

　川北さんが、長谷川の方を見ながら格好良く言ってみせた。なんか、いいところを取られたような気がするけど……。

　川北さんの言葉にみんな納得してくれたようだったので、佐倉さんは「みなさん、ありがとうございます！」と礼を言ってから、そのページを丸々描き直す作業に入る。

　それからその晩、俺たちは本当に誰だれ一人ひとりとして寝ないで原稿作業を進めた。




　そして、締め切りまであと一日を残した、翌日午後七時頃。

「このページ、仕上げ作業完かん了りよう！」

「こっちも終わった～！」

「……ってことは、全作業終わり!?」

　ついに、原稿が完成した。

　ああ、これで本当に、原稿が完成したんだ！　夏コミでこの同人誌を売ることができるんだ！

　それに、とても素す晴ばらしい同人誌になったという自信があった。この同人誌なら、アニ研の同人誌にだって勝てるのではないだろうか。




「よし、原稿終わったし最終日だし、酒盛りしようぜ！」

　岩本さんの言葉に俺は耳を疑った。こんなに寝不足で疲つかれてるのに、酒盛り!?

「いいっすね～！」

「紫、酒とつまみ買いに行くわよ！」

「はい、行きましょう♪　なんかご飯も買ってきましょうか」

　先せん輩ぱい達は酒盛りの準備を始める。

　せっかく一仕事終わったのだから休めばいいのに。酒を飲むとなるとどこからともなく原動力が湧わいてくるのだろうか、この人たちは。

　残った俺たちはとりあえずテーブルの上の画材などを片付けた。




「あ、そうだ。酒盛りの前に、一大イベントがあったわ！」

　少ししてムラサキさんと共に酒を買って帰ってきた二階堂さんが、別べつ荘そうに戻もどるなりそんなことを言う。一大イベント？　って、何だろう。

　二階堂さんは何か荷物を持って、バタバタと別荘の奥の部屋へと駆け込んで行った。

「ちょっと、女の子たち来て！　いいから、早く！」

　女性陣じんは二階堂さんの言葉に、戸と惑まどいながらも奥の部屋へと入る。

「あんたたち、絶対覗くんじゃないわよ!?」

　二階堂さんはそう言って扉とびらを思い切り閉めた。




　暫しばらく話し声が聞こえた後、やがて女子達がぞろぞろと部屋から出てくる。

「おお──っ！」

　思わず、俺は息を飲む。男性陣は何人か感かん嘆たんの声を上げた。

　女の子たちは全員、綺き麗れいな浴衣ゆかた姿になっていたのだ。

「実は今日、この近くで花火大会があるんだけど、うちの別荘の屋上から花火がよく見えるのよ。で、花火といえば浴衣でしょ」

「姉あね御ご、わざわざ浴衣東京から持って来たんすか!?」

「まあ、無事原げん稿こう作業が終わった、私からのお祝い、ってところよ！　今回、私のせいであんたたちには大変な思いさせたしね」

「姉御やりますね～っ！」

「二階堂さん最高ーっ！」

　男子勢からそんな声が上がる。

　俺も激しく同意したい気持ちだった。浴衣姿の女の子たちは皆綺麗で似合っていて、思わず見とれてしまう。

　特にピンク色の浴衣姿の恋ヶ崎は、本当に美しかった。

「ほら、早く酒持って屋上上がるわよ！　そろそろ花火始まるんだから！」

「はーい！」

　それぞれ自分の酒を持って、屋上へと上がる。




　やがて、花火が打ち上がった。

　二階堂さんの別荘の屋上は、本当に花火がよく見えるベストスポットだった。

　みんなで屋上の手すりに寄りかかり、酒を飲みながら花火を楽しむ。

「すごーい……」

　女の子達は感嘆の声を上げる。

「ほんとに綺麗……」

　恋ヶ崎はうっとりとした表情で花火を見ていた。

　俺はそんな浴衣姿の恋ヶ崎の横顔に見とれながら、ふと思う。

　せっかく久しぶりに会えたんだから、最終日くらい、二人きりになりたいな……と。

　飲み会の途と中ちゆうでそっと抜ぬけ出したりできないだろうか。




「よっしゃ、じゃあ改めて、かんぱーい！」

　花火が終わり、リビングへ移動して、ムラサキさんと二階堂さんが買ってきてくれた食事とおつまみを囲んだ。岩本さんの音頭で、乾かん杯ぱいする。

　とはいえ、俺、恋ヶ崎、長谷川、小豆ちゃん、佐倉さん、の一年生の未成年組は勿もち論ろんソフトドリングだ。

　酒盛りが始まってすぐはみんな楽しく話していたが、寝不足のため、一人ずつ脱だつ落らくしていった。

　眠ねむ気けに耐たえられなくなった人はその場で寝るのではなく部屋に戻って寝ろ、という二階堂さんの言いつけを守り、一人ずつ寝しん室しつの大部屋に戻っていく。

　川北さんがまたもや酔よって恋ヶ崎にちょっかいを出さないか心配で見張っていたが、大分早い段階で潰つぶれてくれたので助かった。

　他ほかの一年生や二年生もどんどん部屋へ戻っていく。

「うぁ～ねむっ！　だめだ、あたしも部屋戻るわ……」

　ついに恋ヶ崎までもが部屋へと戻ろうと立ち上がる。

「あ、じゃあ俺も……」

　部屋に戻るフリをして、さりげなく外に出たりできないだろうか……なんて思い、恋ヶ崎に続いて立ち上がった。

「柏田君、あなたはまだまだ元気そうじゃない！　ここまで残ってるんだから、一いつ杯ぱいくらい付き合いなさいよ！」

「え、えぇ!?」

　しかし、そこで俺の服の裾すそを二階堂さんが思いきり摑つかんできたので、俺は部屋に戻ることができなかった。恋ヶ崎だけ一人、ウトウトしながら部屋へと戻っていく。

　二階堂さん、相当酔っ払ぱらっているようだ。そういえば二階堂さんも、酔うと面めん倒どうくさくなるタイプだったんだよな。

　ちなみに現時点でまだ残っているのは、二階堂さん、岩本さん、ムラサキさん、それに佐倉さんだ。

「一杯くらいじゃ酔わないわよ。ほら、原稿が無事終わった記念に、一年生二人も！」

「ちょっと姉御、未成年っすよ～？」

「じゃ、じゃあ、一杯だけ……」

　俺の隣となりに座る佐倉さんが二階堂さんから酒を受け取った。ま、マジかよ……。

「女の子が飲むってのに柏田君は飲まないの!?　情けないわね！」

「す、すんません、俺はちょっと前科があるんで……」

　前回すぐ酔い潰れてしまったことを思い出す。一杯でああなってしまったなら、疲れている今回は即そく酔っ払ってしまうのではないだろうかと思い、やめておいた。

「柏田さん、この間、私の単行本刊行祝いに何かしてくれる、っておっしゃってましたよね？」

　そこで俺の逆隣に座るムラサキさんがそんなことを言ってきた。嫌いやな予感がする……。

「強要はしませんが、一杯だけ、お酒をご一いつ緒しよして下さいませんか？　柏田さんとお酒を飲むの、夢だったんですよねぇ♪」

「……！　わ、分かりました、それなら、一杯だけ……」

　ムラサキさんにそんな風に言われてしまったら、断ることなどできるわけがない。潰れそうになったら、すぐ部屋に戻ろう。

「ほんとですか!?　ありがとうございます！」

　ムラサキさんは大げさなくらい喜んで、俺のグラスにワインを注いだ。

「……って、ワイン!?」

「えぇ、ワインです。じゃあ、かんぱーい」

　ムラサキさんに乾杯され、仕方なく一口飲んだ。

　うおお、初めて飲んだけどすごい味……アルコールがめちゃくちゃ強そうだ。

「紫はもう一人で赤ワインボトル一本空けてるから、気をつけて」

「えっ……えぇっ!?」

　二階堂さんに言われてムラサキさんの顔を見ると、確かに目が据すわっていた。もしかして、この中で一番酔っ払ってるのって、ムラサキさんだったりするのか？

「……っ！」

　そこで俺は、ムラサキさんから慌あわてて顔を逸そらす。

　ムラサキさんは、浴衣の胸むな元もとが大きくはだけており、思い切り胸の谷間が見えていた。

「あ、あら……ごめんなさい」

　俺が胸を見たことで胸元がはだけていることに気付いたようで、ムラサキさんは慌てて恥はずかしそうに浴衣の胸元を直した。

「やだ、私ったら……。今日はつけてないから気をつけなければならないのに……」

　ムラサキさんが恥ずかしそうにそんなことを言い出したので、俺は思わず彼女の方に再び顔を向けた。胸元を再度見る。

「え、え!?　つ、つけてない、って……」

「あら、柏田さんご存じないんですか？　浴衣のときは下着をつけないものなんですよ？」

「えぇえっ!?」

　俺は思わず声を張り上げる。気付けば、岩本さんはその場で潰れていた。

「ふふ。常識ですよ？　上は勿論、下も……」

　ムラサキさんの言葉に、俺は思わず彼女の下半身に目が行ってしまう。

　え、えぇぇぇ!?　じゃあこの下には、何も穿はいてない、のか!?　浴衣の下に下着をつけないなんて、エロ漫まん画がの中の話だと思っていたのに……。

「ふふっ、柏田さんってやっぱり……まだ妖よう精せいさんなんですね？」

「ぶふっ!?」

　俺は飲もうとしていたワインを噴ふき出した。な、何を言い出すんだこの人はぁ!?　妖精ってつまり、その……まだそういう行こう為いを未経験、って意味で言ってるんだよな？

「私は柏田さんがまだピュアな妖精さんのままで嬉うれしいです♪」

「な、な……!?　なんでそんなこと分かるんですか!?」

「そりゃあ、見てれば分かりますよぉ？」

　ムラサキさんはウィンクをして言う。その姿に、不覚にもドキッとしてしまう。

　なんか懐なつかしいなこの感覚。暫くムラサキさんとこういうやり取り、してなかったからな。昔はよくこんな風にからかわれてたっけ。うん、実に悪くない。

「桃さんと大人の階段を上った際には、是ぜ非ひ報告して下さいね♪　お赤飯を作ってお二人をお祝いしますから」

「なっ!?」

「あんたねえ、堂々と噓うそついてんじゃないわよぉっ！」

　そこで二階堂さんがムラサキさんの近くまで来て、なんと……浴衣の中に手を突つっ込んだ。ムラサキさんの浴衣ははだけてしまい……。

「キャ、キャッ!?」

　二階堂さんは、ムラサキさんの下着の上から彼女の胸を揉もみ始める。

「ほらあっ、ちゃんと下着つけてるじゃない！」

　ああ、びっくりした……ノーブラかと思ったら、本当に黒いレースの下着をちゃんとつけてるじゃないか……。やっぱり俺、またムラサキさんにからかわれたんだな。

　……って、お、おい!?　ムラサキさんの下着、思いっきり見てしまったんですが!?

「ちょ、ちょっと杏奈先せん輩ぱい！　何するんですかぁ！　か、柏田さんが見てるのに……」

　ムラサキさんが俺を見て恥ずかしそうに言うが、完全に酔っ払っている二階堂さんはムラサキさんの胸を揉む手を止めない。

「あんたねえ～～、胸の大きさまで生意気なのよぉ！　これ、私よりワンカップは大きいでしょ～!?」

「あ、も、もう……や、やめて下さい……」

　ムラサキさんは恥ずかしそうにそんな声をあげるので、俺は益ます々ます興奮が止まらなくなる。

　とりあえず、せめてこれ以上見ないように慌てて反対方向に顔を向けた。

「ああ～！　柏田君、やっとウチの方見てくれた～！」

　すると、いつの間にか佐倉さんが俺の隣に移動していて、一人でグビグビと酒を飲み、完全に出来上がっていた。俺の肩かたにもたれかかってそんなことを言ってくる。

「ちょっ!?　さ、佐倉さん!?」

「ウチねえ～、柏田君には本当に感謝してるんだよお～？　柏田君ってもう、本当に何から何までウチの理想、っていうか～」
















「わ、分かったから、ちょっと離はなれ……」

「柏田君はウチのこと避さけるけどぉ、ウチは本気で柏田君のこと……好きなんだよぉ……」

　俺の肩で眠そうに、佐倉さんは呟つぶやく。

　今まで『好き』と面と向かって言われたことはなかったので、俺は不覚にもドキッとしてしまった。

　そうか、なんか今いま更さら改めてだけど……佐倉さんって、本当に俺のことが好きなんだ。なんで、こんな俺なんかのことを……。

「あ、ありがとう佐倉さん……。でも俺、もう部屋戻もどるね。佐倉さんも……」

　さすがにこれ以上ここにいるのはまずいと思い、俺がそう言ったとき。




「まだ飲んでたの……？」




　そこでリビングに誰だれかが入って来たと思ったら、恋ヶ崎だった。

　啞あ然ぜんとした表情で俺たちを見ている。俺は慌てて佐倉さんから離れた。

　佐倉さんは不満げに頰ほおを膨ふくらませて俺を見ていたが、見なかったことにする。

「お、お前、寝ねたんじゃなかったのか？」

「お手洗い行こうと思ったら、まだ話し声が聞こえたから……」

　恋ヶ崎はそのままトイレヘ向かった。

　気付けば、二階堂さんとムラサキさんもその場で落ちていた。佐倉さんはウトウトしている。そこで恋ヶ崎がトイレから出てきて、部屋に戻ろうとした。

「恋ヶ崎！」

　俺は思わず立ち上がって、恋ヶ崎を追いかけた。

「何？」

　恋ヶ崎は不ふ機き嫌げんそうに振ふり向く。

「いや、ちょっと……外、出ないか？」

「え？」

「いや、酔いを醒さましたくて……」

「何それ……ってか、あんたも酒飲んでたわけ？」

　益々不機嫌になる恋ヶ崎。やばい、墓ぼ穴けつだった。

「なら一人で外行ってくればいいじゃん。あたしはもう寝るから」

　やべえ、完全に怒おこってるぞこれ。

「お、お前と外に出たいんだよ。付き合ってくれよ」

　俺は半ば無理矢理恋ヶ崎を外に連れ出した。




　外は、夜風が気持ち良かった。

　別べつ荘そうは森に囲まれており、夜の森は雰ふん囲い気きがある。

「あ、あのさ……悪かったよ。さ、さっき、俺はもう部屋に戻ろうとしてたんだけど……」

「戻ろうとしてた、だぁ？　佐倉さんに肩にもたれかかられて超ちようデレデレしてたじゃん！」

「し、してないって！　本当に部屋に戻ろうとしてたんだよ！」

「…………。部屋に戻って布ふ団とんに入ったら眠ねむ気けがちょっと覚めちゃって、あんたは全然部屋に戻ってこないし、ずっと楽しそうな話し声は聞こえるし……」

　恋ヶ崎は苛いら立だった様子で言う。恋ヶ崎は、俺のことを気にして戻ってきたのか？

「ほんっと頭にくる！　なんであんたって、いつもそうやってなんだかんだ言ってモテてるわけ!?」

「え!?　モ、モテてる!?　俺が!?」

　恋ヶ崎の発言に俺は驚おどろいた。恋ヶ崎はそんな風に思ってるのか？

「そうやってすぐすっとぼけるとこもムカつくし……」

「はあ!?　じゃ、じゃあどうすりゃいいんだよ!?　謝っても駄だ目めなんて……」

　恋ヶ崎の機嫌が直らないので、つい言い返してしまう。

「べ、別に……謝る必要なんて、ない」

「……え？」

「あんたが悪くないってのは……ほ、ほんとは、分かってるつもりだし……」

　俺は恋ヶ崎のセリフに、驚いて恋ヶ崎の顔を見た。

「あんたがあたしのことを一番に思ってくれてるっていうのはよく分かってるし、あんたが誠実だってことも分かってるけど……それでもムカつくんだもん！」

「は、はあ!?」

　そんなこと言われたら、一体どうすりゃいいってんだ？

「す……好きすぎるから、ムカつくの！　仕方ないじゃん！」

「……！　こ、恋ヶ崎……」

　俺は思わず、その場で恋ヶ崎を抱だき締しめる。酒が入っているから、少し大だい胆たんになれたのかもしれない。

「こ、これからはなるべく……お前が不機嫌になるようなこと、しないように気をつける」

「……そんなこと、できんの？　あんたが？」

「あ、ああ……なるべく、気をつける……」

　俺は恋ヶ崎の身体からだを少し離して、顔を見た。

　恋ヶ崎は、潤うるんだ瞳ひとみで俺を見ていた。やがてそのまま目を閉じる。

　薄うす暗ぐらい月明かりの下で、俺たちはキスをした。




「このまま、明日あしたが来なければいいのにな……」




　今日は、合宿最終日。

　つまり、明日になったら俺は東京へ、恋ヶ崎は北海道へ戻らなければならない。

　次に会えるのは、果たしていつだ？　バイト代は免めん許きよ合宿に使い果たしてしまったのだから、また一から金を貯ためなければ。

「無理に頑がん張ばんなくていいよ、別に……」

「え？」

「あたしが不機嫌になったら、毎回こうして……キスしてくれたら、それでいい。そしたらあたし、機嫌直すから」

「こ、恋ヶ崎……」

　俺は恋ヶ崎の言葉を聞いて、恋ヶ崎のことが一層愛いとしくなる。思わずまた、恋ヶ崎を抱き締めた。

「俺、またすぐバイトするから！　免許も取ったことだし、近いうち北海道に会いに行けるように……」

「ふーん。じゃ、期待せずに待ってるわ」

　恋ヶ崎は意地悪そうな笑えみを浮うかべて俺を見た。

「マジで頑張るってば！」




　それから俺たちは、月明かりの下、森の中を手を繫つないでただ黙だまって歩いた。







　　　８







　それから約十日後。

　八月十七日。夏コミ当日。

　俺と佐さ倉くらさんと長は谷せ川がわの三人は、サークルチケットで先に入場した。

　サークルチケットで入場できるのは三人までで、他ほかのメンバーは新刊を買うためにこの炎えん天てん下かの中早朝から会場に並んでいる。

　売り子は女の子の方が売れるから、という理由で、佐倉さんと長谷川は必然的に先に入場することになり（ちなみに二に階かい堂どうさんは多た忙ぼうのため売り子候補から外した）、残りの一人はジャンケンで勝った俺に決まった。

　いつも夏コミは暑さに死にそうになりながら早朝から並んでいるが、サークルチケットで会場に入れる日が来るなんてな。

　サークルチケットがあれば並ばなくて済み、驚くほど快適だった。軽く感動してしまう。




「うん、こんなもんで大だい丈じよう夫ぶかな？」

　サークルスペースの設営がある程度終わり、俺が長谷川と佐倉さんに声を掛かける。

「ええ、バッチリね。佐倉さんが前日まで頑張ってポスターやペーパーを用意してくれたおかげで、とても様になったわ」

　長谷川が佐倉さんに笑顔を向けた。

　そう、佐倉さんは東京に戻ってからも、今日のためにめちゃくちゃ頑張ってくれたのだ。

　ちなみに、合宿最終日の酔よったときのことは、佐倉さんは覚えていないようだった。

「いやー、迷めい惑わく掛けた分、このくらいはやらないとね」

『ただいまより、第八十六回コミックフェスタを開始します』

　ちょうど放送が聞こえてくる。俺たちは会場の人たちと一いつ緒しよに拍はく手しゆをした。

「売れるかな、うちの漫まん研けんの同人誌……」

　佐倉さんが、不安げにポツリと呟いた。

「……！　大丈夫、出来はめちゃくちゃいいよ！」

「ええ、その通りよ。意地でも売りましょう。私、アニ研なんかに行きたくないもの」

「……うん、そうだよね！　ウチも精せい一いつ杯ぱい頑張る！」




「創作十八禁漫画同人誌でーす！」

「どうぞお手に取ってみて下さーい！」

　必死の声掛けの甲か斐いもあって、チラホラと本を手に取ってくれる人はいた。が、なかなか購こう入にゆうまでには至らない。

「お願いします」

「！　あ、ありがとうございます！」

　開始から十分程度だろうか。初めて漫研の同人誌が売れた瞬しゆん間かんだった。

　それからも、決して高い頻ひん度どではないが、ぽつりぽつりと少しずつ売れていく。

「おー、どうだ売れ行きは？」

　岩いわ本もとさんと川かわ北きたさんが、俺たちのスペースに様子を見に来た。

「ぼちぼちっすね。悪くないっすよ」

「なるほど、今どんくらいだ？」

「多分、十五冊くらいっすね」

　そこへ、ちょうどいいタイミングで二階堂さんもスペースへ来る。

「今アニ研の様子を見てきたんだけど……案外売れてるみたいなのよ」

「えっ!?」

「これがアニ研の新刊よ。売り子が愛あい島じまじゃないときに行ったら普ふ通つうに買えたわ」

　二階堂さんが俺たちにアニ研の同人誌を見せる。聞いていた通り、『船これ』の十八禁百ゆ合り同人誌だ。

　確かに、表紙のイラストはめちゃくちゃ上う手まい。中を見ると、中の絵も表紙に見み劣おとりしないくらい綺き麗れいだ。

「向こうはジャンルが二次で人気作品って時点でうちが不利なのよね……」

　パラパラと一ページずつ丁てい寧ねいに読む。

　一応十八禁設定になってるとはいえ本番なしでエロがぬるいし、メインで漫画を描かいている愛島さんの絵は上手いけど、あまり男性に受けなさそうな絵え柄がらだったので、十分うちにも勝機はあると思った。

　うちの同人誌の方が、男性向けとして特化できていると思う。

「売り上げ冊数は聞いてないけど、机の上の本の減り具合から想定したら……現時点で向こうはうちの倍くらいは売れてる気がするわ」

「倍!?」

　二階堂さんの言葉に、俺は思わず声を荒あららげた。

　なんてことだ。うちも結構順調だと思っていたのに！

「何か今から手を打った方がいいな……あ、そうだ！　佐倉さん、スケブ描ける？」

「あ、うん！　女性向け同人でよくやってるから慣れてるよ！」

「よし、同人誌を買ってくれた人だけ受けることにしよう。リクエストジャンルは資料があれば自由、でもいい？」

「うん、それで大丈夫！」




「新刊お買い上げの方のみ、スケブ受け付けてまーす！」

　岩本さんたちが再び買いものに戻もどった後、俺は声を張ってアピールを始める。

　すると、今までより足を止めてくれる人が増えた。その流れで、そのまま本を買ってスケブを頼たのむ人も増えた。

　佐倉さんは慣れているだけあってスケブを捌さばくのがとても速かった。それでも、五冊ほど溜たまってしまう。

「そろそろスケブ受付停止しましょうか」

「え!?　いや、全然大丈夫だよ！　もっと受けちゃお！」

　佐倉さんは手をひとときも休めることなくスケブを捌き続けた。その間、俺と長谷川は必死で声をかけて本を売る。

　スケブ作戦のおかげで、売り上げが伸のびて順調にいっているように思えたときだった。

「……!?　さ、佐倉さん!?」

　突とつ然ぜん長谷川が声を上げた。見ると……佐倉さんが、机に突つっ伏ぷしていた。

「佐倉さん、どうしたの!?　大丈夫!?」

「…………。だ、大丈夫～」

　顔を上げた彼女を見て、俺も長谷川もぶったまげた。

　佐倉さんは真っ青な顔色になっていた。

「全然大丈夫そうじゃないわ！　佐倉さん、もしかして昨日寝ねていないんじゃないの？」

「あ、あはは……でも、このくらい……」

　佐倉さんはフラフラの状態で机に手を突いた。

「きっと貧血よ。医務室へ行った方がいいわ」

「！　そ、そんな……ここで少し休めば、大丈夫だって！」

「いや、そんなわけにいかないよ！　ほら佐倉さん、来て！」

　俺は半ば無理矢理佐倉さんをスペースから引っ張り出した。もう足取りがフラフラしている。思いきって佐倉さんの前で屈かがんだ。

「おぶっていくから、乗っていいよ！」

「ふぇ!?」

「ほら、早く！」

　佐倉さんは観念して、俺の背中にしがみついた。




「じゃあ、宜よろしくお願いします」

　救護室のスタッフに佐倉さんのことを頼んで、俺は再びスペースに戻ることにする。本当はついていてあげた方がいいのかもしれないが……。

「佐倉さん、後のことは気にしないで、ゆっくり休ん、……！」

　そのとき、横になっている佐倉さんが目に涙なみだを浮かべていることに気付いた。

「佐倉さ……」

「当日に倒たおれちゃうなんて……ほんと、ウチってなんで肝かん心じんなときにこうなんだろ」

　佐倉さんは、心底悔くやしそうに呟つぶやいた。

「佐倉さんは今日まで、本当に十分すぎるくらい頑がん張ばってくれたって！　佐倉さんがここまで頑張ってくれたんだ、後は俺たちがどうにかする！　絶対にアニ研に勝って見せる！」

「か、柏かしわ田だ君……。えへへっ……うん、あとお願いね」




　それから再びスペースに戻る。

　スペースには岩本さんと近こん藤どうさんが来ており、売り子をしていた。長谷川は後ろで昼飯を食べていた。

　長谷川が佐倉さんが貧血で倒れたことを漫研のライングループで伝えていたので、二人が助すけっ人ととして来てくれたのだろう。

　気付けば、もうお昼になってしまったのか……。まだ、完売する気配などまるでない。

「佐倉さんの体調はどうだ？」

「はい、ただの貧血みたいです。すごく悔しそうにしてました」

「そうか……」

　それから俺も後ろで急いで昼飯を食べ、それから再び岩本さんと近藤さんと代わって、長谷川と共に声を張って呼び込みをした。

　長谷川も、慣れない大声を張り上げて本当に頑張ってくれた。

　だが、スケブという強力な武器を失った今、売れるペースは先ほどよりずっと落ちてしまった。

　そこで、再び二階堂さんがスペースにやってきた。

「今アニ研に行って聞いてみたら、残り五十冊って言ってたわ！」

「えぇ!?」

　今俺たちの本は、まだ半分の百冊も売り切れていない。

　くそっ……もう駄だ目めなのか？　こんなにみんなで頑張って、本だって素す晴ばらしいものが出来たと自負している。

　正直、アニ研の本なんかよりずっと出来はいいし、男性向け同人としての需じゆ要ようも高いはずだ。

　それなのに、二次創作とオリジナルという違ちがいだけで負けてしまうなんて……！　負けたら、長谷川がアニ研に取られてしまうというのに！

　何か、何かいい方法は……。俺は必死に脳内をフル回転させた。

　そこで、あることを思い出した。編集部で働いていたとき、よく販はん促そくのためのＰＯＰの著者名などが間違っていないかという確かく認にんをさせられた。

　そうだ、ＰＯＰだ！　大手オタクショップでは、必ずと言っていいほどある。あれで目に留まって気になって、買うことだってよくある。

　今からポップを作ることは難しいが、それに近い環かん境きようを作ることは可能なんじゃないのか？

　俺は同人誌を一冊取り、一番見所だと思えるシーンを開いて机の上に広げた。

　佐倉さんが置いていったスケッチブックを開き、その場で本の煽あおり文句を考える。




『ツンデレ幼おさな馴な染じみと、学校でＨ！　誘ゆう惑わくしてくる幼馴染みがエロすぎる！』




　書いていて恥はずかしくなったが、もうこの際恥はじは捨てることにする。

　なるべく目立つようにスケッチブックに書いて、見本誌の横に開いて置いた。

「新刊、幼馴染みをテーマにした男性向け創作同人誌です！　シチュエーションもエロ度も、幼馴染み萌もえの方には必ず満足してもらえる仕上がりになってます！　手に取るだけでも大だい歓かん迎げいです！　見てって下さーい！」

　俺は大きな声で本の説明をした。もう今の俺に、羞しゆう恥ち心しんなどない！

「か、柏田君……!?」

「お前、そ、そこまで……」

　長谷川や岩本さんが声を張り上げる俺を驚おどろいて見ていた。もしかしたら、ここまでやっている俺に引いてるのかもしれない。

　だけど俺は、ここまでしてでも勝たなければならない理由がある。

　長谷川に漫まん研けんを辞やめさせないため、あそこまで頑張ってくれた佐倉さんの努力を無む駄だにしないため、それに……自分で決めたことを、自分で守るためにも。

　俺がＰＯＰを飾かざって声を出し始めてから、今までより足を止めてくれる人が増えた。

　やがて俺の様子を見て、他ほかのメンバーも声を上げて本の説明をしてくれるようになった。




「柏田君、長谷川さん、それに皆みなさんも、お疲つかれ様で～す！」




「……えっ!?」

　そのとき、俺たちのスペースに二人のコスプレイヤーがやってきて声をかけてきたので、俺は驚いた。

　よく見ると、それは小豆あずきちゃんと──。

「こ、恋こいヶが崎さきっ!?」

　どうして恋ヶ崎がここに!?

　原げん稿こう合宿の翌日、北海道に帰ったはずなのに。

「せっかくあたしもちょっとは手伝ったんだし、どうなってるか気になっちゃってさ。昨日の夜の便で来ちゃった」

「わざわざ北海道から来たのか!?」

「まーね。もう貯金ほとんど使い果たしちゃったよ」

　恋ヶ崎、そこまで俺たちのサークルのことを気にして……？

「あら？　恋ヶ崎さん、それに小豆さんも、そのコスプレってもしかして……」

　長谷川が二人の姿を見て声を掛かける。

「あ、気付いた？　そう、今回の漫研に出てくるキャラのコスプレ！」

「えぇっ!?　あ、ほんとだ！」

　言われて見て気付いた。恋ヶ崎は、佐倉さんが描かいた漫画のヒロインのコスプレを、小豆ちゃんは、二階堂さんが描いた漫画のヒロインのコスプレをしていた。

　佐倉さんが衣い装しようデザインにも拘こだわっていただけあって、ヒロインの学校制服はとても可愛かわいらしかった。

「わざわざ作ったの!?」

「うん、何かみんなが頑張ってるの見たら、いてもたってもいられなくって！　原稿のコピーもらって、合宿の後急いで作ったんだ～！　今日までに間に合って良かったよ！」

　小豆ちゃんが答える。

　小豆ちゃん、俺たちのサークルのためにそこまでしてくれるだなんて……。

「……二人とも、お願いがあるんだっ！」

　そこで俺の頭の中に、一つの案が浮うかんだ。

「せっかく同人誌に出てくるキャラのコスプレしてるんだ、このまま売り子してくれないかっ!?」

「えぇっ!?」

「コスプレした女の子が売り子すると、一番売り上げが伸びるんだよ！」

　だが言ってから、さすがに、その同人誌のコスプレをして、エロ同人誌の売り子をするなんて、抵てい抗こうがあるだろうか？　と、不安になる。俺が恐おそる恐る二人の顔を見ると。

「そんなことで良ければいくらでも協力するよ！　コスして売り子って、一度憧あこがれてたんだよね！」

「わざわざ東京まで来てコスプレまでしたんだから、もう何だってやってやるわよ！」

「小豆ちゃん、恋ヶ崎……」

　二人の協力的な姿勢に、俺は感動した。




「創作男性向け同人誌でーす！　幼馴染み本でーす！　見て行って下さーい！」

「立ち読みも歓迎でーす！」

　コスプレをした二人が入った途と端たん、スペースは華はなやかになった。立ち止まる人の数も、ずっと増えた。
















　美少女コスプレイヤーの力って、なんて偉い大だいなんだろうか。

「あと四冊で机の上の本なくなるから、補ほ充じゆうちょうだい！」

「あ、う、うん！」

　本の売れ行きも、信じられないほど伸のびている。

　二人が売り子を頑張ってくれる中、俺と長谷川はスペースの奥に入って、少し休みつつ、本の補充や残り部数の確認、漫研のライングループに報告するなどの作業をする。

　新刊の残り部数は、十八冊。いつの間にこんなに売れたのだろう。

「私、正直諦あきらめかけていたわ。もうアニ研に入らなくちゃならないんじゃないかと……」

「長谷川……」

「でも、いざそう考えてみたら、やっぱりすごく嫌いやだった。漫研の仲間と、これからもずっと一いつ緒しよにやっていきたいって思ったわ。……それが今、もしかしたら、叶かなうかもしれないのね」

　長谷川は恋ヶ崎と小豆ちゃんに目を向けて、微笑ほほえんだ。

「うん、そうだね……！　俺、アニ研の様子見てくる！」

「ええ、お願い」




　地図を見ながらアニ研のサークルスペ─スへと移動して、様子を窺うかがう。

　机の上には、計五冊ほど、新刊が置かれている。ちょうど今、会長の愛島さんが自ら売り子をしていた。

「あ、あの、あと何冊くらい残ってますか？」

　俺はどうしても気になったので、もう直球で愛島さんに聞いてみる。

「あれ……君は確か、漫研の子だよね？」

　即そつ行こうでバレてしまった。

「ふっ、まあいい。もうすぐ勝負が終わるから教えてあげよう。今机の上にある五冊で、今日の新刊は全すべて完売さ」

「えっ……ほ、本当ですか!?」

　なんだと……!?　信じられない事実に驚きよう愕がくした。

「ほら、この間にも買いたい人が来るかもしれないから、分かったなら退どいてくれないかな？」

　愛島さんに言われて、俺はスペースから少し離はなれる。すると、早さつ速そく人が来て、俺の前で一冊売れてしまった。残り、四冊。

　ああ、畜ちく生しよう──。

　そのとき、俺が持ち歩いていたスマホからラインの着信音が聞こえた。画面を見ると、漫研のライングループにメッセージの着信が一件来ており……。




『長谷川翠みどり：本日の新刊、たった今完売しました』




「えっ……ええぇぇ!?」

　俺は思わず、その場で大声を張り上げた。立て続けに、長谷川が証しよう拠ことして、新刊が綺き麗れいになくなった机の上の写真と、空っぽの段ボール箱の中の写真をアップした。

「あ、愛島さんっ！　これ見て下さいっ！」

　俺は思わず目の前にいるアニ研部長の愛島さんにスマホを見せつけた。

「え？　何……」

　愛島さんは戸と惑まどいながらも、食い入る様に俺のスマホを見つめる。

「な……なんだって!?　そんなバカな……」

　やがて、衝しよう撃げきの事実に声を張り上げた。

　周りにいるアニ研部員たちもざわつき出す。

「漫研、一体どんな卑ひ怯きような手を使ったんだ!?」

　愛島さんが騒さわぎ出したので、俺じゃ対処しきれないと思い、俺は慌あわててアニ研のスペースを後にした。




　漫研のスペースに戻もどると、漫研メンバーたちが全員スペースに集まっていた。長谷川の投とう稿こうを見て、みんなスペースにやってきたのだろう。

「いやあ、恋ヶ崎さんに桜さくら井いさん、本当にありがとう！　二人とも、大学は違ちがえどもう立派なうちの漫研メンバーだよ！」

　二人に感謝している岩本さん。

「早速愛島に報告してやるわ！　あっちから連れん絡らく来てないから、まだ完売してないってことだろうし……」

「あ、今報告してきました！」

　愛島さんに電話を掛けようとしている二階堂さんに、俺が声を掛けた。

「えっ!?　もう!?　随ずい分ぶん早いわね!?」

「今ちょうどアニ研の様子を見に行ってたところで、長谷川からの完売報告見て」

「！　それで……アニ研はどうだったの!?」

　みんなの視線が俺に集まる。

「残り四冊、ってところでした。だから、うちの勝ちです！　愛島さん、悔くやしがってましたよ！」

　俺の言葉に、漫研メンバーたちはわっと沸わいた。

「すげー！　本当に接戦だったんだな！」

「あーっはっはっはっは！　愛島の悔しがる顔が目に浮かぶようだわ！　現物をみたいからちょっとアニ研に行ってくるわ！」

　高笑いしながら、アニ研スペースへと向かって行く二階堂さん。こんな場所で喧けん嘩かにならないといいけど……。

「いやー本当に良かった！　これで長谷川ちゃんがアニ研に行かなくて済むね～！」

「ええ、そうですね。私としても、とても嬉うれしいです」

　川北さんの言葉に、長谷川が素す直なおに答える。

「恋ヶ崎、小豆ちゃん、本当にありがとう！」

　俺は改めて二人に礼を言う。他のメンバーも口々に礼を言った。

　気付けば、恋ヶ崎と小豆ちゃんを漫まん研けんメンバーで囲む形になっていた。二人は恥はずかしそうにしている。

　二人には、感謝してもしきれない。

　漫研を心配して、高い交通費をはたいて北海道から遥はる々ばる東京に来てくれた恋ヶ崎。

　短い期間でわざわざうちのオリジナル同人誌のコスプレ衣装を作って応おう援えんに来てくれた小豆ちゃん。

　そこで、ラインの着信音が再び聞こえる。

　漫研グループのラインに、佐倉さんが救護室からメッセージを送ってきていた。

『完売したんだね～っ！　ほんとに良かった……。ちなみに、アニ研はどうなんだろう？』

　すかさず俺が返信を送る。

『アニ研は残り四部だったから、うちの勝ちだよ！』

『ほんと!?　すっごい!!　アニ研に勝てたなんて、夢みたい！　みなさん、ありがとうございます[image: かおもじ]大事なときに貧血なんか起こしてご迷めい惑わくお掛けして済みません。』

　みんながそれぞれ、佐倉さんに返信を打った。

『一番頑がん張ばってくれたのは佐倉さんだよ！』

『本当にありがとう』

『無理しないで体調ゆっくり治して』……。

　俺も、間違いなく今回一番頑張ってくれた佐倉さんに、労ねぎらいのメッセージを打っていたところ。

　再び、ラインの着信音が鳴る。

　再び佐倉さんからのメッセージだったが、漫研のライングループの方ではなく……俺個人宛あてのものだった。

『柏田君、ありがとう。ウチとの約束守ってくれたんだね！　大好き♥』

　うおお！　佐倉さん、なんてラインを……。

「ウチとの約束守ってくれたんだね……？」

「えっ!?」

　そこで、恋ヶ崎が俺の後ろから俺の携けい帯たいを覗のぞき込んでいることに気付いた。

「ちょっと、約束って何よ!?」

「いや、約束っていうか、さっき救護室に連れて行ったときに、絶対に漫研が勝つから、って言ったんだよ！」

「な、何よそれ!?　立派な『約束』じゃないっ！　何いい感じになってんのよ!?」

　それから俺は必死に恋ヶ崎を宥なだめた。

　この間、『あたしが不ふ機き嫌げんになったらキスしてくれればいい』とか言ってたけど、当然こんなところでできるわけないし、とてもそんなことで機嫌が直りそうには見えないんだけど……。




　それにしても、今回の漫研の夏コミサークル参加、本当に大変なことばかりだったけど、それ以上にすごく楽しかったし、大変だった分だけ達成感も大きい。

　皆みんなで力を合わせて、一つの本を作って、売って……。

　こういうのっていいよな。好きなことだからこそ、すごく充じゆう実じつしている。

　やっぱり俺、こういうことを仕事にしていきたい。

　改めて今日、実感した。




「……あれ、電話？」

　未登録の番号から、俺の携帯に電話が掛かかってきた。一体何だろう。

「もしもし」

　壁かべ際ぎわの邪じや魔まにならないところへ移動して、電話に出る。

「もしもし、柏田君？　元気してた？」

「えっ……」

　どこかで聞いたことのある、気け怠だるげな女性の声が携帯から聞こえてきた。

「富士見社ＦＵＪＩファンタジー文庫編集部の蓮はす見みです」

「蓮見さんっ!?」

　驚おどろきのあまり声を上げる。本当にびっくりした、もう連絡をとることなどないと思っていたのに。

「ご、ご無ぶ沙さ汰たしてます！」

「早速だけど柏田君、また編集部で働いてみる気ない？」

「えぇっ!?」

「九月からうちで長期バイトを雇やとおうかって話が出てるのよ。新たに募ぼ集しゆうかけるより、ある程度仕事を分かってるあなたに頼たのんだ方が早いんじゃないかって思って」

「え……？」

　編集部のバイト……。俺の脳内には、様々な思い出が溢あふれてきた。

　辛つらかったこと、苦しかったこと……。

　だけど、俺が成長できたのは間違いなく、あのバイトのおかげだ。

「はい、是ぜ非ひ働かせて頂きたいです！」

　俺がやりたい仕事って、やっぱりこれなんじゃないか！　気付けば俺は、即そく答とうしていた。

　自分が買いたいと思える本をプロデュースして、売ること。

　それがどんなに楽しくて達成感のあることなのか、今回の夏コミの経験でよく分かった。

　あわよくば、それを仕事にできたら……。

「そう言ってくれると思ったわ。フッ、これからもたっぷりしごいてあげるから、覚かく悟ごしておきなさい」

「ひいっ!?　お、お手て柔やわらかにお願いします！」

　蓮見さんの言葉に、心底怯おびえる情けない俺だった。







　　　あとがき







　こんにちは、村むら上かみ凛りんです。この度は『オタリア』十二巻をご購こう入にゆう頂き、誠まことにありがとうございました。

　せっかくの大学生編なので、大学生にしかできないことをさせようということになり、柏かしわ田だには新しいことに色々挑ちよう戦せんしてもらう巻となりました。

　編集部でのアルバイト、免めん許きよ合宿、原げん稿こう合宿、初めての夏コミサークル参加……。羨うらやましいほど大学生活謳おう歌かしてますね（笑）。

　夏コミのシーンは、高校生の時にとても小さい同人イベントにサークル参加したことがあるので、そのときのことや、友人のサークルの売り子をしたときのことを思い出しながら執しつ筆ぴつしました。その際は本が一冊だけ売れたこと、スケブを頼たのまれたことがすごく嬉うれしかったことを今でもよく覚えてます。

　次巻でもオタク活動はさせつつ、まだ夏は続いていますので、夏らしいリア充じゆう的なイベントも描えがきたいなと思っています。また、大学生らしくまだまだ新しいことにも挑戦させたいですね。




　このあとがきを書いている少し前、韓かん国こくでのサイン会に招待して頂きました。

　お話を頂いたときとても嬉しかったのですが、『オタリア』が韓国の方々にも受け入れられているという実感がイマイチ湧わかず……。

　現地で実際に読者の方々にお会いして、改めて『オタリア』を受け入れて頂いているという実感が湧き、とても感動しました。お手紙やプレゼントを下さったり、韓国語や日本語で温かいお言葉をかけて下さったりと、本当に嬉しかったです。




　編集者様、今回もご指導ご鞭べん撻たつのほどありがとうございました。

　あなぽん様、素晴らしいカバーイラスト、挿さし絵の方ありがとうございました。

　そしていつもお手紙やリプライで励はげまして下さり、応おう援えんして下さる読者の皆みな様さま、本当にありがとうございます。

　次巻も楽しいものがお届けできるよう頑がん張ばりますので、どうぞ宜よろしくお願いします。また、同時進行中の『萌もえペン』シリーズも宜しければ合わせて読んで頂ければ嬉しいです。
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